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俺の妹が最高のオカズだった　〜妹と同級生と過ごす最後の夏休み〜
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０１．美優（一年生）の体操服









　男は性欲の溜まり具合によって思考回路が切り替わる。毎日射精をしている俺からしたら、一日オナ禁をしただけでも翌日の脳内はもうエロい想像ばかりだ。特に問題なのは、酔っ払いの理性が希薄になるように、ムラムラしていると変態的な行為への忌避感が薄れてしまうこと。幸いにも妹の性欲も俺に引きずられるようなのでそれで距離を置かれてしまうことはないのだが──なにより妹も相当な変態なので（本人は頑なに認めないが）──、ふと自らの過ちを振り返ったときに痛く後悔することになる。

「……お兄ちゃんはなぜこちらをジッと見ているのですか？」

　俺と美優は自宅の脱衣所にいた。起きて食事が済んだ時間に、俺が顔を洗っていると美優が洗濯物を入れにやってきたのだ。今はその衣類を洗濯機に入れる寸前である。

「いや、なんで体操服を洗うのかなって」

　美優は青系色の爽やかなジャージを上下セットで手に持っている。部活動をやっているわけでもない美優が夏休みに学校の体操服を使うはずがないので、洗濯をする理由がわからなかった。

「もしかして、使った？」

「なんですかその聞き方は。始業式が近いから押し入れのニオイを取るために洗うだけです」

「そうか。それなら、よかった。まあ使っててもよかったんだけど」

　エロ脳になっているとこういうところが良くない。妹が体操服でコスプレして一人エッチをしていたなどと考えるのは兄として最低のことだ。

「自分が普段から着ているもので興奮するわけないじゃないですか」

　こうして白い目で見られることになる。この妹は正論しか言わない。

「で、洗濯するのか？」

「そのために来たからね」

　当たり前のことを質問された美優はその理由を視線で俺に尋ねてきた。

「まあ、なんだ。ちょっともったいないような気がしてな」

「お兄ちゃんの歪んだ思考はだいたいわかるけどワケを聞こうか」

「だから、だな」

　美優ももう三年生になる。ということは、二年以上を過ごしてきた学校生活で何回も体育の授業を受けてきたということだ。美優はそのたびに体操服を着ていたわけで。

「せっかくだし、洗濯の前に少しだけ使えないかと」

「せっかくも何も夏休み前に洗ってあるからね」

「それはそうか……」

「あと、根本的なことを勘違いしてるようだけど、この服はまだ数回しか使ってないから」

「ま、マジで？」

　しまった、そうか。美優は由佳が体操服を無断で貸した事件のせいで新品に替えていたんだった。あいつが余計なことをしてくれたせいで、せっかくのお宝が台無しじゃないか。

「由佳の件もそうだけど、そもそも一年ごとに替えてるから」

「どうしてそんなことを……」

「前の測定が胸しか大きくならなかっただけで、この二年間では背も伸びてるんだから当然でしょ」

　わかっている。わかってはいたさ。ただ、いきなり突きつけられた現実を直視できなかっただけで。

「ちなみに去年のとかは取っておいたりしてないの？」

　その質問に、美優は俺にしかわからない刹那だけ息を詰まらせて、それから口を開いた。

「ありません。あったとしてどうするんですか」

　とてもわかりやすい平坦な声音だった。これはワンチャンスある。

「何も。ただ、見るだけで」

「嘘を言いなさい。ピチピチの体操服を着せてあわよくば匂いを嗅ごうとしてるんでしょ」

「それは、そうだが……」

「ダメだからね。絶対にダメ」

　美優は体操服を洗濯機の奥に詰めて扉を閉めた。ずいぶんと強く抵抗をする。実現不可能なことであればそこまで強く否定する必要もないのに、ここまで身構えるのは美優にとってはそれが現実に起こりうるからだ。

「頼む」

「嫌です」

「くっ……だったら、写真でいいから……！」

「妹をオカズにすることに関してはなんという強情さですか」

　美優は足早に脱衣所から出ていく。その去り際に放った一言も、その所作も、実に懐かしいものだった。

「クローゼットの中を見たら怒るからね」

　もうほとんど昔の体操服が残っていると言っているようなものだった。しかし、ここまで抵抗されたのではしかたないと、俺は意気消沈して自室に戻ったのである。その後、美優が自ら俺の部屋にやってきた。

「溜まってるなら私で出せばいいじゃないですか」

「お願いするつもりではあったよ。できたら体操服が良かっただけで」

「言っておくけど、スペアとして取ってあるだけで、エッチ用じゃないからね」

　美優は俺のベッドに腰をかけて生脚をフラフラさせていた。女の子が自分の部屋にいるっていい景色だよな。

　これは俺の想像だけど、たぶんこの妹は体操服をオナニーにも使っている。自身の姿をオカズにするのが何よりも好きな美優が、『自分の着ていた服で興奮するわけがない』なんて、詭弁もいいところだった。

「俺の正直な気持ちを言わせてほしい」

「これまでもわりと正直だったのでは」

「美優は一人エッチのために体操服を使ってると思うんだ」

「思うのは自由ですからね」

「この考えが正しいとすると、美優は一年生のときの体操服も持ってるはず」

「…………」

　あれだけ饒舌だった美優が黙り込んだ。昔の体操服がスペアだというのなら、サイズが完全に合わなくなったスペアのスペアなど持っていても意味がない。ただでさえ服の多い美優からすればクローゼットの幅を取るだけのゴミだ。

　でも、そうでないのなら、美優はむしろそれを大切なものとして保管しているはず。今より幼い自分が着ていた服に身を包み、鏡の前でオナニーをすることで一年生だった自分をオカズにできるからだ。

　いまクローゼットを調べて一昨年の体操服が出てきたら完全にクロということになる。それがわかっているから美優も誤魔化すための回答を捻り出すことができない。

「趣味は最大限に尊重してくれるって言ったじゃないですか」

　ついに美優も観念して認めた。追い詰められても声も表情も変わらないのがこの妹の可愛さだったりする。

「尊重はするよ。見られずにこっそりしたいときがあるのも理解してる」

　美優は俺との着衣エッチを嫌がることは少なくなってきた。それでも、美優にとってコスプレはオナニーのためにしている部分が大きくて、俺もその楽しみを奪いたいわけではない。

「でも、知ってしまったこの好奇心を抑えることはできないだろ？」

「射精したいだけのくせにずいぶんと尊大じゃないですか」

　美優の言っていることは正しい。常に真理だし、嘘をつくこともしない。

「……まあ、いいけどさ」

　これが兄を萌えさせる必殺の言葉なのだ。何気ないようだけど俺にしか絶対に言わない言葉だし、それは同時に美優にもちょっと俺と楽しみたい気持ちがあることを示している。

「言っておくけど、私もまだ使ってないんだからね」

　美優は部屋に移動する最中に俺に釘を刺してきた。丸一年も使い続けた服を、それを着ていた本人が正しく事実として着ていないと主張する。日本語の不思議だ。

　クローゼットを開けて奥の方にしまっていたそれを美優は取り出して、体操着袋の紐を緩めた。そこからは先ほど見た新品より明らかに使用感のある白い生地の服が出てきて、これが一年生のときの美優が着ていた服だと思うだけで俺は勃起を抑えるのが大変だった。

「あんまり感動するようなものにならないかもしれないけど」

「もうすでに興奮してるぐらいだから多分大丈夫だよ」

「謎の安心感があるところはほんとお兄ちゃんのいいところだと思う」

　美優は俺に着替えをするから後ろを向けと、指をくるりと回してジェスチャーした。恋人になってなお生着替えを見せてくれないのはこの妹ぐらいなものだろう。気が変わる前に着替えてほしいので俺は大人しく壁の方を向いた。今は美優の体操服姿を見ること以上に優先するべきものなどない。

　衣擦れの音というか、女の子が背後で着替えているときの、衣類が床に落ちるときの音ってどうしてこんなにもエロいんだろうな。それが普段は真面目に過ごしている美優のものだからなおのことだ。

「うわっ…………ちっちゃ……」

　着替えが終わったらしい美優の感想が聞こえてくる。想像していた以上に美優の発育が良かったみたいで期待が高まる。早く美優のピチピチな体操着が見たい。残念なことに俺はもう勃起していた。

「もう見てもいいんだよな？」

「え、い、いいけど」

　許可をもらえたので俺は振り返った。そこには裾を引っ張っておへそを隠している美優の体操服姿があって、俺の剛直が更に上向いた。ズボンも身長に対して短いのでホットパンツを穿いているときのような生足の見え方をしている。そして、ただでさえパツパツなのに布を引っ張っているので、胸には美優のおっぱいの形がはっきりと浮かんでいた。これは絶対に学校の男子諸兄らには見せることはできない。

　生地の裏側から透ける下着のインパクトもそうだが、最もエロさを醸していたのはＴシャツのシワだ。パイスラするまでもなく正面から確認できるほどの大きな山と谷間が形成されていて、乳房の頭頂が高いせいでどうやっても潰せない服内部の空間が、ボディの布を浮かせて小さな溝を作り出している。

　そして、何よりも忘れてはならないのは、まだあどけなかった二年半前からの丸一年、美優はこの服を着てたっぷりと汗をかいてきたということ。美優の体温で温まった布からは、そうして染み込んだ美優の汗の匂いがほんわかと香ってくる。

「匂いを嗅いでいいよな？」

「お兄ちゃんがその嗅覚で感じてるのは幻覚みたいな何かであって普通に洗剤の匂いしかしないからね？　大丈夫だよね？」

「正気かどうかという意味なら大丈夫だ。ただ、射精まで耐えられるかという意味なら大丈夫じゃない」

「妹の汗の匂いだけで早すぎではないですか」

　こんな会話のやり取りをしている中でも、美優はちゃっかりとポニーテールになんかしてくれたりして、きっと普段の体育でも同じようにしているのであろう格好になってくれている。そう考えると美優のクラスメイトの男子たちが羨ましくなってくるが、そいつらは美優の匂いを嗅ぐどころか近づくことさえ許されないので、やはりこの妹の兄である俺こそが勝ち組なのだ。残りのビハインドさえ解消できればなおのこと負ける要素はない。

「ちょっとだけでいいからジャンプしてみてくれないか。縄跳びするみたいに。その乳が揺れるところが見たい」

「具体的に言わなくても目的ぐらいわかるってば」

「やってくれるの？」

「まあ想定内だからね」

　そう言って美優は俺から少し離れると、「でも期待はしないでね」と前置きをして、「こんな感じかな？」とピョンと跳ねた。乳房は弾むように上下に揺れて、その分だけ体操服の布が形を作って、たしかにそれはエロかったのだが、どこか物足りなかった。

　それを美優も感じ取ったようで、「やっぱりこっちのがいいかな」などと呟き、グッと腕を伸ばしたりとストレッチに切り替える。何かというと、ただでさえ肌の露出面積の多い服を着ている美優が筋を伸ばすと、普段は見られない筋肉が妙にエロく感じるのだ。チラチラと鏡を見ながら、背中をそらしてみたりして、一生懸命にエロいポーズを考えている美優が健気で可愛かった。

「その格好でラジオ体操とか撮って配信したら余裕で百万円ぐらい稼げそうだな」

「百万円程度の価値だと思わないでいただきたいです」

　美優は自分の体には自信を持っている。遥の撮影クラブで活躍しているぐらいなのだから、そこで動いている金額からすれば百万なんて金額ははした金もいいところだった。

「ふう」

　美優が一息をつく。ストレッチとはいえ運動は運動である。

「いい感じに体が温まったな」

「お兄ちゃんが次に言おうとしているセリフがわかってしまうのが怖い」

「なら言わなくてもいいか？」

「言わなくてもいいけど、だから、何度も言うけど、洗剤の匂いだからね？」

　言いたいことはわかっている。汗に含まれていた成分など、現代の洗濯技術からしたら微塵も残らないものであることなど。それでもなお、この体操服は特別なのだ。

　揺るぎない事実として一年生の頃の美優がこの服を着て汗をかいていた。何度も繰り返し、美優の体から滲んだ湿度だけで体操服をびしょびしょにしてきた。その実物がそこにある。そして、同一の人物がそれを着ている。なら、嗅ぐしかない。

「美優。逃げないで、少しだけ我慢してくれ」

「ん……くすぐったくしたら、押し飛ばすからね……はっ、ひやんっ……！」

　俺は正面から美優の両肩をガッチリとホールドすると、うなじから鎖骨にかけて匂いを嗅いでいった。すでにフェロモンが分泌されているそこは兄を興奮させるには充分すぎるほど香っていて、豊かな山の芳しさには谷間から漏れる熱気まで感じ取れる。美優がストレッチぐらいで汗をかくとは思えなくて、昔の体操服を着ていることに興奮しているから体温が上がっているんだ。それを悟られることに羞恥を感じている美優は加速度的に体温を上昇させていく。

「もう、そんな変態みたいに……ふぅ、ん……っ……少しぐらい、恥ずかしさとかないんですか……」

「美優がこうさせてるんだろ……こんなエロい匂いして……」

「私のせいじゃ……んっ、あ、あっ、そこは、ダメっ……」

　首から谷間へ、脇からはお腹へ、頭が下へと移動していくと、必然的に次の興味は股間に移るわけで。体操服のズボンの縫い目で思い切り息を吸い込むと、美優はクンニされているみたいにビクビクと反応して俺の頭を押さえた。

「そんなとこっ……ん、やっ、そこはだめえっ……ニオイ、嗅がないで……」

「ここは特に汗の匂いがすごいよ……美優の香りがする……はぁ……はぁ……これだから好きなんだ……美優のことが……」

「ううぅ……ふぅ、はぁ、はぁ……んっ……んんっ……も、もう、わけわかんないこと言って……！　はあんっ、それ以上されたら……はんっ…………んっ……！」

　直に匂いを嗅ぎたいあまりに俺が鼻を押し込んでしまったため、美優はちょうどクリトリスを刺激されてイッてしまった。できることならアソコの匂いを嗅がれる恥ずかしさだけで絶頂する妹を見てみたかったのだが、それは望みが過ぎただろうか。

「お兄ちゃんのバカ……！」

　女の子座りで床にへたり込んで、目を充血させて俺を睨む美優に、そこはかとない懐かしさと嬉しさを感じてしまった俺は、やはり性欲は有害だと改めて思い直した。恋人になったのだからこんな破廉恥なプレイは慎まなければならない。

「美優。もう少しだけエッチなお願いをしてもいいか」

「相変わらず妹を射精目的に使うことに躊躇のない兄ですね」

　そうすると美優が喜ぶからだぞ。餌をチラつかされるとお手をせざるを得ない犬と同じだ。俺は妹にバター犬として調教された兄なんだ。犬と違うのはその行動原理が性欲に由来しているというだけで。

「これ以上にどうエッチにしようがあるんですか」

「いや、単にノーパンノーブラになってくれればいいだけだが……」

「言葉もプライドも軽い……」

　そうやって、美優は俺にとってはご褒美でもある侮蔑の視線を突きつけてきて、それからベッドに掴まりながら立ち上がると、中腰でクソエロい谷間を見せつけてきて俺を射精の寸前まで追い込んでからまた壁に向けて指を差すのだった。

　もはや「んっ」としか言わなかったので、美優がこれから俺の要望通りにノーブラ体操服になってくれるのは確定的だった。妹のお兄ちゃん付き合いが良すぎでそれだけで射精しそうになってしまう。せめて美優の真っ白なＴシャツ越しの乳首を見ずには果てられない。

「はい」

　できるだけ端的に、美優は着替えたことを教えてくれた。俺が振り返ると、床にはすでに脱ぎ捨てられたパンツがあって、乳頭を腕で隠しているのと反対の手にはブラジャーの紐が握られていた。見た目はさっきのままだけど中身は痴女のそれと同じですよと俺に遠回しに教えてくれている。男を興奮させるツボを押さえすぎてきて、本当に射精を我慢するのがもうキツい。

「じゃあ、その状態でまたジャンプをしてくれ」

「い、嫌です」

「どうしてだ。さっきはしてくれたじゃないか」

「少しは心の準備をする時間をください……！」

「こんな変態プレイ、勢いで有耶無耶にした方が楽だろ？　冷静になるほど自分が今していることに向き合うことになるぞ？」

「うぐっ……こんなときだけやたらと弁が立つ……！」

　しかし、それが真理なのだった。美優は胸から腕を退けると、これでもかと言わんばかりに背筋を反って乳房を主張してから短い屈伸運動で乳を揺らした。ブラジャーに包まれていたときはただボールのような球体が上下に動くだけだったそこは、美優の乳房を柔らかさを表現するように瑞々しく弾んでいる。そして言わずもがな、先頭のところだけ暗色になっているのが実にけしからん光景だった。

　極めつけに、美優は乳首が敏感なので、Ｔシャツの綿に擦れる感触に、わずかばかりだが顔をしかめているのがもう大変にエロかった。共感覚性というものは視覚と触覚さえ影響を及ぼすようで、ズボンの中でパイズリされている錯覚に陥ったペニスを、俺は脱いで外に出すしか射精を堪える方策がなかった。

「もう我慢ならん。嗅ぐぞ」

「いっそ私の記憶ごとトばしてください……」

「わかった。お兄ちゃんに任せろ」

　俺は美優をベッドに横たえて、よりリアルに美優の乳房の形を映し取った体操服に顔を埋めた。これから俺は美優とセックスして膣内射精してこのプレイを終わらせる。

　美優がこれだけ頑張ってくれたので、ここからは美優の精神の安全を優先しなければならない。なぜなら、昔の自分の体操服でオナニーしようとしていたことがバレただけでも美優にとっては耐え難い屈辱だったのに、ノーブラ体操服でピョンピョンしているその乳首への刺激でズボンにおねしょ跡がつくほど濡れてしまったものだから、もう正気を保ってはいられなくなったのだ。

　汗ばんだ体操服の谷間で大きく息を吸い込んで、鼻腔から肺の中までが美優の香りだけで満たされた俺は、ズボンの隙間から美優のアソコにペニスを挿入した。スライムを握りつぶしたような下品な音がした。

「ヒャッ……あぐっ、あっ……ひああっ……!!」

　陰茎を膣に押し込んですぐに美優はイッた。もうすでに軽くなら数回は達していただろうからその早さには言及しない。

　俺は体操服で乱れる美優を視界に収めるために腕を突っ張って、自分の陰茎が妹の短パンの裾から侵入していくところを眺めて堪能していた。本当はＴシャツごと乳首に吸いつきたかったし、もしこれが体育の後とかで汗ビショだったら水分が抜け切るまで吸い尽くすつもりだったが、この服を美優の一人用に使ってほしくもあるのでそこは自重した。

「美優っ……美優っ……はぁ、っ……美優がエロすぎてかなり溜まってるから……ふうっ、はぁ……一気に出すぞ……！」

「んぐ、ん、はあっ、ああっ……お兄ちゃん……早く……！　頭がへんになっちゃう……ああっ、あっ……お兄ちゃん……んっ……お兄ちゃん……！」

　組み敷くように美優の両手を取り、着衣のまま乱れる美優にピストンする。改めてこの服が一年生の美優が着ていたものだと思うと、実の妹とセックスしている背徳感が久々に金玉の下側から這い上がってきた。ノーブラで寝転んでいてもＴシャツをパツパツにしてしまうなんてずいぶんとエッチに成長したものだ。この妹に俺の精液を注ぎ込みたい。

「美優……出るぞ……ふぅ、うっ…………ああっ……!!」

　びゅっ、びゅぐっ、びゅるるっ──と、最後は体を腰を思い切り突き出して美優の最奥に精液を吐き出した。すでに美優はトんでいたので、最後は子宮に感じる温かさに心地よさげにするだけだったが、これが羞恥プレイの果てでなければ美優にとって中出しの感覚がクセになる危険な射精だった。

「うっ……うぅ……」

　意識を朦朧とさせている美優に、ズボンが精液で汚れてはいけないと──それは美優が自分をオカズにオナニーをするには余分な興奮材料になるので──、俺は美優のズボンをずらしておいてあげることにした。そこには割れ目から白濁液を垂れ流して寝ている妹の半脱ぎ体操服姿がある。このまま第二ラウンドを致したくなる気持ちを抑えて、俺は美優のスマホでその姿をパシャリと収めるだけに留めた。

　その写真を、美優がどう処理したのかはわからないが、起きてきた美優が俺に何かを言ってくることはなかった。あるいはまだ気づいていないという可能性もある。ただ、この日の夜に体操着が洗濯機に入れられることはなかったので、俺は妹の趣味を最大限に尊重して疲れ任せに早めの眠りにつくことにしたのだった。











０２．コップ一杯の人の尊厳









　俺の妹はいつも無表情のまま過ごしている。といっても、しかめっ面をしているわけでもなければ、幽霊のようにのっぺりした顔をしているわけでもない。常に平常運転。媚びない、動じない。ニュートラルという横文字が最もしっくりくる表情をしている。

　そんなクールな妹がなぜ真顔でも美しいお顔を保っていられるのかといえば、自分の部屋でこっそりとフリフリの衣装に身を包んで、悩殺必至の可愛らしい表情を人知れず作っているからだ。あるいはそれは一般人が日常生活で作る笑顔なんかよりもストイックに、どの角度からでも可愛くなるように努力を積み上げたもの。実際に写真まで見せてもらったわけではないがあの妹ならまずそのようなことをしている。

　反面、それは造形的にそう見えるようにしたものなので、感情の扱いは上達しなかったらしい。昔はニコニコと子犬のように感情豊かな女の子だったのに、生理的に受け付けられない男を避け続けている間にクールを突き抜けてドライにさえなってしまった。実兄とののっぴきならない関係を通して多少はマシになったものの、今度はそのドライな性格が癖になって血肉の一部にまでなっている。

　本題なのだが、美優にも性欲がある。それも一般の女性たちと比べてもかなり強く、俺とエッチをするまでの間は、発情とさえ呼べるほどの性衝動をオナニーで鎮める日々を送っていた。その主な原因は俺にあって、つまるところ兄妹で過ごす日常生活こそが美優にとって最もエッチな気分になりやすい状況というわけだ。

「美優は今日も家か」

「そうだね。まあ毎年のことだし」

　リビングで顔を合わせる頻度が上がったことを除けば、夏休みの後半に俺と美優が家に引きこもっているのは例年通りのことだった。むしろこれまで由佳や山本さんとのことで出かける日が多くなりすぎていて、元がインドア派の俺たちからしたら疲れを感じるほどである。人間には遊んで充電するタイプと休んで充電するタイプの二種類が存在しているのだ。

「だいぶエアコン効いてるけど、寒くないの？」

　リビングの温度はいつもと比べるとだいぶ低め。にもかかわらず美優は薄着なので、女の子の体が冷えると男は心配になるものだ。美優は以前より少しだけ露出が増えた。

「寒いかもしれません」

　美優はふとももを両手で摩擦して温めている。肉厚な胸部以外には堪える室温だろう。

「なら、エアコンの温度を上げるか」

　普通のことを言ったつもりだった。しかし、美優の反応は芳しくなかった。

「お兄ちゃんは本当にエッチゲームから何一つ学ばなかったよね」

「なんだ、その言い分は。ムラムラでもしてるのか？」

　エロＣＧにしか興味のない兄だったことは申し訳なく思うものの、俺はまっとうなことを言ったつもりでそこに批判が飛んできたので、半分は冗談と言うか抗議のつもりで返した言葉だった。しかし、美優が俺からの疑念を否定することはなくて、ソファーに座る隣に俺を呼ぶと、それからはまた黙ったままだった。

「ん？　どうした？　まさか」

　美優は俺に視線はよこすが口を開かない。そのせいで俺も何も言い出せずにいて、意図を汲み取ろうと美優の顔をジッと見ていたら、その皮膚の奥にほんの少しだけいつもより多く血が通っているのがわかった。

　体は冷えているのに内部の温度は高い。それは動かなくても鼓動が速まって体温が上がっているということ。心臓は人の感情に連動するものだから、美優は黙って座っているこの瞬間にも、心拍数が上がってしまうような何かを考えているということだ。部屋の温度を下げていたのはそれを落ち着かせるためでもあったんだな。

　自然な流れで俺からのスキンシップを取ることには失敗した美優だったが、部屋が寒いからじゃあ抱き合って温めようなんて、俺が言うとでも思っていたのか。いや、美優のことだから、自分からムラムラしていると言うのが恥ずかしすぎて、思考回路がショートしている可能性もある。

「どうしたらよいでしょうか」

　要するに、美優はエッチがしたくて困っているのだ。今日の体操着エッチのせいだろうか。しかも、オナニーをすれば済むものではなく、俺とのスキンシップを通して解消したい性欲であるらしい。これはとても珍しいことだった。

　これまでも同じようなことはあったのだろうが、オナニーをする以外に選択肢がなかったのでやむなく自分で昂りを鎮めていたか、あるいは俺が美優に欲情しまくっていたので同時に解消されていたか。それが、俺たちが恋人として結ばれた後になって、由佳や山本さんの問題を解決するためにスキンシップが減ってしまったものだから、とうとう美優の性欲が我慢ならなくなってしまった。

　明確なきっかけもなく俺に対して発情するのは美優も初めてのことだから戸惑ってるんだろう。俺としても対応に迷う。お兄ちゃんラブラブモードならまだしも美優は平常状態なのだ。とはいえこうして正直になってくれたのは、美優が俺を信頼してくれている証。男として、兄として、俺がリードしてあげなければならない。

「なら、美優が満足するまで指でするよ。もしくは、脱いで横になっていようか？　俺は今すぐにでもできるから、この体は好きに使ってくれていい」

「その申し出はとても頼もしいんだけどね。どうにもしっくりこなくて」

　美優はアソコを触られるのが好きではない。俺が相手なら嫌というほどではないようだが、それでも本能モードではない美優からすると、必ずしもそれが気分的に良いわけではないのだ。俺もそれはわかっていたから別の方策も提示したのだが、通り一辺倒なエッチがしたい気分ではないようだった。とはいえ、ならいっそ俺が襲ってやればいいのかといえば、そんな雰囲気でもない。美優はたぶん性欲を解消したいだけで、セックスをしたいわけではないのだ。

　であればやはり、美優からの要望が出るまで待つべきかと。それが美優のためになることはわかっているし、これまでの俺はそうしてきた。でも、俺は美優の一番の理解者なのだし、ここは俺から美優の喜びそうなプレイを提案してみるのもよいだろう。

「美優のお腹を、俺がこう……さするとかは？」

「はい？」

　まあ何を言っているかわからなかろう。もはやエッチとはかけ離れた行為だ。だが、こんな俺たちだからこそ、もうセックスだとか前戯だとかにこだわる必要もないと思った。キョトンとしていた美優にも、俺が云わんとしていることは伝わっているようである。俺たちはそういう兄妹なのだ。

「結構、いいかもしれません」

　美優は緊張した面持ちながらも同意してくれて、俺たちはソファーで前後に並ぶ体勢になった。よく俺たちがやるスキンシップの形である。一つ違うのは、抱きついたりおっぱいを揉んだりが目的ではなく、ムラムラしている美優の性欲を解消するためにやっているということ。

　美優はＴシャツの裾を両手で持って俺の腕が入るぐらいに浮かせてくれた。そこに手を入れて、俺は美優のすべすべのお腹をゆっくりと撫でる。腹部を手のひらで温めるように、じわじわと力を込めて深部に刺激がいくように、撫でては軽く押してを一定のリズムで続けていく。

「んっ……」

　俺と同じ方向で正面を向いている美優が、気持ちよさそうな声を漏らしている。表情が見られにくい分、リラックスして快感に身を委ねられるのだろう。どちらかといえばマッサージに近い行為だった。ただし美優にとっては、子宮の、ではあるが。

　しばらくして俺は両手での刺激に切り替えて、美優のヘソの下あたりを重点的に、押し込んでは撫でていく。両手を使った力具合がちょうどいいみたいで、美優はお腹に手がググッと押し込まれるたびに、吐息を深く熱くしていた。

「ぁ……ふぅ……んっ……あぁ……」

　いつしか喘ぎ声のようなものまで漏れてきて、美優は自覚がないのかそれを抑えようともしていなかった。子宮への刺激量が蓄積されていくごとに反応は強くなって、いつしか美優は自分のふとももを内股に擦り合わせて快感を誤魔化していた。だいぶいい感じである。

　時間なんて気にせず、じっくりと良くなっていく美優の反応だけを楽しみながら、俺は美優のお腹を刺激し続けた。美優のエッチな声が聞けるだけでも十二分に価値はあったが、それ以上に俺が美優に触れていることを喜んでくれているのが嬉しかった。

「気持ちいい？」

　美優の具合を聞くだけの他意のない質問だった。ただ、背後から密着していると必然的に耳のそばで呟く形になるので、それが美優の敏感になった体には刺激が過ぎたらしい。

「んっ、あっ、んんっ──！」

　リラックスモードで腹部への圧を堪能していたはずの美優が、急に全身の筋肉をこわばらせて、それと同時に俺の手を握ってきた。すでに見慣れた女の子が絶頂したときの反応で、その瞬間にだけちょっぴり悪戯心が働いてしまった俺は、美優があえて止めていた子宮への刺激をそのまま続けてしまった。

「あっ、あっ、だめっ……お兄ちゃん……あっ……んっ……！」

　とりわけ膀胱の上のあたりに指を押し込んだときの反応がよかった。ここがお腹から最も子宮に近い場所らしい。そのせいで美優は絶頂の波は引かないようだったが、こうまでなると俺も性欲が昂ぶってしかたがないので止めようがなかった。

　セックスをするときと同じで、緩やかなテンポで指をお腹に埋めていくほどに美優の反応はよくなっていく。俺もすっかりと勃起してしまっていたので、美優の背中に肉棒の形状が伝わるほど強く、前後から美優の体を圧迫した。

「んーっ……んんっ……！　あっ……はぁ、はぁ、っ……だ、だめだってば、もう……んっ……ああっ、まってまって……何か変な感じする……ん、あ、あっ……」

　美優が慌てたように俺を制止してきた。膀胱の近くを圧迫されているせいで、濡れやすい美優の潮吹きに近い愛液の分泌を、お漏らしをしていると錯覚しているようだった。

「もうだめえっ……ソファー大変なことになっちゃう……！　んあっ、あっ、出ちゃう……ん、はあぁ……お兄ちゃん……あっ、あっ、あっ、で、出ちゃう……んっ……！」

　最後に美優がまたガクガクと体を痙攣させて、そこで快楽のピークが過ぎたようだったから、俺は子宮への刺激をクールダウンに切り替えた。徐々に呼吸を戻していく美優が、全身の緊張がほどけたかと思うとぐったりと俺に体重を預けてきた。それからは、本当にさする程度の愛撫だけをして、美優の性欲処理は終わったのだった。

「よかった？」

「う、うん、まあ。スッキリはした。ありがとう」

　美優は礼を述べるとソファーからカーペットに降りて、恐る恐るこちらに向き直った。パンツで吸収しきれなかった愛液でシミこそできていたが、それがお漏らしによるものではないことを確認すると、次に美優の視線はパンパンに張った俺のズボンに注がれることになった。

「お兄ちゃんが大変なことになっちゃったね」

「わかってたことではあるんだけどな」

　美優がエロくても可愛くても勃起する。俺のペニスはそういうものなので、これは必然的な結果だった。

　問題なのは、じゃあここからセックスを始めましょう、となるかどうかだ。美優の子宮がいい感じにほぐれたので、挿入したらすごいことにはなりそうなのだが、俺たちとしては美優の側のエッチは一度済んだものという認識になっている。結局これも、気分の話だった。

　そんなこんなで処理に悩んでいると、美優が俺の剛直をじーっと見つめているので、何を考えているかを尋ねるために、竿をピクつかせて美優の視線を俺の顔に上げさせた。

「いやさ。最近見てないなって」

「何を？」

　山本さんのために頻度は下がったとはいえ、定期的にエッチはしている。兄の陰茎など自分の体の一部のように見慣れているはずだ。

「お兄ちゃんが射精するところ」

「精液が出る瞬間ってこと？」

「そうそう」

　そうだっただろうか。たしかに以前のパイズリでも胸射だったし、そもそもが美優が中出しか口内射精しか許してくれないから、陰茎の先から白濁液が射出されるところは見せていなかったかもしれない。

「見たいの？」

「ちょっとね」

　なんてことだ。美優がそんなことを言ってくれるなんて想定外だ。嬉しくなってきてしまった。

「なら、今回は、手コキで？」

「たまにはお兄ちゃんが自分でしてるのを見るのも悪くない気分」

「マジで言ってる？」

　初心に戻るみたいで悪くはないが、セックスまでできるようになった今となっては刺激不足でもある。

「だったら、美優もおっぱいぐらい見せてくれないか」

「えー。昔は私が見てるだけで満足してくれたのに」

　いわゆるＱＯＬというものは、一度上がると下げられない。美優の言う通り贅沢な体になってしまったものだ。かわいい妹に射精する瞬間を見てもらえるなんて、他の男なら絶対に得られない体験だというのに。

　俺はその幸福を忘れるべきではないんだ。だから、そうだ。今日は美優の前でオナニーをしよう。

「前みたいに、口に出せばいいのか……？　とりあえず……っ……ふぅ……頑張って出してはみるけど……っ」

「うーん。それもしたくはあるけど。せっかくだし出てるとこちゃんと見てみたいな」

　どうやら性欲が収まった美優としては好奇心のほうが上回っているようで、俺が陰茎を握って擦りだしたあと、何を思い立ったのか美優はキッチンに行ってしまった。引き出しを漁って、美優がガサゴソとやっている最中にも、俺は黙々とイチモツを擦っている。この惨めさも昔を思い出すいい塩梅だった。

　そうして美優が持ってきたのが、透明のプラスチックカップだった。よくレジャーで使う使い捨てタイプのやつだ。学校のイベントで使っていた残りが家にあったらしくて、どうやらその中に射精しろという命令のようだった。

　コップに射精するのは初めてなので、緊張すると同時に興奮もする。自分の精液で何かを汚すのはどんなものであれ背徳的なものだ。とはいえ、俺からオナニーを見てくれと嘆願したわけでもなく、美優もペニスを見慣れてしまったのを知っているせいで、興奮の度合いは初めてのときと比べると格段に薄い物だった。

「なあ、美優。何か俺が射精しそうなセリフを言ってくれないか」

「ええ……」

　さすがに引かれてしまった。しかし、美優もこのままだと射精が難しいことはわかってくれていた。

「んー。なんだろ」

　俺が肉棒をシコシコしている目の前で、プラスチックコップを丁寧に両手で持っている美優が真面目に考えてくれている。性癖に理解があるとはこういう関係を指すのだ。

「お兄ちゃんに、赤ちゃんができるとこたくさん触ってもらえたの、気持ちよかった」

　思いのほかグッとくるセリフだった。鈴口からカウパー腺液がドバッと出て、後はもう精液を発射するだけの段階にまできた。

「かなりいい。あと一言あれば、射精できそうな気がする」

「そうですか」

　美優は俺を見つめてパチパチと瞬きしている。ドライなようだが「まあ、そういうことなら」と言ってくれるノリの良さだった。両手に持っているコップが食料を分けてもらいにきた貧しい少女のようで、そこに精液を吐き捨てるのはより一層の興奮があった。まさかすんなりと要望が通るとは思っていなかったけど、この見抜きは美優からのお願いでしていることなので、こうした譲歩があるのは実に美優らしいと言える。

「えっと」

　美優は口にする言葉に迷っていた。何を言おうか、というより、言ってしまってよいのか、というニュアンスだった。

　美優が俺を見つめている。それは思春期の男女が上手く想いを伝えられず、会話の端に溢すような、そんな照れ隠しにも似た淡白さがあった。

「お兄ちゃんの精液……好きだよ」

　そう言ったあと、美優は恥ずかしさからか、早くリアクションをしてくれと言わんばかりに俺を見つめてきた。俺はなぜかそんなわかりきっていた告白に興奮してしまって、無意識のうちにペニスをシゴく手を速くしていた。

「み、美優。出るよ」

　白いのが出てくるところを見ていてくれと、今度は俺から美優への想いを伝えるように、俺は美優が傾けてくれていたプラスチックカップに射精した。精液が飛ぶたびに、水滴を受け止める音が、とぷっ、とぷっ、とコップから鳴って、その乾いた音がコップに射精している事実をよりリアルなものにしていた。

　その変態的な行為そのものと、そうしている兄の陰茎を真剣に見つめている美優の存在に、俺の性欲の昂りは鎮まらなかった。興奮したペニスは勃起した状態での小規模な膨張と収縮を繰り返している。それは一度射精の波が引いてからのおかわりの合図だった。魚が水面で餌を要求するように開いては閉じてをする鈴口が、射精後でもなお美優の興味を引いていて、美優の目がいつもより大きく見開かれていた。それがわかってしまったせいで、俺の性器から体液が出る瞬間に興味津々な妹に、俺はもっと射精しているところを見てもらいたくなってしまった。

「美優……また出るよ……まだ、見てて……うくっ…………うっ……！」

　びゅるっ、びゅくっ、と、第二陣が透明なコップに飛んでいく。上側に付着した精液はその粘性で小時間だけ壁にへばりつき、俺の射精の終わりに合わせてトロッと下へ垂れていった。美優がコップを上向きにすると、底から三センチぐらいは俺の精液で満たされていた。

「出しすぎ」

「出しすぎだな」

　美優のせいではあるのだが、さすがにこれは自分でもどうかとは思う。

「口に出されてるときも思うんだけどさ。お兄ちゃんって射精時間長いよね」

　兄のオナニーを観察して久々の感想がそれだった。量の多さに関しても、私はいつもこんなに飲まされてるのかとボヤいていたが、それは美優からしたら慣れたことのようだった。

　やはり美優にＡＶを見せるべきじゃなかったと強く思う。たしかに俺は発射する回数が人よりも多い。でもそれは、美優という妹がエロすぎて、射精したその尿道への刺激で更にイク癖がついてしまったがためのものだ。

「で、美優は、それは飲むの？」

「ん……うん。まあ。飲めと言われれば」

　美優が珍しく抵抗感を滲ませている。俺の精液が好きなら迷うことはないはずだが、美優のエッチはさきほど済んだから気分ではないのだろうか。

「いやね。なんというか」

　美優はコップを両手で持ったまま、その縁を口に近づけて、飲みたい気持ちはあるようだったが、すぐに離してしまった。

「コップで飲むのって、ちょっと、人としてどうかと思わない？」

「そう言ったってな。美優が手のひらを広げてそこに垂らしたら、普通に飲めるだろ？」

「まあ、うん。それはそう」

　美優は俺の言葉に納得して、そして、再びコップを口につけると、今度はそれを手前側に傾けた。

「い、いや、待って。これを飲んだら人間が終わる気がする」

　美優は冷静になって口を離した。実のところ俺もコップで精液を飲むのはヤバいと思っていた。床を舐めても、口移しをしても、それはプレイとして受け入れられるはずの飲精が、不思議なことに食器に入れられているとありえないほど変態的になる。

「そうか。そもそも精液は飲むものではないからな。今回は、やめておくか」

「そうですね。これは私が責任を持ってトイレに流しておきます」

　美優はスクっと立ち上がってトイレに向かった。今日はごっくんはお預けで、これで兄妹の性処理は終わり。その後、コップをカラにした美優が戻ってきて、それをゴミ箱に捨てた。

　そのときの美優の横顔は、長い髪に隠されていてうかがうことはできなかった。なにせ、美優はトイレに行ってから十五分ほど経って出てきたのである。俺も無理に探りを入れるつもりはなかったのだが、ちょうど冷蔵庫からお茶を取り出しているところだったので、その隣にあるゴミ箱にコップを捨てにきた美優と遭遇してしまうのは仕方のないことだった。

「な、何も聞かないでください」

　美優は俺と顔を合わせることもなく自室へと上がってしまった。どんな思いで、どう心に整理をつけて、その後、どれだけの興奮を美優が得たのか、それは俺の知り得ないことである。

　ただ、その前段の子宮マッサージが思いのほか効いたのか、自室に戻ってからの美優は普段なら完全シャットアウトする声がほんの少しだけ漏れ聞こえるほどの状態だったので、せめてもの誠意として俺は股間をギンギンにさせながら壁を背もたれにして床に座り続けていたのだった。











０３．理想の彼女とＨな妹









　洗面台を前に朝食後の歯磨きをしながら、俺は鏡に映る自分の顔をぼーっと眺めていた。夏休みに入る前は冴えないブ男だとしか思わなかったのに、いまでは歯ブラシを口に突っ込んでいるこんな姿でさえそれほど悪くないように見える。服や美容院選びなんて、俺にとっては得体が知れないだけだった世界も、いざ足を踏み入れてみるとやって当たりのものだった。

「人間、変わるもんだな」

　独り言をつぶやいて歯磨き粉を洗面台に吐き捨てる。変わったといえば美優もそうだ。あの仏頂面がデレるわけだからな。平常時は相も変わらずクールで、男にとんと興味のなさそうなあの顔を見ていると、いまだに美優がどんな風に甘えてくれるのかを忘れそうになる。

（美優は今日はどこかに行くのかな）

　俺は美優に予定をうかがうべくリビングに戻った。ソファーに姿勢よく腰を掛けて、長いまつげをパチパチと、朝が弱い美優はどこか呆けているような顔でスマホをいじっている。

　非常に落ち着き払った、ローテンションで巨乳の妹。これが重度のブラコンというのだから、兄をギャップ萌えで殺すために生まれてきたと言われてもしかたのない生き物である。

「今日はどうするんだ？」

　俺が声を掛けると、美優はアンテナが立ったように頭をピンと反応させて、白いＴシャツにブラジャーの刺繍が透けたデカい乳をこちらに向けて口を開いた。

「私は遥と最後のお仕事があるから、おでかけする予定だよ」

　美優は壁掛けの時計をチラと見やる。

　最後ってことは、美優もいよいよ身辺の整理をつけるわけだな。

　この落ち着きようを見ると、俺の方もそろそろなんだろう。

「なら、俺も適当な時間に出かけるかな」

　お喋りをしながらそれとなくソファーに近づいて、俺は美優の隣に座った。付かず離れず、拳一個分の隙間を開けて腰を掛ける。

　美優のテンションが低いときの距離感だけは、どうにも変わらない。もっと自然で恋人らしいスキンシップが取りたいのだが。

「美優」

「はい」

　美優はいつもの調子で事務的な返事をする。そんな美優に、俺はジリと間を詰めて、抱きつこうと両手を前に出しかけて……そこで、俺は躊躇してしまった。

「……ん？　何か威嚇をされたような」

「威嚇ではない」

　真顔の美優に思わず乾いたツッコミが入る。性欲が高まっていないとスキンシップを取るのが難しい。というより、変に焦ってしまったが、ここまで居住まいを正している妹に急に抱きつくのもおかしな話だよな。タイミングを見極めないと。

「私はお兄ちゃんのわかりやすいところが好きだから。そんなに無理をしなくても」

　俺の思考を読み取ったように美優が言った。こうしたやり方は美優には喜ばれないと分かっていても、俺にも地味に童貞根性が残っているというか、どうしても独りよがりな無理をしてしまう。思考の上ではいくら割り切ったつもりでも、男らしさを見せつけたい欲望に打ち勝つのは難しい。

「なら、相談したい」

「なんでしょうか」

「自然なスキンシップが取れるようになりたいんだが、どうしたら上手くできるだろうか」

　悩んだら素直に聞く。これが俺らしい頑張り方だ。

「性欲に身を委ねればいいんじゃない？」

　美優はなぜそんな分かりきったことを聞かれたのかと疑問符を浮かべるように首を傾げた。

「普段は、どうしたらいいんだ？」

「普段って？」

「たとえば、この現状がまさに、普段かなと」

「お互いにムラムラしてないときってこと？」

　まあ、そうなるな。

「別に要らないんじゃないかな」

「えぇ……」

　日常的なスキンシップをとることは、恋人らしい関係を目指すためのきっかけとして、最も簡単な筋道だと思っていた。

　でも、そんなことはなかった。

　うちの妹はドライなのだ。

「遥から連絡だ」

　美優はスマホを確認すると、ソファーから立ち上がって洗面所に行ってしまった。もう外出する時間みたいだ。俺は急ぎの用はないし、邪魔にならないようにソファーで大人しくしていよう。

（しかし、どこに行ったもんかな）

　この頃はアニメストアにもゲームショップにも行ってないし、久しぶりにそうした刺激を浴びるのも手だな。それなら駅前でも済ませられるし。

「お兄ちゃん」

　俺がスマホの地図を眺めるのに集中していると、美優に呼ばれた。リビングを出て、すぐに引き返してきたようだ。

「立ってもらっていい？」

「ん？　ああ、悪い」

　美優の持ち物でも踏んでしまっていたのかと、立ち上がって辺りを見回したが、何もなさそうだった。

「どうかしたか？」

「お兄ちゃんに性欲のないスキンシップがいかに難しいかを教えてあげようと思って」

　まさかの実演講習だった。なぜ急に気が変わった。

　でも、このやりとり。俺の相談から、美優の謎の言動までの流れ。俺たち兄妹らしいコミュニケーションとして、これほどしっくりくるものもない。

「是非ともご教授願いたい」

「わからせてあげましょう」

　美優は俺のことを見つめたまま歩いてきて、美優のおっぱいが俺の肋に触れるぐらいまで距離を詰めてくる。これだけ密着すると身長差が顕著に現れてくるもので、美優が軽く首を上げると、顎下に鏡餅を膨らませたような丸くて艶色の良い谷間がよく見える。それから、美優はおっぱいを寄せるように腕を畳んで、俺を見上げるだけになった。

「……お、俺は、どうしたらいいんだ」

　てっきり美優の側から何か仕掛けてくるのかと思ったが、そんな気配もない。ただ、俺の目の前で小さくなっている美優は、とても可愛かった。

「お兄ちゃんには妹に抱きつく権利がありますが」

　誘われている。こんな言い方をしているが、要は「早く抱け」ということだ。

「では遠慮なく」

　俺は美優の小さな体をその腕に抱いた。柔らかくて、いい匂いのする、女の子一人分の体温がある。

「そして、お兄ちゃんは『こんなに可愛い女の子に抱きつくことができるなんて俺は幸せだな』と思う」

　こんなに可愛い女の子に抱きつくことができるなんて俺は幸せだな。

「それからお兄ちゃんは『可愛い妹に抱きついてるとムラムラするな』とも思う」

　可愛い妹に抱きついてるとムラムラするな。

「ついにはムラムラしたお兄ちゃんはおもむろに下半身を露出させる」

「しないよ」

　そんなことしたらいつもと同じだ。

　……俺はいつもそんなことをしてるのか。

「でもムラムラはしてきた？」

「少しはな」

　それでも、まだ抜いてほしいほどではない。

「私がここでチューをせがんだらどうする？」

「可愛すぎて萌える」

「じゃあチューして」

「……ほんとに、していいのか？」

　美優はコクリと頷く。俺を見上げて、ぱっちりとした目を瞬かせる美優が、嘘ではなくキスをしてほしそうに見えた。だから、俺は半ば衝動的に、美優を抱きしめて唇を重ねた。

「んっ……」

　美優の口から色っぽい声が漏れる。なんだろう、この感覚。柄にもなく、胸がときめくというか、すごくドキドキする。先ほどまでドライなやりとりをしていた俺たちが、抱き合ってキスをしているという事実に、下半身がムズムズと反応しているのがわかる。

「んんっ……ちゅ、ぷはっ……」　

　唇を離した美優の顔がほんのりと赤らんでいた。

「これと同じことがお兄ちゃんからできますか？」

「無理だな」

　ニュートラルな状態からの、イチャラブなキス。この萌えは逆の立場では絶対に起こり得ない。美優が俺を誘うからこそ、ドライな妹が兄にキスをねだるからこそ、萌えるのだ。性欲以外を理由に俺からイチャイチャとスキンシップをとりにいくのは、どうしても絵面的に耐えかねる。そこに彼女感を求めるのは間違いだったようだ。

「では、もうちょっと続きを」

　美優は照れを隠すようにはにかむ。声に甘えた響きが混ざっていた。講義は終わったから、それはともかくキスがしたいという、今度こそただのおねだりだった。かわいすぎる。

「わかったよ」

　どうしたことか欲しがりな美優に、俺は再びキスをして、互いの唇を甘噛みするように何度も口づけをした。そうしているうちにどうしたって性欲は高まってしまって、情けなくも俺の下半身は元気になってしまった。

「ね、スキンシップしてると、ムラムラするでしょ」

　キスの合間に、美優はわずかに唇を離して、声帯を震わせない息の抜ける声で囁いてきた。

　ここまでされたら興奮しないわけがない。キスはセックスの一部なのだ。しかし、これがもしハグだけのスキンシップだったとして、欲情せずにいられたかと問われるとその自信もない。

「それにね、お兄ちゃん」

　キスを一旦落ち着かせて、美優が話を続ける。

「お兄ちゃんは性欲抜きのスキンシップがお望みのようですが、触られる側の私の気持ちを考えたことはありますか？」

　問われて、そうかと気づく。俺は大事なことを見落としていた。こうまでなると、下半身が穏やかな状態でないのは俺だけではないのだ。

「妹を生殺しにしたらいけないよな」

「ですです」

　本能的な衝動によるアソコの欲情反応が強いのはむしろ美優の方なのだ。仮に俺がなんの気なしに触れたとしても、美優はお出かけするのに困るぐらいには濡れてしまうだろう。

「私は一人でするのも嫌いではないので、絶対にダメとは言いませんが。あんまり頻度が多いと困ります」

「だな。気をつけるよ」

　スキンシップは性欲ありき。いざとなればエッチをする覚悟がなくてはならない。

「ちなみに、性欲がないとスキンシップが減るのは、どのカップルでも同じだからね？」

　そいつは知らなかった。けど、言われてみれば、俺は少し美優に対して欲情しやすいというだけで、男としての基本構造は変わらないのだ。女の子に触れたくなるのって、やっぱり溜まってるときだもんな。

「……で、どうしよう、これ」

　お互いにすっかり興奮してしまった。

「私はお兄ちゃんへの授業料として好きにさせてもらうから。お兄ちゃんは射精したければご自由にどうぞ」

「えっ、そんな……おわっ──!?」

　美優はそう言うと俺のことをソファーに押し倒して、正面から乗っかってきた。

「お兄ちゃん」

　まるで精気に飢えた淫魔のように、甘ったるい声を耳打たせると、美優は有無を言わさず舌を捻じ込んできた。

「じゅるっ……ちゅっぷっ……んっ……んふぅ……じゅるるっ……じゅぱっ……」

　美優の貪るようなキスに、脊髄まで痺れさせられて、俺は動けなくなった。更には、上からの攻めに合わせて、俺の股間へと、美優の腰が波打つように迫ってくる。テントを張ったズボンにクリトリスを当てて、美優はただ自分の性欲を発散させるためだけに動いていた。

「はぁ……はぁむっ……んちゅっ……じゅるっ……ちゅぷっ……あっ……んあっ……！」

　それはセックスというより、兄の体を使ってのオナニーだった。俺を気持ちよくさせようなどとは一ミリも考えておらず、しかし、そんな美優の欲望に正直な姿がかえって俺を興奮させていた。

「ふぁあっ……あっ……おにいひゃん……んあっ……あっ……むっ……ちゅぶっ、じゅるるっ……ぷはぁ……おにい、ちゃん……」

　美優にキスをされるごとに、俺のペニスはどんどん太く硬くなっていって、その分だけ美優の快感も高まっていた。敏感になったペニスの先から、美優の愛液でズボンがぐっしょりと濡れていることさえ感じ取れてしまう。エロすぎて気が変になりそうだった。

「んあああっ……んっ、んんっ……あっ……アッ……!!」

　そして、俺が射精するタイミングを測る暇もなく、美優は事前の宣言もなしにイッた。男である俺の体は、妹の性欲を解消するために消費されたのだ。

「ふぅ……っ……はぁ……イッちゃった……」

　美優は呼吸を整えて、それから、体を起こして密着状態を解除した。

「スッキリした」

　美優は満足げだった。どうやら精液が供給されていないときは、イクことでそれなりの欲求を解消できるらしい。そうでなければオナニーが堂々巡りになってしまうし、仕組み上は理解できるのだが。

「美優。これって、もしかして、俺はイかせてもらえないやつ？」

「だって咥えたり飲んだりしたら遥のとこに行けなくなるし」

　やはりそうなのか。諦めるしかないのか。

「そんなに妹に射精させたい？」

　美優は『策ならある』といった表情だった。

「ものすごく妹に射精させたい」

「しょうがないなぁお兄ちゃんは」

　美優は俺の頬に両手で触れると、口の中を覗き込むように顔を近づけてきた。

「我慢しちゃダメだよ」

　そこからの美優は凄まじかった。美優は俺の唇を舌でこじ開けると、ただひたすらにキスだけに専念して口内を蹂躙してきた。美優の舌はもはや別の生き物のようにのたうって、舌先や口蓋などの敏感な部分を絶妙なタイミングでくすぐってくる。

　何よりその勢いが、これまで溜め込んだ愛を一気に送り込んでいるようで。美優の甘い唾液が舌に絡むたびに、俺のペニスはビクンと震えていた。

（ヤバいっ……こんな、どうしよう……妹にキスイキさせられる……）

　本来なら男女逆の立場で行われるべきその行為は、妹から兄への有り余る愛を以って着実に終わりの時を迎えようとしていた。

「んっ……はぁ……あっ……み、ゆっ……んんんっ……!!」

　物理的にペニスを刺激されているわけではない。だからこそ、我慢のしようがなかった。脳の射精を命じるための神経を直に責められているみたいに、俺は美優に口内をひと舐めされるごとに射精をした。

「あっ……ああっ……っ、あっ……!!」

　射精が始まると、今度は止め方がわからなかった。美優からのキスが終わるまで、俺は涙を流しながら、何度もイかされた。妹のキスだけで何発も射精させられてしまったのだ。

「はぁ、はぁ……うっ……あぁ……」

　パンツの中はもう精液の感触すらわからなくなっていて、ただそこにはお湯を溢したような温かさがあるだけだった。

「ん？　出た？」

「で……出た……」

　美優はキスすることに夢中になっていて、自分が兄を射精させまくったことには気づいていなかったらしい。

「えへへ。じゃあ、精液の処理は、今日はできないので。パンツは自分で洗ってね」

　美優はそう言うと、上機嫌に階段を登って部屋へ戻っていった。外出するのを諦めようかと思うほどコッテリと絞られた。

「シャワーを浴びるか……」

　俺は美優が外出の支度をしている間に、精液まみれのパンツを手洗いして、体をキレイに洗い流した。おかげで色々とサッパリした。太陽光を浴びながらする着替えが心地いい。爽やかな朝だ。

（しかし、なんだな）

　あんなラブラブなやり取りをしても、俺たちは恋人というよりも兄妹だった。でも、それが悪いことには思えなくて、この関係性が一番しっくりきている。実際、今この瞬間が何より幸せだ。文句などつけられようはずもない。

（なのに、どうしても、あの違和感だけはな）

　山本さんとのデートで根づいたその疑問だけは、俺の頭の片隅にずっとへばりついていた。こだわりなんてないはずの彼女感。それが美優と一緒にいるときに得られないことをどうしても気にしてしまう。

　やはり気晴らしが必要そうだな。と、改めて外出への決意を固めたところで、美優も支度が終わったようだった。例によって遥に合わせたロリータ風コーデに身を包んだ美優が玄関にまで下りてくる。胸部が大きめに開いたワンピースから見える、ブラウスの膨らみがとてもエロかった。

「どうかした？」

　玄関の全身鏡で最後の身だしなみ確認をしている美優が、小指で眉毛の端を撫でながら尋ねてくる。ブラウスに大きいおっぱいを封じ込めているので、服のシワの付き方やスカートの浮き具合にも気を配っているようだ。

「なんというか。美優が妹で心から良かったな、と」

　俺はこんなに可愛い妹と、この間はラブホテルでイチャイチャして、中出しにまで及んでいた。ラブホテルで妹に「お兄ちゃん」と呼ばれる喜びは短いものではあったが、兄妹でラブホテルに行った事実はいつまでも俺の人生に残り続ける。それをこれからも妹の日常姿を見て思い出すのだ。

「お兄ちゃん」

　美優が身だしなみ確認を終えて俺の方を向いている。

　またしても不埒な思考が読まれてしまっただろうか。

「私もお兄ちゃんの妹でよかったと思ってるよ」

　美優は手を口元にさりげない笑顔まで添えて、こんな兄に寛大な言葉をかけてくれた。不意のことにときめいた感情に、俺は放心して。

　心の底からこの妹に惚れさせられていることを思い知ったのだった。

「行ってきます」

「……はっ、い、行ってらっしゃい。気をつけてな」

　美優は俺に手を振って、重たそうな胸を揺らして出ていった。

　そんな美優の残像を眺めながら、俺はぼーっと廊下に立ち尽くす。

「うーん……」

　誰もいなくなった空間で一人。俺は説明のできない引っ掛かりを覚えて脳みそをグルグルと回転させていた。

　何か大事なことを見落としている気がする。しかもそれは、ラブホテルに行ったあのデートから現れていた。密やかな、しかし、重大な事実のように思う。あのときから気になっていたことなんて、美優のおっぱいがやたらと柔らかそうだということぐらいだが、それはいつものことだし……。

「ハッ──っ!?」

　いや、まさか、そんな。そうなのか。あの美優のことだから、もしそうなのだとしたら、何かしらのアクションがあると決めつけていたが。たしかに、電車に乗っているときも、スパでイチャついているときも、ラブホテルにいるときも、美優はそうだった。

「だとしたら……！」

　俺はダッシュで階段を駆け上がって、美優の部屋のドアを開けた。たった数秒の無酸素運動なのに、やけに息が上がっている。この心臓の拍動は美優と初めてセックスをしたとき以来か。

　目標はベッドの横に置かれている円筒状の入れ物。ゴミ箱を漁るという行為がどれだけ罪深いことか、健全な男子として充分に理解はしている。けれど、あれだけアピールをされたのでは、兄として無視するわけにはいかない。

　俺は一歩ずつ足を踏みしめ、ゴミ箱へと近づく。その中に捨てられていたのは、何かしらの用途で使われたティッシュがいくつかと、カラフルなチェック模様の紙袋だった。下着を折り畳めばちょうど収まるぐらいの大きさだ。美優レベルのものがはたして店頭に並べられているのか、男である俺には知る由もない。

　だが、これだ。間違いない。俺は震える手を伸ばして紙袋を拾い、折り畳まれていた口を開いた。

「あっ……あああっ……!!」

　本当に見つけてしまった。

「う……嘘だろ……ほんとに、こんな……」

　俺は紙袋の中から白いタグを摘んで取り出した。小さな文字が羅列されたそこには、はっきりと『Ｈ６５』の表記がなされていたのだ。

　製品名と値段の間に並べられた、カップサイズとアンダーを示す項目。美優の細身のアンダーサイズは以前までと変わらず、六十五センチ。そして、カップサイズは──

「み……美優……」

　あの妹はついに、名実ともにＨな女の子になっていた。つまり、要するに、より分かりやすい言葉で言えば、美優はおっぱいが大きくなっていたのだ。

「なってたじゃないか……あんなに……」

　どうしてもっと早く気づいてあげられなかったのかと。後悔の念に苛まれると同時に、やってきたとある恐怖が、まさしくその理由を示していた。

　美優がＨカップに成長してしまったら、二度と美優のおっぱいに触れない。俺はそう思っていた。だから俺は、ラブホテルではあれだけエッチをしても、パイズリの要求をしなかった。

　しかし、どうやら美優の心情にも変化が訪れていたようで。美優は俺にずっとアピールをしていた。そのＨカップは使ってもいいものなのだと。知らず知らずのうちにあのＨカップは、兄を射精させるための道具へと昇華されていたらしい。

「なんてエッチな妹なんだ」

　紙袋をグシャっと握り潰して。

　俺は勃起していた。

「いや、もう無理だろ……」

　自分で自分にツッコミを入れたくなるほどの事態だった。俺は涙が出るぐらい美優に射精させられたんだ。もう金玉はすっからかんで、カウパー腺液すら出ないところまで絞られている。

「…………」

　なのに、勃起している。しかも、妹がＨカップになったという事実だけで。そんな自分が悲しくて、それでも俺は興奮していた。

「美優……」

　オナニーをするしかない。義務感からではなく、敬意によってそう感じた。俺は妹の部屋で下半身裸になり、自分でも驚くほど立派に怒張したペニスを握りしめた。

「ふぅ…………うっ……」

　オナニーをするなんて、いつぶりのことだろう。俺は美優という存在によってセックスの相手に恵まれ、性欲が溜まれば誰かしら（しかもとびきりに可愛い女の子）に抜いてもらうことができた。

　それでも、やはり俺の体は、美優のために存在している。射精をするために無理に美優のことを考えているより、こうしてオカズにしているときのほうが、明らかにペニスが活き活きしている。

　ペニスの成長具合にしたってそうだ。美優のＨなおっぱいに挟まれて不足のないペニスになるために、この竿はここまでの肥大化を遂げたのだ。そうでなければ説明がつかない。

「はぁっ……はあっ……美優……くそっ……エロすぎる……」

　ナニをシゴく手が止まらない。美優に怒られるかもしれないという不安はなかった。結局、恋人を怒らせてしまう確率なんてものは、たとえそれが記念日のプレゼント選びに失敗するような、善意によるものでも存在していて。兄に欲情されることを喜ぶあの不埒な妹に対して、これは決して罪深い行為などではないのだ。

　大切なのは何が正しいかではない。自分のやったことに責任を持てるかどうか。それが、己の意思を貫くために必要なことだ。

「うっ……美優っ……！」

　上下に激しくペニスを扱きあげる。射精の瞬間はもうすぐそこまで迫ってきていた。美優がおっぱいを見せてくれているわけでもない。下着を手にしているわけでもない。妹のおっぱいがＨカップだという事実にだけ興奮して俺はペニスを滾らせている。

「はぁ……ふぅはぁ……美優……出るぞ……！　イクッ…………うっッ……！」

　俺は膣挿入するように紙袋をペニスに被せて、その内部に精液を吐き出した。

　どぷっと粘液が飛び散るたびに、その証がシミになって外側に表れてきた。

「ふぅ……はぁ……はぁ……」

　やってしまった。後悔はないが──いや後悔がないと言えば嘘になるが、それはともかくとしてオナニー後の賢者タイムは避けられなかった。

　冷静になると大変なことをしたかもしれない。俺はズボンを穿き直して、自分の部屋に戻ると、精液のニオイが漏れ出すその紙袋を捨ててベッドに仰向けになった。

（紙袋がなくなってたら美優も気づくよな……）

　オナニーをしたこと自体はいいとして、紙袋に射精したのはどうかしていた。美優になんて説明すればいいだろう。下着にぶっかけたとかならまだ理解はしてもらえただろうが、俺は現物に触れてすらいないしな。

（せめてＨカップに気づいたことだけでも報告しなくては）

　俺はスマホを手に取り、美優にメッセージを送った。

『大きくなってたんだな』

　まずは短く、伝えたいことをそのままに。ここからどう繋げるかを考えていると、美優から早速返信がきた。

『たしかにそれは私にとって、とても重要な事実です』

　文章が少し変だった。まるでネットの翻訳機でも使ったかのような直訳文だ。

　と、不審に思っていると、続けざまに二通目が来た。

『ですが、急ぎの用でもないのに、友人の家に向かっている妹にわざわざメッセージをしてくるあたり、一人で抱えていられない罪悪感があるものと妹は推測しました』

　背筋が凍った。俺の思考回路はこうやって筒抜けになっているわけだ。

『すまん抜いた』

『ブラに出したの？』

『下着は使ってない』

『じゃあなんで抜いたの』

　たしかにそうだ。それはそうだ。そうなるよな。

『詳しくは言えないけど、下着は無傷』

『よくわかりませんがそれは何よりです』

　兄妹のメッセージグループに意味深な会話が積まれていく。これはＳＮＳに上げたら絶対にバズるやつだな。絶対に上げられないけど。

『ところで、メッセージを貰ったついでに聞いておきますが、誕生日プレゼントは何がいいですか？』

　懺悔は早々に終わり、話題が次に移る。

「あっ、そっか」

　美優に尋ねられるまで忘れていた。そういえば俺の誕生日が近いんだったな。とはいえプレゼントなんて、親から貰う現金くらいしか経験がないし、パッとは思いつかないな。ふむ。

『美優のことを一日好きにできる券とか』

　今の俺が素直な欲望に従うとしたらこれしかない。

『この流れでよくそんなふざけたことが言えますね』

　俺はスマホに土下座をした。勝手におっぱいをオカズにしてごめんなさいをした直後に言うべき内容ではなかった。そうして俺が頭を下げていると、再びスマホのバイブが鳴った。

『考えておきます』

　やはりこの妹も相当なブラコンだった。

「さて」

　正気を取り戻した俺は外出の支度をすることにした。無目的に街に繰り出すなんて暇人みたいだが、かと言って部屋にこもってゲームや勉強をする気分にもなれない。

　山本さんのことは、今後のことが何も決まってないけど、連絡待ちでいいのかな。それとも俺からデートにでも誘うべきか。当初の目的が気晴らしとはいえ、暇だって言われたら会ってみるのも手だな。

（とりあえず一人で出歩く前提で支度をして、連絡だけしてみるか）

　俺は山本さんに『おはよう。今日はどうしてる？』と、ちょっと付き合いたてのカップルみたいな雰囲気を感じるメッセージを送った。それから着替えをして財布など一式を用意したところで、山本さんからの返信があった。

『おはよう！　今日は予定があるんだ。どうかした？』

『用があるわけじゃないけど。前に花火を見に行こうって話してたのを思い出して』

　深く考えずに送ってから、俺は以前に山本さんとした会話を思い出していた。夏休みも終わる頃なので大々的にやっている地区はそう多くないだろうが、いまどきは冬でも花火を上げるぐらいだし、どこかしらではやっているはずだ。

『それなら、考えてあるよ！　こっちで日程決めちゃっていい!?』

　どうやらもう山本さんが目星をつけてくれていたようで、俺より忙しいはずの山本さん側に合わせてデートの日取りを決めることにした。

　俺は駅に向けて走るバスに乗り込んでから、改めて山本さんとのメッセージのやりとりを眺める。他の男子であれば、こんな簡単なメッセージのやりとりでさえ、あの山本さんとはできないんだよな。自分がどれだけ男として恵まれている立場なのか、山本さんのおかげでとてもよく理解できる。

　山本さんの部屋での一件からしばらく経って、俺たちはだいぶ普通に話せるようになってきた。こうして日常的なやりとりを続けてフっただのフラれただのを有耶無耶にしてしまうのも、美優の計画の一つにはなっているのかな。最後に楽しい夏の思い出を作って、そしたら、山本さんとも円満な友達関係に戻れるかもしれない。

（暇になると一人で駅前をブラつくぐらいしかやることがないってのも、どうなんだろうな）

　振り返ってみれば、俺はオフ会以外では男友達と遊んでいなかった。高波のやつはどうしてるかな。真面目に部活をやってるんだろうか。鈴原とハルマキさんの進展の具合はどうだろう。アイツらも暇してるかもしれないし、連絡してみるか。

　それぞれメッセージを送ってみると、鈴原から早々に返信が来た。みんなずいぶんとレスポンスがいいな。

『お、なんだ、暇なのか!?　なら、ちょうどいいから今夜付き合えよ』

『何かイベントでもあるのか？』

『あるっつーか、ないっつーか。合コン？』

『はあ？』

　話を深掘りしてみると、どうやら鈴原はハルマキさんとは付き合うまでには至らなかったのだが、そこからオフ会の関係者との付き合いが転じて合コン友達になったらしい。しかも今では高波も巻き込んでるんだとか。

　友人の生き方をとやかく言うつもりはないけど、合コンに付き合うつもりはない。と、返事をしようとしたところで高波と三人のメッセージグループに入れられた。

『ついにソトミチも参加か!?』

『いや俺は行かんし』

『なんでだよこいよ、もう夏休みも終わるんだぞ。お前も童貞ぐらい捨てとけ』

　とても面倒なことに巻き込まれた。

『鈴原と違って俺はもう入れ食い状態だぜ』

　ほうほう、ついに高波もそんなところまで来たか。あいつはスポーツもやってるしモテる要素はあったからな。

『こいつは平気でブスとか手出してっから』

『勝率ゼロのお前にいわれたくねー。てかこの前の子は可愛かったし』

『くっ……たまたまとはいえあれはムカつく』

　俺の関わりのないところで勝手に話が進んでいく。

『小さな成功を積み上げてきた結果だよ。お前は顔に拘りすぎ。つか俺は部活で体力あるから夜の方もバッチシだけど、鈴原は大丈夫なのかよ』

『うるせぇ俺が誘わなきゃ女日照りだったくせに！　この前のハメ撮り見せられたのはマジでイラッときたわ！』

『お前はあんなぶっ続けでピストンして女をイかせらんないもんな笑』

『今夜からメンバー入れ替えるか』

『おい！』

　嗚呼嗚呼、まったく。こいつら、夏に入る前は冴えないオタクだったのに、どうしてこうなってしまったんだ。俺も人のことは言えないけど。

『ソトミチもなんか喋れよ』

『知らん勝手にやってろ。俺は抜ける』

『あ、待て！　やってみって！　一回だけでいいから！』

　そんな下手くそなナンパみたいな鈴原のメッセージを最後に、俺はグループから抜けた。

　人生経験を積むのはいいことだ。俺なんかよりむしろあいつらのほうが王道的な成長をしてるよな。二人とも、楽しそうだ。俺はまだ童貞扱いか。それも仕方のないことだ。山本さんのことは言えないし、美優は妹だし、他もみんな年下だし。

　いや、山本さんのことだったら、もし仮に本物の恋人になっていれば、周りに話すことはできたんだよな。誰もが憧れる理想の恋人。実際に触れ合ってきた俺もその評判に一切の偽りはないと断言できる。山本さんとなら、人生のどんなステージを想像しても、将来は絶対に幸せだ。

　美優は俺にとっての理想の塊だが、まずもってあのロリ巨乳の異質さと、実妹であるという世間的な体の悪さが、大手を振って自慢できない要因になっている。その点は立場的に美優も同じはずなのだが、俺のことはどう思ってるのかな？　さすがに堂々と実兄が彼氏だとは言っていないだろうし、先のことをどう考えているかも気になる。

　彼女感の無さに焦りが生まれる所以もこの辺りにあるのだろう。山本さんがホテルで俺に話していた、『美優とデートをすればわかる他の女の子を選ぶ余地』とやらも、大方はこのことを指していたのだと今では理解できる。お互いの人生の平穏を幸せと定義するなら、別々の人と結ばれるのも充分に考えられる選択肢だ。美優との関係を恋人と捉えたとき、どこをどう割り切ったって、その問題は付き纏うことになる。

（……ってことぐらいなら、もう整理はついてるんだよなぁ）

　俺だってそれなりに自分で物を考えられるようにはなった。全部わかってて、それでも美優に惚れてて、心の底から愛している。それなのに、この形の捉えきれない違和感はなんだ。俺が抱えている悩みって、そんな程度のものなのか？

「あっ……」

　バスを降りて無目的に歩いていた俺は、気づけば見覚えのあるカフェ通りに足を踏み入れていた。もうすぐお昼になる時間帯。もしかしたら俺は、無意識にそれを期待してこの場所を選んだのかもしれない。

「コンサル料をいただくわよ」

　背後から声がした。後ろを振り返ると、ちょっぴり大人びた化粧をリップに施した不機嫌ツインテールが、歩道の真ん中で仁王立ちしていた。

「俺のこと好きだったりする？」

「こっちのセリフだっての！」

　相変わらずの鋭い目で睨みを利かせてくる由佳。

　その奥には佐知子の姿もあった。

「久しぶりだな」

「はい、お久しぶりです」

　佐知子は人当たりの良い麗かな春の陽気のような笑顔を向けてくれた。そのユルい雰囲気がモヤモヤしていた心を和ませてくれる。佐知子はそこにいてくれるだけで場が癒しの空間になるな。

「二人はどうしてここに？」

　およそ答えの見えている質問をすると、答えようとしていた佐知子に割って入って由佳が口を開いた。

「塾、メシ」

　必要最低限のワードで俺の予想の答え合わせをしてくれた由佳は、佐知子にアイコンタクトを取ると、俺の腕を引っ張って歩き出した。

「あんたの方は別に大した用じゃないんでしょ。ならメシ行くわよメシ」

「わかったわかった。付き合うから、そんなに引っ張らなくても」

　俺が連行されてきたのは、どこにでもあるカフェレストランだった。時間帯の割には空いていて、入ると店員には自由な席へと言われたので端にあるソファー席を選ぶことに。

「勉強は順調なのか？」

　由佳はあれから、佐知子と真面目に受験勉強をしているらしい。

「由佳ちゃんは意外と理系脳というか、持ってる情報から答えを導くのが早くて。やり方を教えてあげるとすぐできるようになるんですよ」

「へえ、まあ要領は良さそうだったもんな」

「イマイチ褒められてる気がしないんですけど。やってみれば簡単だったわよ。逆になんで周りができないのか理解に苦しむわ」

　由佳は余裕綽々といった感じにメニュー表を広げて、ある程度の中身を俺と佐知子に見せると悩む時間も与えずに店員を呼んだ。店員が来るまでに決めろということか。

「なら、かなり成績は上がってるのか？」

「上がっては、いますよ。かなり。……前がアレだったので……」

「なによ」

　由佳が歯切れの悪い佐知子にガンを飛ばす。由佳は基本的にテストは赤点塗れで、塾では補修の常連だったため、いわば伸び代しかないというヤツだった。

「由佳ちゃんは、勉強自体にはやっぱり関心が持てないというか……歴史を覚えたりするのはすごく苦手なんですよね……」

「佐知子の歴史ノート全く役に立たなかったわね」

　由佳の苦言に、佐知子は涙を堪えるように目を強く瞑る。理系もある意味では覚えゲーではあるが、その覚えるべきことが理屈に基づいているので、思考をこねくり回しているうちに解き方は自然と体に染みついてくる。歴史なら紐づくものは物語だろうが、こちらは興味が持てないことには覚えるのは難しい。

「んなことより、このメンバーで集まったんだから、近況報告会するしかないでしょ」

　由佳はタンと机を叩いて話題を区切る。問答無用でレストランに連行されたのは、由佳の側にも話したいことがあるからだった。

「なにか進展でもあったのか？」

「そうねー。まずは佐知子ちゃんからお話したらどうかしらぁー？」

　由佳はイヤラシイ目を佐知子に向けて発言を催促する。まさか、佐知子の進展って……。

「彼氏ができた……とか、そういう話か……？」

　まだ店員に注文を頼んだ直後のタイミング。居酒屋ならお通しも来ていないところで、とんでもなくホットな話題を持ち出されてしまった。前にも似たような話を佐知子としたが、あのときは俺も自分のことで頭が一杯一杯だったというか、改めてこういう話をされるとえもいわれぬ感情が湧き起こってしまう。

「もう修羅場よ、修羅場」

　佐知子が喋るより前に由佳が話の先を匂わせる。修羅場は複数の男がいなければ起こり得ないシチュエーションのはずだが。佐知子に限ってそんなはずは……。

「由佳ちゃん、そんな誤解を生むような話し方をしなくても」

「でも事実として修羅場ったでしょうが」

「それはそうだけど……」

　それはそうなのか。俺もすでに恵まれている身だし、寂しい気持ちは拭いきれないけれども、佐知子に好きな人ができたのなら祝福をしなくてはならない。

　そうした心構えはしているつもりだが、修羅場となると話は別というか。佐知子が複数の男を同時にというのは……いや、佐知子だからこそ逆にアリなのか……いやいやいや。そんなはずはない。良識のある先輩として、そんな破廉恥な人付き合いは止めなくては。

「まあまあ、まずはドリンクでも取ってきましょ」

　由佳は自分で話を振り出しておいて勿体ぶるようにまた話を中断する。ドリンクバーを頼んでいたので俺たちは三人分のドリンクを揃えて再び着席した。

「で、佐知子に聞くが。もちろん、勘違いだとは思ってるけど。……複数の男と、付き合ってるのか？」

　由佳に発言権を渡したのでは話が進まないので、佐知子を名指しして質問する。

「私は誰とも付き合ってないですよ。……少なくとも、私は」

　佐知子は目を逸らして、砂糖をたくさん入れたコーヒーを一口飲み込む。

「少なくともってのは、どういう？」

「ええと……。以前にお兄さんには、私が何人かの男の子から告白されたって話はしましたよね？」

「ああ、それなら覚えてるよ」

　佐知子は初めて会った頃に比べてずいぶんと大人っぽくなっていて、同じ塾の男子諸君らから熱烈なアピールを受けているらしい。

「佐知子のやつ、それぜーんぶ保留したままなの」

　由佳がドリンクのストローを咥えたまま口を挟む。

　ああ、なるほど。事情が見えてきた。

「私は、恋愛経験とか、全然なかったので。経験してみないことには、何も学べないですし。お付き合いしたい気持ちはあるんですけど」

「候補が複数いて選べないのか？」

「う、うーん……」

　佐知子は周囲を見渡して、同じ塾の人間がいないことを確認してから、顔を近づけて小声で話を続けた。

「結局、誰もお付き合いしたいと思えなくて」

　佐知子は申し訳なさそうにため息をついた。

「なら全員断ればいいんじゃないか？」

「あたしもおんなじ事を言ったわさ」

「だって、そんなことしたらもう二度と告白してもらえないかもしれないし……！」

　忘れていたが、佐知子は俺と同じく自分に自信がないタイプだ。恋愛下手が往々にしてそのような思考回路に陥るのはとても共感できる。

「佐知子がこんな調子なもんで、返事を保留してる間に自称彼氏がたくさんできてたわけよ」

「それは修羅場にもなるな」

「うぅっ……！」

　佐知子は目をバッテンにして俯く。これは佐知子が完全に被害者とも言いづらい。

「魔性の女よ、佐知子は。いつかは美優を超える逸材ね」

　由佳は楽しげに鼻を鳴らす。そいつはバトル漫画ならアツい展開だが、佐知子には是非とも穏やかで明るい家庭を持ってもらいたいものだ。

　しかし、そうか。みんなそれぞれで人生が進んでるんだな。俺も、俺の人生を知ってもらいたい。せめて、美優の同級生や、鈴原たち。あとは、山本さんかな。そうした人たちには、話せると思う。

「実は、相談が──」

　と俺が話しかけたところで。

「ご、ごほん！　んんっ、んっ！」

　由佳が仕切りに咳払いをし始めた。どうかしたのだろうか。やたらとウインクも投げてくるが。

「ところで、俺からも話があって」

「ちょーちょいちょいちょい！　佐知子の話を聞いたんだから、話題を回すでしょ、フツー!?　はいグループ会話能力Ｃマイナス！　面接でも合コンでも即クビね！」

　由佳にズバッとランク付けされてしまった。もしかしたら俺は合コンに行って学びを得てきた方がよかったのかもしれない。

「ごめんな、つい」

　由佳は考えてることが感情に出やすいから楽しくてつい無駄なワンレスポンスを挟んでしまう。

「こっちだってわかってて言ってますけど。なに、佐知子もいるのに私ばっかりからかって、やっぱり私のこと好きなの？」

　好きか好きじゃないかで聞かれれば間違いなく好きではある。

「ふんっ。まあいいわ。その由佳ちゃんへの特別な感情が、あんたを人生のドン底に突き落とすことになるというわけなのだけれどね」

　由佳はムスッとしながらも、その口ぶりは自信に満ちていた。

　いや、ハハッ、まさかな。

　待て、急に胸がザワついてきた。

「なあ佐知子。まさかとは思うんだが。俺はこの話を聞かないほうがいいんだろうか」

「聞かないほうがいい話なら私も前置きを挟んでますので、大丈夫ですよ」

「それはよかった」

「勝手に完結するんじゃないっての！　ほら、さっさと質問しなさいよ」

　どうやらその話をすることが俺をレストランに連れ込んだ真の目的だったらしい。

　では遠慮なく聞かせてもらおう。

「由佳は彼氏はできたのか？」

　モテるモテないはさておくとして。由佳は高校に入るまでは彼氏とか作らないと思っていたが。

「できたわ」

　力強い断言だった。

　さて、ここからどうやってオチまで持っていくのかな。

「どんな経緯で？」

「聞いて驚くなかれ。私もついに告白をされたのよ」

「それは驚かざるを得ないな」

「無理もないわね」

　得意げにツインテールをかき上げる由佳。男に告白されて、彼氏ができたと言われたら、どこをどう取り違えても彼氏ができた事実は揺るぎないように思うのだが。この話、本当にオチがつくのか？

　佐知子は静観を決め込んでいる。あるいは、『彼氏はできたものの……』というやつなのだろうか。ネットで知り合った遠距離の人だとか、男のフリをした女だったとか、恋愛ゲームの中での話だとか。

　どれも由佳の性格を考えるとなさそうだし、仮に彼氏ができてしまったのならどんな相手であれショックを受けるのは避けられない。無論、佐知子のときと同様に、祝福はする。特に由佳の場合は、盛大に祝ってやらねばならない。これまで由佳と長く付き合ってきたやつなら誰でもそうするだろう。いっそ学校のクラスメイト総出で祝いの会を開いてやってもいい。こいつはそれだけの義理を通してきた女だ。

「どんな男なんだ？」

「ん……それは、わかんないけど。まあカッコよくて優しい男よ。多分」

　さっそく雲行きが怪しくなってきたな。

「ネットの知り合いなのか？　どれくらい話したことがあるんだ？」

「いや、そうじゃなくて。なんか根本的に勘違いしてるみたいだけど」

　なにを勘違いする要素がある。

「実質的に彼氏ができたも同然という話をしてるのよ」

　これまでの俺の心配を返せ……！

「じゃあなんだ？　告白はされたけどオーケーはしてないのか？」

「その質問についてはイエスね」

　だったら彼氏できてねぇじゃねえか。その質問についてはってのが気になるところだが、そこは突っ込んでも話がややこしくなるだけか。

「なら、告白は断ったのか？」

「断ってはいないわ」

「なら由佳も保留中か」

「どちらかといえば、そうね。保留ね。うん。まあ、保留に近いわ」

　保留すら妥当じゃないんだとしたらこの話はいったいなんだ。

「佐知子」

　そろそろいいだろう。

「由佳ちゃんはラブレターを貰ったので大喜びしているということです」

「そんな話をどうしてここまで勿体ぶった」

「妙な言い方をしないでちょうだい。たしかにラブレターを貰ったけど、大喜びしてるわけじゃないから」

　そう断りを入れる由佳の口元は緩んでいた。嬉しいんだな。男からの告白なんて、由佳がこれまでいくら望んでも手に入れられなかったものだ。自ら彼女を作る道を閉ざしていた俺より、ずっと達成感があるものだろう。

「誰からどうやって渡されたんだ？」

「誰からなのかは知らない。でも、塾で普段私が座る席の机に入ってたの」

「ならお前のかわからないよな!?」

「いえ、待ちなさい。気持ちはわかるけど、そこは確かなのよ」

　彼氏ができたと判断するラインがどんどん手前側になっていくあんまりな展開に思わず興奮してしまった俺を制して、由佳はガサゴソと鞄を漁り始める。

「これが証拠よ」

　由佳が机の上に置いたのは一枚の洋封筒だった。封を開ける側の外面には確かに由佳の名前が書かれている。

「これは……ラブレターっぽいな……」

「そうですね。私も現物は初めて見せてもらいました」

　佐知子も手紙本体はまだ見ていなかったらしい。確認するまでもなく、まともに取り合うような話ではないと早々に見切ったのだろう。聡い娘だ。

　そうこうしているうちに料理が運ばれてきて、繁々と封筒を透かすように見る俺たちを他所に、由佳は黙々とご飯を食べ始める。

「なあ、由佳」

　封筒を見ていて気になったことがひとつあった。

「ずいぶんとキレイにシールが貼られてるけど、まさか開けてないなんてことはないよな？」

　俺が尋ねると、由佳はステーキを切り終えたナイフとフォークを置いて、ゆっくりと顔を上げた。

「開けるわけないじゃない」

　由佳はどっしりとした口調でそう返した。予想してた通りだけど、どうしてそうなった。

　……ああいや、待てよ。冷静になって考えるんだ。佐知子に『ラブレターを貰って喜んでいる』と指摘されたときのあの照れ様。もしかして由佳は、本当に告白されたことが嬉しすぎて、どう扱ったらいいのかわからなくなってるんじゃないのか？

　ここまでのやりとりは、いつもの破天荒さとは違って、由佳の混乱から生まれたスレ違い問答だったのかもしれない。由佳は恋愛方面に関しては信じられないぐらいウブだからな。それは遊園地デートをした俺が一番よく知っている。

「開けていいか？」

「逆になんでいいと思ったの」

「もしこの手紙に返事の期限とか……もしくは呼び出しの日とかが書いてあったら、本当の告白の機会を逃すことになるかもしれないし」

「なっ──!?」

　慌てて俺から手紙を引ったくった由佳は、急いでシールを剥がした。

　そして、それからそっと封をして膝に置いた。

「……どうした？」

「え……だって……思ってたのと違ったらヤだし……」

　まあそうだろうな。おそらくこいつがラブレターを開けられなかった真の理由がそれだ。

「由佳ちゃん、勇気を出して！」

「そうだ。お前ならやれる。また立ち直れるって」

「失敗する前提で話してんじゃないわよ！　……いいの。私に告白をしてくれたこの優しくてカッコいい謎の男子は、美しい思い出のままでいてくれればそれで」

　由佳はすっかりと当初の威勢の良さを無くして視線を落とした。

　まあ。そうだな。

「なんなのその目は」

「いや。そういう考えもアリだなと思って」

「うんうん。私も否定はしないよ。人の幸せの形はそれぞれだから」

「その優しさが逆に痛く染みるわ」

　由佳は胸の痛みに少し我を取り戻して、手紙を俺によこしてきた。

「ラブレターじゃなかったら午後の授業は休む。あんたは私を慰める」

「責任は取ろう」

　負う理由はないけれども。

「では、失礼して」

　できるだけキレイにシールを剥がして、四つ折りにされていたその手紙を俺は開いた。小さい文字で結構な文量が書かれたそれを、佐知子と一緒に読み進める。

「ふむふむ、ずっと前から元気を貰ってて、気づいたら好きになってました……と。最近は以前よりもよく笑うようになって、その表情を見たり声を聞いたりしているとドキドキして、目が離せなくなって、卒業を前に想いを伝えずにはいられませんでした……ほう……」

「こ、こここっ、こぇに出すんじゃないってのぉ……」

　由佳の耳が赤くなっている。こんな姿を見ることになるとは。

「思いっきしラブレターっぽいな」

「ですね」

　茶化しようがないほど真っ直ぐな愛の告白だった。

「で、誰からだって……？」

「それが差出人は書いてないんだよ」

「なんで!?」

　再度俺から手紙をぶんどった由佳は、血眼になって文章を読み込む。文章中にも書かれていたが、由佳たちはもう卒業生だ。付き合ったところで先は長くないし、成就する見込みが元々薄いのであれば、想いだけを伝えて次に進むというのも立派な選択肢ではある。

「うぬぬぬっ……ヤリ逃げされた気分だわ……」

「せっかくなんだからもっと清らかな表現にしろ」

「でも、ちゃんとしたラブレターでよかったね。私も読んでて胸が込み上げてきちゃった」

　由佳はどうにも腑に落ちない様子で、ネタとしてもオチがついたのかどうかわからない状況になってしまったが、それでも由佳が一人の女の子として認められた事実は俺も素直に嬉しく思う。

「んで」

　由佳は肘をつきながらフォークに刺した肉を口に運ぶ。行儀が悪い。

「あんたの相談ってなに」

　ようやく俺に発言権が回ってきた。

「それが、だな」

　微妙な流れに区切りをつけたくて、一呼吸をつける。俺が話したいのは美優のことだ。美優と付き合っていて、彼女感が得られないことに悩んでいる。ただ漠然と、そのことを打ち明けたい。それがいったい何の悩みになるのか、それすら自分ではわかっていない。でも、こうして由佳や佐知子と話していて、俺はより強く感じていた。

「美優とのことで、考えることがあって」

　佐知子と恋人のままだった今を想像すると、こんな食事のワンシーンでも、微笑ましくイチャイチャしながら過ごす時間を思い描くことができる。それは由佳が相手だったとしても同じで。遊園地デートで見せてくれた少女らしい由佳の一面。あの表情を俺にだけ見せてくれる由佳が恋人となって隣を歩いている姿が、情景となってありありと目に浮かんでくるのだ。それなのに。

「美優とデートをしてても、いまいち恋人っぽさが出ないというか。彼女感がないんだ。……こう、上手く言葉にはできないんだけど。だから、どうってわけでもないんだけどな。なんか、引っかかってて」

　俺がとりとめのない言葉で説明をすると、佐知子はどう反応すればよいかを迷っているようで。

「はあー。何かと期待して聞いてみれば。くだらない話だったわね」

　由佳はストローを咥えたまま辟易したようにそう言った。

「真面目な悩みなんだよ」

「はんっ。やっぱり、今日はコンサル料をいただく必要がありそうね」

　由佳はプラスチックの筒からレシートを取り出すと、指に挟んでピシッと真っ直ぐに立てた。どこでそんな芸を身につけた。

「でも由佳ちゃん。お兄さんと美優ちゃんの関係を考えると、あんまり簡単な話でもないんじゃない？　兄妹で、恋仲って……」

「そこが問題よ」

　由佳はズバッと核心に切り込んでくる。

「なんで美優を彼女にする必要があるの？」

　それはどういう質問だ。

「美優はもう彼女なんだが」

「でもお兄さんの中じゃ彼女じゃないんでしょ？」

「それは、実感の問題であって。……たしかにそう言われると、美優が彼女だってことを納得できてないのかもしれないけど……」

　こうして話してみても、俺の中にはやはり存在する。美優を彼女として位置づけることへの違和感。やっぱり、俺はどうしたって、世間体なんてものを気にしているんじゃないのか。

「位の話をしてるのよ。なに妹から彼女に格下げしてるのかって」

「格、下げ……？」

　なんだ。言っている意味がわからない。意味がわからないのに、何かにピンときている自分がいた。

　そう、か。

　そうなのか。

「お兄さんの彼女なんて、私でも佐知子でも、その辺の女だって、誰にでもなれるのよ。でも妹は世界に一人しかいないの。唯一無二の存在よ」

　妹は唯一無二。確かにそうだ。一部だって否定できる余地がない。

「あんたは美優という『妹』と両想いになったの。そして、自覚しなさい──」

　由佳の視線が鋭く俺を射抜く。

「あんたは実の妹にしか興奮しない、真性の変態なのよ！」

　ドクンと心臓が拍動する。

「俺は……」

　変態じゃない。

　変態じゃ、ない……のか……？

「佐知子は、どう思うんだ？」

「私ですか……!?　ええと……お兄さんのことは、頼りになる男の人だと思ってますけど……」

　言い淀む佐知子。

　俺は手に汗を握っていた。

　俺はとんでもない思い違いをしていたのかもしれない。

「エッチの最中に、美優ちゃんのことを考えてたって言われたことを思い出すと、その……変態さんなのかなって、思っちゃうところはあります……」

　俺は見失っていたんだ。これまで俺がやってきた、妹にまつわるあれやこれや。まさしく、変態としか言いようがない所業だった。というか今朝の俺がもう変態でしかなかった。これまでの俺も、美優との関係が始まってからの俺は全て、いっぺんの否定のしようもなく。

「あんたたちの関係なんて、変態兄妹以外にないでしょ。そんなのもわからないから、くだらないことに悩むのよ」

　さすがは本家不健全組の由佳だった。かつてそうしたグループの只中にいた由佳だからこそ、この悩みの根幹にいち早く気づいたのだった。

（そうだ……俺は……妹が好きだったんだ……!!）

　ようやくだ。完全にモヤが晴れた。これで俺は、前に進むことができる。

「由佳、ありがとう」

　俺は手元にある料理を急いでかき込んで、三人分の代金をテーブルに置いてから立ち上がった。

「それから、佐知子も。二人のどっちかとでも出会わなかったら、俺はダメだったよ」

　思えば不思議な巡り合わせだった。人の繋がりをここまでありがたく感じたこともない。そして、晴れた視界の先には、俺が歩むべき道が見える。今度こそは俺が、誰かを支える側の立場になるんだ。

「私はずっと応援していますからね！」

「どうでもいいけどたまには私とも遊んでよね」

「わかってる。これからも、またこうしてご飯とか食べような」

　俺はスマホを片手にその振動を感じながら店を出た。

　ディスプレイには、山本さんからのデートの日取りの連絡が表示されている。

　ギラギラと照りつく日差しを俺は腕で遮った。

　この暑い夏も、もうすぐ終わる。











０４．使われたい美少女、二人









　山本さんとのデートを控えた前日の夜。俺は美優と二人で誕生日ケーキを囲んでいた。

「お兄ちゃん。お誕生日おめでとうございます」

　美優は着席したまま深々と頭を下げた。なぜこのようなおめでたい日に仰々しい態度なのか、その原因はこのあとのやり取りですぐに判明することになった。

「では、はい。月並みな渡し方ですが。こちらが誕生日プレゼントです」

　美優はバレンタインでもないのに板チョコを渡してきた。どこにでも売っているような百円ぐらいの板チョコだ。これが恋人になって初めて誕生日を迎える俺へのプレゼントらしい。

（つまり、これは……）

　美優は月並みなプレゼント、ではなく、『渡し方』だと言った。それはすなわち、この板チョコそのものがプレゼントそのものではないことを意味している。この長方形から連想されるものといったら、それはもうチケットのような紙状のものしかあり得ないわけで。

（考えておく、とは言ってたけど、まさか本当に用意してくれたとは……）

　俺が板チョコの銀紙部分を取り出すと、その裏からピラっと紙が出てきた。俺がそれを拾い上げると、そこには『お兄ちゃんのお願いを一度だけ聞く券』と書かれていて、要するに一度だけならどんなことでも美優は言うことを聞いてくれるわけである。

「念のための確認だけど、これは話を聞くだけの券じゃないよな？」

　俺は小さめのホールケーキを切り分けている美優に尋ねる。

「この妹がそんなセコいプレゼントをするとでもお思いですか」

「だよな」

　ピンク色に縁取られた可愛らしい紙にいかがわしいことを書いてよこしてきた妹の声は実に涼しげだった。美優は義理を通すことにおいて並ならぬ覚悟と拘りがある。不要な期待をさせるぐらいなら最初から普通のプレゼントをするだろう。

「なら、誕生日ということだし、少しわがままを言ってもいいだろうか」

「お兄ちゃんからわがままなんて珍しいね。聞きましょう」

　美優は取り分けたケーキにサクッとフォークを指して、大きめに削り取ったスポンジを一口に咥えた。

「一度だけお願いを聞く、となると、どこまでがお願いの範疇なのか切り分けが難しいと思うんだ。たとえば、仮にエッチなお願いをするとして。俺が『美優のオナニーを見せてほしい』って言ったとするだろ？」

「はい」

　美優は『仮にも何も、エッチなこと以外に使う予定があるんですか？』みたいな顔をして話を聞いている。

「そこで俺がムラッときて、やっぱり抜いてほしいとお願いしても、オナニーを見られるほうが恥ずかしい美優からしたら抜くこと自体に抵抗はない。でも、追加でのお願いになるから、流れ的には断ることもできる」

「そうですね」

　美優は冷静に答える。

「とするとだ。俺としては最初から一度のお願いにそれも含めておけばと後悔するわけで、それを見越すと最初のお願いをどうするか迷うわけだよ」

「つまり？」

「一度、ではなく一日ならどうだろう？」

「ふむふむ」

　淡白な相槌を打ち続ける美優。ケーキを味わうのに神経を集中している。都内で新しくオープンしたお店で予約してまで手に入れた逸品なので、上に乗っているイチゴの一つでさえそれなりの高級品だ。

「俺が券を使ったその日は、俺が満足するまで美優は俺のお願いを聞く。具体的には深夜０時まで。これなら客観的でわかりやすいし、こっちも楽しみ甲斐がある」

「お兄ちゃんに良心が残っているなら許容します」

「そうか。よかった」

　同意してもらえた。これで俺も心置きなくケーキが食べられる。

「ならこのチケットは『一日中どんなにイヤなことでもお兄ちゃんの命令に絶対に従う券』に書き換えておくからな」

「お兄ちゃんの良心ほんとに残ってるよね？」

「もちろん」

　パクッとケーキを咥えたままの美優が、ジトーッと暗い目を向けてくる。例によって兄としての評価が下がっている気がしないでもないが、ここで折れてもいられない。俺には兄として妹を堪能する責務がある。つい先日それを自覚したばかりなのだ。

「それはそれとしてだ。明日になったら、親父たちが帰ってくるだろ？　だから、今夜は、その……ど、どうかなって」

　自分から積極的になってみたものの、歯痒さが隠しきれない。世の男性諸君らは、どうやって女の子をエッチに誘っているのだろうか。

「明日は奏さんとのデートがあるので、オススメはしませんが」

「わかってる、いつもは山本さんと会う前はしないことにしてるし。だから、今夜だけはって思ったんだけど」

　これまで、俺が山本さんとデートする前は、できるだけ美優とエッチをしないようにしてきた。理由は他でもなく、性欲を溜めておくためだ。

　とりわけ男にとって、愛は性欲によって深まることを美優は知っている。だから、山本さんと恋人らしい雰囲気を俺が自然と作り出せるように、美優は意図して性欲の発散を禁じている。

「んーと、今回はそういう話とはちょっと違ってて」

　美優は真面目な顔で淡々と話を続ける。

「今夜休んでおかないと、お兄ちゃんはもしかしたら死ぬかもしれない」

　しっとりと、冗談めかしさなど欠片もなく、美優はそう言った。

「なんで!?」

「何故とは言えないのですが。ただの予感でもあるし、それは明日じゃなくてまた別の日かもしれない。でも、もしそれが明日だったとしたら、多分お兄ちゃんは今日エッチしたら明日死ぬことになる」

「なんだと」

　訳は分からないが、美優の謎の自信に満ちたその言葉は、俺にエッチを諦めさせるには充分だった。

「そういうことなら、まあいいか……」

　どうせこの先だって、ずっと美優とはエッチをしていくのだ。今夜できなかったところで、さしたる問題はない。

「なんにしても、誕生日をお祝いしてくれてありがとうな。このケーキも。本当に嬉しいよ」　

「いえいえ。お兄ちゃんの妹ですので」

　そこでようやく美優も朗らかな表情になって、俺たちは二人で誕生日ケーキを食した。たまに出てくる『お兄ちゃんの妹』の真の意味が何なのかは実はよくわかっていないのだが、ニュアンスで伝わらないこともないので突っ込まないことにしている。

「あと、このチケットも。マジで貰えるとは思ってなかった」

「それについては……、たまたまね」

　美優はまた意味深なことを言って、食器を片付けにキッチンへと立った。今夜の美優はまた一段とミステリアスだな。

「あ、そうだ。お兄ちゃんにもう一個言うことがあるんだった」

　食器洗いを終えた美優が、俺のところへ戻ってきた。

「言うことって？」

「これからの二人に必要なもの」

　美優はスマホを操作して、その画面を俺に見せてきた。そこに映っていたのは、カレンダーを管理するアプリだった。なるほどこの予定表を俺たちで共有するわけか。

「たしかにカップルには必須のアプリだな」

「私たちにとって無いと困るものなんだよ」

　美優は俺と二人のためのものであることを強調して、同じアプリをインストールさせてから、二つのカレンダーを共有した。そのうち一つは、『兄妹の予定表』という名称のカレンダー。そして、もう一つは──

「な、なんて……いかがわしい……」

「私としてもどうするか非常に悩んだんだけどね。お兄ちゃんも一つ大人になったわけだし、こんなものがあってもいいのかなって」

「そうだな」

　美優が予定日を埋め込んでいる、そのカレンダーに付けられていたタイトルは『お兄ちゃんの性処理予定表』。性欲の強い俺……というか俺たち兄妹にとって、その日にエッチができるかどうかは死活問題。それを、カレンダー共有アプリを使うことで、よりストレスのない性活を送れるようにと、美優が考えたものだった。カレンダーには美優の生理周期が記載されていて、ピルを飲んでいるためかなりの精度で美優の体の具合を把握することができる。

「この背景がグレーのマスがダメな日か。普通の予定もこっちに共有されてるんだな」

「どちらかというとこっちがメインで、もう一個は人前で開くとき用かな」

「なるほど」

　うっかり間違えないように気をつけないと。

「えーっと……要するに、このカレンダーの真っ白のマスであれば、俺はいつでも……」

「はい、妹をお使いいただけます」

　美優は事務的な口調で言い切った。妹を使えるというのは、エッチをするためにその体を使えるということだ。性欲が溜まったときに、射精を目的として、妹の口や膣を自由に使える、ということ。

　このアプリは本来、確認を取らずとも互いの予定を把握しておけるようにするためのもの。しかしてその実態は、兄が射精をするための『妹予約アプリ』なのであった。……神アプリか？

「あれ。俺に予定を更新する権限がないな。これだと肝心の予約ができないんだが？」

「お兄ちゃんにはまだやることが残ってるでしょ？　いいきっかけだから話をしただけだもん」

　誕生日に合わせただけの早すぎるプレゼントだったというわけか。

「つまり、この妹予約機能は……」

「山本さんとのことが解決したらアンロックされます」

　まさかの条件解放式だった。こんなエッチなアプリを前にして、なんとももどかしい。

「こんなモノを渡して、使えるようになったら本当に使うからな」

「お兄ちゃんならこんないかがわしいモノでも本当に使うだろうなと思ってインストールしたから大丈夫だよ」

　そういうことなら期待に応えよう。すべて綺麗に片付いたら、予約でカレンダーをいっぱいにしてやる。美優の予定を見る限りだと時間単位の設定もできるみたいだし、その日に抜きたくなったときの呼び出し機能としても使うことができそうだな。

「なら、まずは明日だな。今夜は大人しく寝て、明日は全力だ」

「頑張ってね。私も応援してるから」

　美優は両手をグーにして、小さくエイエイオーをしてくれた。こんなに可愛い妹がいるんだ。一日でも早く、この妹のためだけの兄になってやらないとな。

　そして──。

　迎えた夏休み最後の日。俺は山本さんと遊園地デートをするために駅で待ち合わせをすることになった。遊園地なら由佳とも行ったのだが、山本さんが指定したのは園内を回ることを主としたリゾート系の遊園地で、まさしく恋人たちが集う場所になっている。メインイベントとして花火が上がる場所はもうここしかない。

　改札横の柱の陰でしばらく待っていると、向かいから眩しいぐらいの美少女がやってきた。耳元にピアスを光らせて、短めのスカートを揺らしながら長い足でこちらに歩いている。その側を通り行く誰もが彼女を振り返っていた。少女は俺のところへやってくると、たおやかな仕草で耳元の髪をかき上げ、熱のこもった視線を俺に注いできた。

「ソトミチくん、おはよう」

　なんでもないそんな言葉が色っぽかった。

　もうそれだけで、なんだか「好き」と言われているような気さえした。

「おはよう。今日はいつもと違うね」

「うん、どうかな？」　

　うっとりとた目つきで視線を落として、恥じらいながら全身をアピールする。羽織物で肩から先を日差しから隠したその中に、豊かな膨らみを見せるレース基調のタンクトップが、いつも以上に山本さんを大人っぽくしていた。

　しかし、どれだけのお洒落をしても張り出た胸の丸みにまず目がいってしまうのが、男の悩みというか、巨乳の女性の悩みでもあるのだろうか。……いや、今日のおっぱいはいつにも増して大きいし、形がキレイだな。

「あ、気づいた？　今日は盛ってみたの」

　あれだけ乳のあった胸を更に寄せて上げてきたのか。それはさすがに反則だろ。俺としては眼福の至りだけど。

「ソトミチくんはおっぱいが好きだろうなって」

「俺のことを一番に考えてくれたことは嬉しいよ。一応、美容院に行ったのにも気づいてるからな。ピアスもよく似合ってる」

　せっかく恋人らしくすると決めたデートなのだから、おっぱい以外も見ていることを示しておかないと。

「あ、嬉しい。やっぱりソトミチくんはちゃんと私のこと見てくれるなぁ」

　ふふふと微笑んで、それから山本さんは、誘うように俺にウインクをしてから楽しげに歩き出した。

　あれだけ目立っていれば誰だって気づく。きっと、山本さんは俺がどんなことを褒めても、ああして喜んでくれたんだろう。そういう「好き」に真っ直ぐなところが、一緒に居て心地良く感じる。

　そんな山本さんに俺は追いついて横に並んだ。高級店の顔馴染みにいそうなお姉さんスタイルに、若さに身を任せて肌の露出を足した大人可愛い山本さん。靴にはいつもよりヒールがあって、ギリギリ並んでいた身長は山本さんの方が高くなっていた。

「やりすぎ、かな？」

「ヒールとかピアスのこと？」

「うん」

「そんなことないよ」

　俺たちは一つの改札をそれぞれ通って、またくっ付いてから目的のホームへと向かった。

　俺も男なので、山本さんが言わんとしていることはわかる。男の背の方が低いのは悪く目立つし、清楚を型にはめた二次元美少女しか好きになれなかった俺からしたら、ギャルっぽいアイテムに抵抗がないわけでもない。しかし、女の子の好きなものを頭から否定するってのもな。

「山本さんが好きな格好をしてきてくれたんなら、それが一番だから」

　それは山本さんからの信頼の証。俺に取り柄があるとしたらきっとそういうところだし、これからどんな関係になっても、山本さんにとって安心できる存在でありたいと思っている。

「そんなこと言われると、惚れちゃいそう」

　もうすでに惚れているのでは。

「まあ、なんだ。今日は山本さんの彼氏になったつもりで来てるから。……性欲も、控えめにするように、頑張るし」

　ここが男の見せ所。たとえ妹に禁欲させられて溜まっていようとも、山本さんのエッチな体に負けたりなんかしない。

「えー、そこはいいのに。すぐにエッチなことを考えちゃう堪え性のないソトミチくんが好きなんだから」

「それはそれで複雑な……」

　とはいえそこは山本さんの言う通りか。俺が山本さんと本当に付き合ったら、何を於いても性欲を優先してデートをするだろうしな。そこだけは考えを改めておこう。

　俺たちが駅の階段を降りている途中で電車到着を報せるチャイムが鳴り響いて、乗車列の一番後ろに、俺と山本さんは揃って並んだ。

「ねえ、ソトミチくん」

　電車がホームにやってきて、山本さんの髪を風が攫う。山本さんはそれを右手で押さえると、色っぽく微笑んだ。

「私の彼氏としてデートしてくれるって言ったの、ちゃんと聞いてたからね」

　それは限りなく恋人に近かった友達の関係から、もう一歩踏み込んだ距離感でデートをしたいという意思表示。美優からの指示もあったわけだし、これまで何度だって山本さんは、俺と恋人に近い関係になる機会はあったはずなのに。ここに至るための道のりは、この日を迎えるまでのやりとり以外にはなかったようにも思う。

「そこは期待してくれて構わないよ」

　何がどう変わるというわけではない。しかし、俺が責任を取らなければならないという自覚が、今は自分の芯として存在している。

　昨晩、美優が話していた予感とやらは──きっと、当たっている。山本さんの態度からしてもそうだ。今日は何かがある。

「それじゃあイチャイチャしに行こ！」

「ちょっ、山本さん、くっつきすぎ……！」

　山本さんは俺の腕に抱きついてきて、電車の中に俺を引っ張り込んだ。そのボディの肉厚さと、周囲から集められた視線による羞恥から、俺は車内の冷房でしばらく体の火照りを冷ますのだった。

　それから一時間ほど電車に揺られて遊園地にやってきた。夏休みも終わる頃だというのに、まだまだ入場口は若者で溢れかえっていた。

「早めに来たのに、もうこんな列になってるのか」　

「このところは新しいエリアの追加ペースが早かったからね。しばらくぶりだから私も楽しみなんだ」

「そうなのか。俺は……初めてだけど……」

　俺はその光景に圧倒されていた。テレビで見たことがあるだけだった景色が、この肉眼に映っている。大きく門を構える入場口のアーチから、その奥に聳えるお城、山々に見え隠れするアトラクションが、見ているだけで期待感を煽ってくる。──そうした、テーマパークの作り込みもそうだったのだが。何よりも列に並んでいる人たちが、これまで付き合ってきた人種とは明らかに異質だった。

　見渡せば各所に学生グループがいて、男女混合、男だけの団体も女だけの団体も、みんなワイワイと集まって、キャラ物の服や制服で統一感を出して特別な空気感を楽しんでいる。人混みの中には、ネットの配信用に自分にカメラを向けている人なんかもいた。

　そして、言わずもがなカップルが多い。そうした人々のほとんどが、オフ会などの集まりでは出会うことのないような、いわゆる陽キャ、学校ではスクールカースト上位だった人種ばかりだった。ＳＮＳによく写真を上げているタイプのオシャレな男子や、パネルからそのまま飛び出てきたような美女たちが、組になって列を成している。

　ここでは一人でいることなど許されない。一人でいることを好む人が歓迎される場所でもない。それはオタク文化に自らを閉ざしてきた俺にとって、これまで触れてこなかった未知の世界だった。

　山本さんには期待してくれなんて言っておきながら、俺は不甲斐なくも緊張している。たぶん美優と一緒にいてもこうなってただろうから、ある意味ではこれも、俺の素のままの彼氏らしい振る舞いではあるのだけれど。

「ソトミチくん。大丈夫？」

　山本さんはなぜか両手でブラのカップを持ち上げておっぱいをたぷたぷさせながら訊いてきた。餅とプリンの良いところだけを取って混ぜたような凄まじい重厚感だ。

「ほれほれ」

　たぷん、たぷん、たぷん……と、山本さんは俺が釘付けになっている視線の先でおっぱいを揺らし続ける。ただでさえデカかった胸を、さらに目立つようにして盛ってきた、その途方もないほどの巨乳をだ。

　すごい。これはすごいな。滑らかに波打つ乳房の柔らかさと同調して、俺の心の凝りもだんだんと解れていく。

　ああ……、そうか。そういえば、このおっぱいは今は俺の物だったな。

「山本さんはどうしてそこまで男に理解があるの？」

「好きな人のことを想えばこそだよ」

　ニッコリ笑顔の山本さんは、男の心情を優しく汲み取ってくれる理想の彼女だ。なんだか、懐かしさも覚えてしまう。初めて山本さんと話したときもおっぱいの話題だったっけ。山本さんは軽率におっぱいを揉ませてくれるからな。

「中に入ったら、どこから回ろうか？」

　山本さんは園内マップを広げて眺めている。入場ゲートも近づいてきた。

「順番は任せるよ。俺はアトラクションというより、この海上を自転車で半周できるやつとか、キャラクターの等身大像が並んでる通りが気になる。あ、でもここのシューティングゲームはやってみたい」

　由佳ともやったけど、なんだかんだでガンアクションは楽しいんだよな。

「なら、どこのエリアから行くは私が決めちゃってもいい？」

「もちろん。助かるよ」

　山本さんは歩く順を計画して先導する係。俺は園内を行く中で、気になったお店を指差す係。そんな役回りを決めて、列が消化されるのを待ってから、俺たちは受付で入場の手続きをした。

　そこで渡されたのは、入場パス代わりとなるＩＣチップ入りのブレスレットだった。青と赤のペアになっていて、俺たちは手を繋ぐ方の腕にそれぞれ付けて、園内を真っ直ぐに進む。自然と指が絡む形で繋がれた手に、赤と青のリングが交わって、それだけで二人の間には恋人っぽい空気が生まれていた。

「ソトミチくん」

　見つめられるだけで胸の奥が焼けてしまうような澄んだ目を俺に向けて、山本さんが呼びかけてくる。好意というものを一部も隠さずにストレートに伝えてくれるのが山本さんの一番の魅力だ。長所がありすぎて普段は意識しないけど、一緒に居る時間が長くなるほどに強くそう思う。

「どうしたの？　山本さん」

　隣を歩いている、背が高くて可憐な女の子に声を返す。まだ底は広い、歩き慣れたヒールを履いてきたその姿は、足運びがとても綺麗だった。

「……あの、こんな早くからで、申し訳ないんだけど……並ぶ前に食べ物を買ってもいいかな？」

　山本さんはちょっぴり照れくさそうに相談してきた。

「今朝は興奮しちゃって何も食べられてなくて……」

「構わないけど、そんなに楽しみにしてたの？」

　小学生でも無さそうなことを言われて、笑い出しそうになるのを堪えて思わずはにかんでしまう。まだレストランの開店前だから、食べられるものといえばお土産屋さんのお菓子か、各所で軽食を販売している屋台ぐらいしかない。

「それはもう、大好きな人とのデートですから」

　山本さんはこれでもかと瞳に感情を込めて俺を見つめてから、ふふっと微笑むと先にある屋台に近づいていった。

「ポップコーンお一つくださいな」

　山本さんが軽快なリズムで歌うように注文をする。それを聞いた園内スタッフは、出来立てのポップコーンをスコップでサクサクとかき混ぜて、童謡でも流れてきそうな軽快な手捌きでバケツに注いでいく。

「四百円になります！」

「はーい、ピッタリ払いますね」

「まいど〜どうも〜！　楽しんで、お過ごしください！」

　テンション高めで俺たちを送り出してくれたスタッフの口調は、どうやらそのエリアでモチーフとなっている映画のキャラクターを真似ているようだった。ポップコーンの味もただの塩味ではなく、舞台となる地域から特徴を出して、イタリア風ソルトとして名付けられている。いくつか分けてもらって食べてみると、確かに普通の塩味とは違った。

「ん〜、うまー！」

　大きめのバケツを腕に抱いてアトラクションの列に並ぶ山本さん。これだけ綺麗な身なりをしても、年相応の少女らしさを失わない。一緒にいるときの身の楽さでいえば、山本さんに敵う者などいないだろう。それぐらい、山本さんと居る時間は、幸福感しかない。山本さんのそんなところが俺は好きで。それは間違いなく恋に匹敵するほどの好意で。でも、俺はもうその気持ちを自覚することに、躊躇うことはなかった。

「山本さんにひとつ、お願いがあるんだけど、いい？」

「え、なになに？　なんでも言って！」

　山本さんは期待いっぱいに目を輝かせる。そこまで純粋な反応をされると言いにくい話なのだが。

「今日は山本さんの彼氏になるって言っただろ？　でも、なんか本調子にならないというか……その原因って、やっぱりアレかなって……」

　山本さんが本当に彼女だったらどうなるかを考えると、駅のホームでも話をした通り、性欲を前提としたお付き合いになるはずなのだ。しかし、山本さんがセックスを自粛しているので、肝心のその部分が封じられてしまっている。いくら山本さんがエッチな妄想を許してくれても、男としてはその先への期待がないといまいち盛り上がらない。

「あ、そうだった。私も大事なことを言い忘れてたよ。そのことならもう大丈夫なんだ」

　山本さんは俺にポップコーンのバケツを渡すと、ウェットティッシュで手を拭いてから肩掛けしている鞄に手を伸ばした。そこから出てきたのは、手のひらサイズのポーチ。本来であれば化粧道具でも入れるべきそのケースから顔を覗かせたのは、円形が浮き上がった正方形の包装の繋ぎ──ひと目では数えきれないほどのコンドームだった。

「準備万端です」

　山本さんは嬉々として声音を尻上がりに、そのひと繋ぎを指で引っ張り出して俺に見せる。一つ二つのレベルではない。ポーチの中身全部がコンドームだ。十か、あるいは二十か？　何個入ってるんだ？　まさかこの一日で全部使うつもりか？　俺は死ぬのか？

「なら、今日はそっちも制限なしってこと？」

「うん……おかげで私も昨日から性欲が鎮まらなくて……」

　山本さんはほんのりと頬を赤く染める。まさか、今朝は興奮してご飯が食べられなかったって、そっちの意味じゃないだろうな。

「それなら、よかった……まあ、さすがにこんなテーマパークじゃ、こっそりは無理だろうし……夜が、楽しみだな」

　美優の予感は当たっていた。昨晩は休んでおいてよかった。山本さんが相手ともなれば確実に絞り尽くされる。

「もちろん、こんな賑やかな場所でする気には私もならないけど……」　

　山本さんは周囲に聞こえないように耳側に顔を近づけてくる。

「ホテルの当日予約もあるから、アトラクションとセックスを交互に楽しむでもいいんだよ」

　股間にじんと響く甘い囁きだった。こんな大衆のど真ん中で勃起しかねないほど、俺の鼓膜はエッチな周波数に揺らされていた。

「か、考えておくよ」

　自分から持ち出した話なのに、気づけばまたタジタジにされている。こんな可愛い女の子が、デート用の鞄に大量のコンドームを入れてるとかエロすぎるだろ。いやそれこそ似たシチュエーションで同じようなことをやったやつは過去にもいたが、なんというかあれは半分は勢いと冗談みたいなもので、こっちのエロ娘の方はガチだ。やるとなれば全てのコンドームに射精するまで帰さないとかも平然とやるだろうし、それができるだけの魅力も能力も体力もある。

　気掛かりなのは、あれだけダメだダメだと拘っていたものを、こんなにもあっさりと覆してしまってよいのかということだが……。山本さんが積極的になってくれるのなら何よりの行幸と考える他ないか。俺も盛り上がってきてしまったしな。

「うふふっ。やっぱりソトミチくんとこういうことしてる時が一番楽しいなぁ」

「そこは同意するよ。ただ、一旦こうなると、エロいことしか考えられなくなるけど」

「別にいいんじゃない？」

　まあそうなんだろうけどさ。美優といい、そういうとこ、あっさりしてるよな。ほんとに腹違いの姉妹ではないんだよな。

「山本さんは彼氏がおっぱいばかり見てたりしてたらどう思う？」

「え、どうって。そのためのおっぱいだし」

「ああそうなんだ」

　いくら巨乳とはいえ目立たない服を着ることもできるわけだし、こんだけあからさまなおっぱいにしてきたということは、まあそういうことか。

「あとはほら、ちょっぴりソトミチくんに優越感を味わってもらいたかったり？」

　その言葉が意味するところは、いまでも周囲の男たちからチラチラと視線を向けられている、この状況そのものを言っている。前後左右と、カップルだらけであるにもかかわらずにだ。

　ここに来ている女の子のレベルがなんだのと言ったが、それは一般人の平均と比べての話であって、山本さんクラスの美少女がそういるわけもない。で、この絵に描いたようなエロボディなわけだから、それはもう俺は羨望の眼差しで見られているというか、人知れず恨みを買っていてもおかしくはないのだ。

　普通の女の子なら、男からエロい目で見られるのなんて嫌なはずなのに、自分に絶対の自信があるが故に山本さんはそれを楽しむことができる。だからこそ、彼氏の側も優越感に浸ることができる。この自尊心の逞しさは懐かしいな。ようやく山本さんにらしさが戻ってきた感じだ。

「そろそろだな」

「えへへ。アトラクションがこんなに楽しみなの初めて」

　列の先頭に着くまでにポップコーンを食べ終わって、ようやく俺たちの番がやってきた。午後にはまた人も増えるため、まずは人気の列から並ぼうと考えた結果、最初のアトラクションは俺が希望した移動型のシューティングゲームになった。

　自動制御されたカートに乗って大量の模型が配置された道を進んでいくと、モンスター化した模型にスリーディー映像がマッピングされて禍々しく動き出し、それを専用の光線中で撃ち抜いて点数を稼いでいくという内容になっている。

　このアトラクションの珍しいところが、結果がスコアとして表示されることと、そのスコアに応じてエンディングが分岐するという点だ。ひと月は配置が変わらないので、ゲームが苦手な人でも何度か乗れば最高のエンディングを見ることができるのだが、こうしたデート向けのテーマパークでは珍しい趣向だろう。

　列の先頭から一組ずつが飛び出していき、専用のケースに立てかけてある光線銃を手に取って、観覧車と同じくらいの速度で動くカートへ乗り込んでいく。俺と山本さんも大人用に用意された装備を手にしてカートへと乗った。ドアを閉めたスタッフが俺たちを見送って、先の景色がほとんどわからないぐらいの暗い道を進み、スピーカーから流れてくる俺たちが遂行するべき使命とやらを右から左へ流していく。

「ワクワクするね！　今日は本気出しちゃおっかな」

「普段は本気ではやらないの？」

「だって、私が全部倒しちゃうと、一緒に乗っててもつまらないじゃない？」

　なるほど確かにな。山本さんレベルの能力になってくると撃ち漏らしもなさそうだし。このアトラクションでの初見完全クリアは月に一組もいないという噂だが、山本さんなら平然とやってのけるだろう。

「なら競争といくか」

　暗闇を進んでいくカートの振動を足元に感じながら、弾の補充に必要なリロード動作をガチャッと決めて、俺は遠くに見え始めたターゲットに狙いを定めた。俺だってゲームは得意なんだ。いくら山本さんが相手とはいえ引き下がるわけにはいかない。

「いいの？　手加減しないよ？」

「望むところだ」

　ブォンという地に響く低音が反響すると同時に、洞窟内が急に明るくなって、暗闇に隠れていたモンスターや石像たちに悪の魂が宿っていく。俺は全長で五十センチもある銃を構えて照準を覗き込み、その一匹に狙いを定めた。

　その直後。同時出現したターゲットの六体が、端から連鎖爆発するように散っていった。

「なっ……！」

　俺は照準から目を離して山本さんのほうを振り返る。そこには、涼しい顔でカートリッジを再装填する山本さんの姿があった。エイムにかかる時間はほぼゼロ。銃に設定されたリロードタイムを考慮した理想値で、山本さんは次々とターゲットを撃破してスコアを稼いでいく。

「配置知ってるの!?」

「うーんと……動作音で、なんとなく？」

「んなアホな……」

　その言葉通り、向かい合う山本さんの背後から出現したターゲットに、俺よりも早く狙いを定めた山本さんが精密な射撃で撃破していく。鮮やかなものだった。圧倒的に人としての作りが違うことを思い知らされる。だが──

「そういうことなら……！」

　出現を事前に察知するのは、何も鋭い感覚器官を持つことが唯一の術ではないのだ。敵の出現そのものが演出の一つである以上、そのパターンには人間らしい思考が通っているわけで、ある程度のゲーム勘を持っていれば、次にどの方向から襲われるかを予測することはそう難しくはない。

「きたっ！」

　すでに俺が構えていた向きに配置されていた仮面の群れに、モヤモヤした魂の影が重なって、その目が赤く光りだす。複数体で同時出現したターゲットの真ん中──無駄な動作を極限まで減らせばまず最初に狙われることのないであろうターゲットに照準を重ねて、俺は引き金を引いた。

　直後、魂が爆散して落ちていく仮面たち。しかし、俺の銃に表示されていたカウンターは、『０』のまま変わってはいなかった。

「競争、って言ったからには、勝ち負けにも全力じゃないとね」

　山本さんは容赦がなかった。俺の銃口の向きから、どのターゲットが狙われているかを判断して、先に撃ち落としたのだ。

　俺も男として意地を見せるべく、是が非でも一点を稼いでやると、意気込んだまではよかったのだが。結局、ゲームの最後まで俺の銃口の向きを正確無比に把握し尽くしていた山本さんにより、俺の決意は無惨にも散らされた。ただの一発の無駄もなく、山本さんは見事に一人で全ての敵を撃墜したのだった。

「やったー！　大勝利〜！」

「強すぎる……化け物か……！」

　理不尽なほど圧倒的だった。ここまでやられるといっそ清々しいほどだ。

「マジでセックス以外で勝てる気がしないな」

「ほんとならそのセックスでも誰にも負けないはずなんだけどね。むしろ得意分野？」

「相性ってのは何にでもあるもんだな」

「ソトミチくんのセックスは気持ち良すぎるから……」

「そ、それは、励みになる言葉だ。……ところで、飯はどうする？」

「いくいく！」

　出口へ向かう道すがらにお喋りをして、早速ではあるが小休憩を挟むことにした。カフェもレストランも各所に点在している。朝が早かったので、お昼になる前にガッツリしたものを食べようと、肉バル風のイタリアンレストランに目星をつけていたのだが。

「……ソトミチくん？」

　俺の目はテラス席に座る一組のカップルへと止まっていた。ドラマやアニメでは有名だが、日常ではなかなか目にすることのなかった、二人用のストローがついたドリンクを飲んでいたのだ。ハート型になっているストローの二つの口をそれぞれ咥えて、少し首を伸ばせばキスができそうなぐらいの至近距離でお互いに見つめ合っている。

「ほう。ソトミチくんもまたベタなものが好きですな」

「いや、別に、そういうつもりじゃなくて……！」

「私たちもあれやろ！　次のお店はあそこに決定！」

　そんなこんなで山本さんに強制連行された俺は、カップル用のメロンソーダを注文させられて、あまつさえテラス席の一番端へと座らされたのである。テーブルの中央にはハート型のストローが入ったグラスが置かれて、その隣にはついでに買ったサンドイッチが添えられていた。

「き、緊張するな」

「ラブラブ感があって良いじゃない？　美優ちゃんとか絶対にやらなそうだし」

「まあな」

　こんなに可愛い子と見つめ合って、カップル用のドリンクが飲めるなんて貴重な体験だ。美優にやらせたらムスッとしながらストローの先を咥えてるだろうな。

「んふっ、そしたらソトミチくん、一緒にチュー……！」

　山本さんがストローをパクッと咥えて、期待の眼差しで見つめてくる。管の中を緑色の液体が登っていって、俺も慌てて自分に向けられたストローの先端を口に含んだ。

　山本さんの顔が近い。目がおっきい。ドリンクに混じった香料とは違う女の子の匂いがする。

「うぐっ……は、はずい……」

「むふふっ。ソトミチくん可愛い」

　照れてしきりに目を逸らす俺を、山本さんは鑑賞でもするかのようにジッと見つめてきた。それからしばらくして心を落ち着けて、俺も覚悟を決めて目を合わせると、そこでまた山本さんはニコッと朗らかな顔になった。

　なんだかやられっぱなしだ。これはもう俺からも打って出るべきだな。山本さんは俺が好きで、今の俺は山本さんの彼氏で。だったら、山本さんに好かれるために、もっとできることがあるはず。

「山本さんも、可愛いよな。いつも思ってることではあるけど」

　言われたことを言い返してみる。意外と口にして伝えたことは少なかったかもしれない。

「ん。それは嬉しい」

　さすがの山本さんも照れた。そんな仕草がまた、愛らしい。俺はストローから口を離して、それでも顔の近さは変わらないぐらいの位置で頬杖をついた。

「やっぱりそのピアス、似合ってるよ」

「あ、ほんと？　ありがと。ソトミチくんにそう言ってもらえると、頑張って選んだ甲斐があったよ」

　どうやらそれは今日のデートのために見繕ってきた新品のようで、山本さんも俺と同じようにして頬杖をつくと、空いていた手で耳たぶに触れた。

「なんでピアスって悪いイメージが強いんだろうな。耳に穴を開けるのが自傷行為っぽいからかな？　イヤリングなら抵抗がないってのは、まあ、実際あるか……」

「うんうん、あるね。あと、『それって元彼の趣味？』って聞かれたことは何度かある」

「それはツラい」

　健全な女の子なら、自分から好んでピアスをつけたりなんかしないと、そういう固定観念があるのかもしれない。

「俺も美優がいなかったらどうだったかな」

　ダメ男の見本として、女の子へのデリカシーもなく、自分の気持ちばかりを優先していたかもしれない。……デリカシーのなさに関しては、まだ改善されたとは言い難いけど。

「過程はどうあれ、いまここに素敵なソトミチくんがいてデートしてくれてるわけだから、私は幸せだけどな」

「ほ、ほう……」

　また小恥ずかしいことを。でも、それは俺が山本さんに抱いている印象と、そう変わらないものだったりするのかな。

「こうしてラブラブソーダも飲めるし」

　山本さんはまたチュッとストローに吸い付く。それに合わせて俺もメロンソーダを飲む。お互いの唇は再接近して。山本さんの唇が、やけに艶やかだった。

　キスをしたら気持ち良さそうだ。フェラテクと同じくらい舌使いも半端ではないんだろうな。また意識がドロドロになるくらい堕とされてみたい。

（もう何回もエッチをしてるのに、俺は山本さんとキスしたことがないんだよな……）

　そもそも俺はセックスは数え切れないほどしてきたのに、キスはどの女の子に対してもその全てを記憶できる程度にしかしていない。美優から彼女を紹介してもらったあたりからそうなのだが、俺の女性遍歴はどう考えても順序がおかしい。

　というか佐知子とはキスをしてなかったな。初めての彼女なのに。あんな別れ方をした今となっては、せめてファーストキスを残してあげられたのはよかったのかもしれない。……ああいや、それも美優にガッツリ奪われてたな。体質の問題とはいえ、女の子とのエッチに抵抗がないことについては、本人はどう思っているんだろう。その果てに実兄とセックスしているのだから今更気にも留めていないのかもしれないが。

　山本さんからは、俺にキスをしてくる気配がない。俺が思っている以上に、キスって特別なものなのかな。それを考えると、俺と山本さんの心の距離は、こうして現実に接近しているほどには近くないのか。

「私、いまソトミチくんが考えてことがわかるかも」

「山本さんはどう思う？」

「実は今日するタイミングを見計らってる」

「夜になったら花火があるよな」

「それが一番ロマンチックだね」

　色々と端折りまくった会話。それでも俺たちは通じ合っている。

「でもね、ソトミチくん」

　至近距離で俺を見つめる山本さん。

　その目が、ゆっくりと、閉じられて。

「──ッ!?」

　山本さんの厚く柔らかい唇が、俺の唇と重なった。ごく僅かな時間ではあったのに、温度に敏感なその器官は、山本さんの唇の熱と、芳醇なメロンの香りを瞬間に凝縮して、俺の脳が痺れるほどの情報を伝えてきたのだった。

「あっ……こ、こんな、いきなり……」

　完全なる不意打ちだった。できる距離にいたとはいえ、まさかこんな白昼堂々とキスをされるなんて思ってもみなかった。

「ここは恋人の聖地だよ。キスぐらい、したいときにしていいんだよ」

　山本さんは自身の照れ臭さを隠すように薄らと微笑んだ。戯れのような些細なことだったのに、俺の脈は跳ね上がっている。それから、山本さんは真っ赤になった俺の耳に淫らな声を打って、

「エッチなキスは、夜になったらたっぷりしてあげるからね」

　茹だって混乱するだけの俺を、ニコニコと楽しそうに眺めているのだった。











０５．魔法









　俺と山本さんは再びアトラクションの列にいた。薄暗い館内の至るところに棺やツタンカーメンなどのエスニックなインテリアが置かれている。

　アドベンチャー系の映画をモチーフに、トロッコでピラミッド内部を旅するコースターへと乗るこのアトラクションは、傾斜も速度も控えめなため絶叫マシンとしては分類されていない。しかし、置物の不気味さやガタガタと揺れるカートの不安定さが、むしろ他のアトラクションよりも怖いとファンの間では人気になっている。

　待ち時間もだいぶ長くなって、列の先頭が見える頃には一時間以上が経過していた。そんな長い時間を俺たちはどう過ごしていたのかというと。

「ソトミチくん……んっ……ちゅっ……」

「っ……や、山本さん……またそんなとこを舐めて……」

「へろっ……むちゅ……ほんとはお口でチューがいいけど……」

「いくら暗いからって、そこまでは……うっ、あぁ……」

　それはもうイチャイチャしていた。大勢の人が周囲にいる中で、俺は山本さんに後ろから抱きつかれて、列に並ぶ時間のほとんどを密着して過ごしていた。

　いま俺は山本さんと一緒にスマホを眺めている。アトラクションの待ち時間はどうしても暇になるため、このテーマパークで題材になっている映画をいくつかダウンロードしてきたのだ。

　止まっている間は山本さんが背後から抱きついてきて、列が進むと腕を組んで進み、くっついたまま二人で歩く。そして、止まったらまた山本さんは両腕を俺の腰に回してきて、全身の柔らかいところを押しつけながら下半身を指でなじったり首筋を唇でくすぐったりしてくるのだ。

「だってソトミチくんとキスしちゃったし」

　山本さんは背後から俺の耳をはむっと甘噛みしてくる。人前でなければペニスがズボンを突き破っていた。

「キスがそんなに大事だった？」

　俺と山本さんはあれだけ体を重ねておきながら、今日という日になるまでキスをしてこなかった。だから、特別感は俺にもあったものの、さすがに山本さんだって俺とがファーストキスということもあるまい。

「ソトミチくんとは、本気で好き同士になるまでしないって決めてたから」

　どうやらキスをしなかったのは意図した行動のようだった。それが、どういうわけだか、あのテラスでのカップル用メロンソーダで振り切れてしまったらしい。

「それがどうしてしちゃったんだ？」

「だって……」

　山本さんがギュッと俺を抱きしめてくる。それから、肺に溜め込んだ、熱い吐息が耳にかかった。

「ソトミチくんのこと、やっぱり好きだなって思っちゃって。あの瞬間から、もうすっかり恋人の気分で……」

　山本さんは一途に人を好きになるほどに性欲が強くなる。俺に向けられたそれはこれまで山本さん自身が経験してきたいずれとも比にならず、こうして過剰なスキンシップをとっていることが盲目的なまでの恋をしている証だった。

　山本さんにもいくつもの思惑があって。美優との取り合いに対する心構えと、それとは別に、まだ混乱したままの恋心に、どう整理をつけるべきか、山本さんは迷いながらデートをしていた。それがあのキスで吹っ飛んでしまったようだ。

「それにしたって、ずいぶんと上機嫌だね」

「他の人にはこんなことできないから」

「それもそうか」

　すっかり慣れていたので忘れていた。俺の体は美優のおかげで特別製になっているが、他の男では山本さんの性的な刺激には耐えられないのだ。こんな場所で射精してしまってはアトラクションどころではない。

「お家にいるならまだしもさ。外にいるときにこうして抱きついてるだけでも、みんないつ射精しちゃうかわからないし」

　こうしてデートをしてみると、改めて問題の具合がよくわかる。山本さんと旅行をするのにいったいどれだけのパンツを持っていけばいいのやら。

「だから、ソトミチくんには思う存分することにしました」

　自らの優秀すぎる体に悩まされていた山本さんの、艶かしくも晴れやかな表情が見れて、俺としても誇らしい気持ちでいっぱいだった。

　その気分の良さのまま、やってきた搭乗のとき。俺は山本さんとトロッコに乗り込んで、腰に簡易的な安全ベルトをつけた。カートの縁は高いし、コースにもそれほど高低差があるわけでもないのだが、怪我人が出たら営業も続けられないので念のためというわけだ。立ったままのコースターアトラクションというだけでかなり思い切った仕掛けといえる。一組で一カートずつ、それが連結しない形で八つほど連なっていて、俺たちはその最後尾にいた。

「しっかりと手すりにお捕まりくださいだってよ」

「ソトミチくんとしばらくギュッてできないんだ」

「一分やそこらだから……」

　これだけ甘えてくる山本さんも珍しいかもしれない。俺もだいぶギャップ萌えに弱いというか、美優が相手のときも甘えられるとどうしようもないくらい可愛いと思ってしまって、山本さんもその例に漏れなかった。

「でも、そういうことなら、俺が後ろから腕を回して支えようか？」

　腕を伸ばせば手すりと体の間に人一人分くらいは入ることができる。この行動が彼氏らしいのかはさておくとして、山本さんが喜びそうなことがあるならどんなことでもしたかった。

「されたい！　お願いしていい!?」

「いいよ」

　山本さんはベルトが邪魔にならない範囲で俺の前に立って、そこに俺が被さるようにして両腕を伸ばした。

「きゃー！　ソトミチくんに抱きつかれてる……！」

「どんだけ俺のことが好きなんだ」

　形式的にもトロッコなので、登りはごく短い区間しかない。階段を上がるようにして列に並んできた俺たちは、左右から来る不気味な音や人形に驚かされながら、緩やかな坂を少しずつ下っていく。

　そうして、トロッコが一定の間隔を空けてレールを進んでいき、列に待っている人たちが見えなくなった頃。山本さんの後ろから抱きついていた俺は、さきほどと立場が逆転していることに気づいた。高いヒールを履いて身長が逆転しているとはいえ、それほど差があるわけでもないから、俺と山本さんの顔は頬が擦れそうなほど近くにあった。

「山本さん」

　それは、精一杯の彼氏らしさの、その延長のつもりだった。俺の声に反応した山本さんは、周囲の景色を楽しんでいたところから視線を切って、俺に振り向いてきた。

　至近距離で、目が合って──いつか、美優に教えてもらったように──俺が山本さんの唇に視線を落とすと、山本さんも俺の意図を汲み取ってくれた。

「んっ──」

　唇を重ねると、どちらともなく声が漏れて、俺たちは暗闇の中で刹那の愛を送り合った。山本さんの体温が瞬間的に高くなって、抱きしめる俺に熱が移ってくる。触れ合いほどの軽いくちづけに、それでも、山本さんの奥に眠る何かには強く響いたようで。

　キスが終わると、周囲が明るくなり始めて、いよいよ本格的なコースターが始まる……かと、俺は思っていた。だが、俺からキスをされて山本さんがついばみ程度で満足をするはずもなく、前に振り返るどころか山本さんは俺を強く抱きしめてきて舌を伸ばしてきた。それから、精力を奪い取るみたいに、絡ませた俺の舌を引っ張り出して、じゅるじゅると卑猥な音を立てて山本さんが吸い付いてくる。前方からはとっくに他の客たちの悲鳴が聞こえてきているのに、俺たちは興奮に任せてお互いの唇を貪っていた。

「んちゅっ……じゅるっ……ちゅっ……はぁ……ソトミチくん……」

「んっ……ぁっ……山本さん、好きだよ……」

「私も……好きぃ……ほんとに好き……ちゅっ、じゅるっ……じゅっぱっ……ちゅぷっ……」

　ムクムクと膨れ上がる股間に性欲を委ねて全身を山本さんに押しつける。山本さんも強く下腹部を押し返してきて、お腹でペニスをシゴくように、腰をグラインドさせて刺激を与えてきた。

　そうして俺たちが間接的ながらも熱烈な性行為に耽けていると、ガタンッ、とカートが揺れて俺たちの間を強制的に空けさせたのだった。

「あっ……んふふ。やりすぎだったかな」

　ぺろりと舌なめずりをして唾液を舐め取る。山本さんの妖艶な表情は完全に淫魔のそれだった。

「ソトミチくんのことが好きすぎて気が変になりそう」

「それは俺としても嬉しいよ」

　ただ、代償は大きかった。俺のペニスが簡単には鎮まらないぐらいに勃起している。

「降りたらスッキリさせてあげるから、それまで我慢してね」

　山本さんはそれだけ言って、前を向いた。どこで抜いてくれるのかはわからないが、そうともなれば後はこの一分近い時間を我慢するだけだと、俺はまたその背後から覆い被さるようにして山本さん越しに手すりを掴んだ。

　その瞬間に、またトロッコは、強い振動を起こして──

「ん、あっ……！　ソトミチくん、それ、ダメッ……ああっ……！　奥まで、振動がっ……!!」

　逆転した身長差がもたらした意外な副産物に俺は苦しめられることになった。後ろから密着することで、膨らんだズボンの先端が、ちょうど山本さんの敏感なところに当たってしまっていた。そんな状態で俺たちの体は前後左右へと揺られて、足元から振動が這い上がってくる肉棒は、まるでバイブのように山本さんの性感帯を刺激している。

　普段の精神状態ならなんともないものとしてやり過ごせたのかもしれないが、今の山本さんは先ほどのキスで最高潮に気が昂ぶっている。場合によっては、過敏な部分にペニスが当たっていなくても感じていた可能性さえあった。

　曲がりくねったレールを進み続け、いよいよ出口も見えようかというところ。アトラクションのクライマックスとして、直線の道でトロッコが急加速して、俺たちは後ろ側への強いＧにさらされることになった。前後で重なった俺の、最硬に勃起したペニスが、山本さんの股座へと押し込まれていく。

「アッ──!!　いっ……イッっ…………ッ──!!」

　前につんのめることのないように、緩やかに速度を落としていくトロッコの中で、山本さんは脚をガクつかせながら手すりを支えにしてどうにか立っていた。ただでさえセックスを我慢し続けてきた山本さんが、穴の入り口だけとはいえ俺のペニスに秘部を刺激されて耐えられるわけもなく、アトラクションが一周するまでにイッてしまった。

　カートが停車する間際で、俺たちはよろめきながらも、どうにか呼吸を落ち着けた。

「山本さん、エロすぎ」

「ソトミチくんがエッチなことするから……」

　嬉しそうに呟く山本さんは、カートから降りるときにできるだけ俺と離れないようにして、ロッカーに預けた荷物を取りに進む。イクことができたのは山本さんだけなので、俺の肉棒はまだ勃起している。それをどうにか山本さんが体と荷物で隠してくれていた。

「どうやってスッキリさせてくれるんだ？」

　俺が勃起したのは山本さんのせいなので、山本さんには俺を射精させる責務がある。

「とっておきの場所があるの。任せて」

　入園時に話に出ていた、ホテルの当日予約でもするのかと思いきや、山本さんはそれを手段として提示しただけで、どうにもホテルに向かう様子はなかった。それどころか、テーマパークのメインエリアからはどんどん離れていって、いつしか退場用のゲートが見えるところまで来てしまった。

「出るの？」

「当日なら再入場ができるから、こうして外に出てもいいんだよ」

　これは盲点だった。たしかに、園内は人で溢れかえっているし、ホテルを取る以外には個室もないので、二人きりでイチャイチャする場所を確保するのは難しい。実際のところ、この混み具合ではホテルの当日予約ができるかも怪しいところだ。だが、外に出てしまえば、駅の近く以外にはほとんど人がいない。

「遊園地の外って……、何もないけど」

　人がいないということは、遊園地から出てまで行くべき魅力的なスポットがないことを意味している。インスタントなセックスがしたいカップル御用達の、カラオケもネットカフェも存在しないのだ。人の少なさを活かして野外でするとかのほうがまだ考えられるが、海も近いこの場所には人目を避けてエッチができそうな木陰もほとんどなかった。

「そこにあるでしょ？　運動公園」

　山本さんが目的地にしていたのは、無料で開放されている市民公園だった。そこも例に漏れずに人が少ない場所になっているが、建物もないのでむしろ身を隠すところも少ない。と、思っていた俺の視界に、あっさりとその答えが転がり込んできた。

　無料の運動公園には、寂れた公衆トイレがあるのだ。都内の公衆トイレと違ってよっぽどのことがなければ人が通ることがない。

「まだ時間はあるから、このままラブホテルでエッチ三昧するより、サクッと抜いて遊園地に戻ろっかなって」

　清々しいほどの笑顔で山本さんはそう言った。よほどエッチが好きな女の子でもこの性行為への抵抗のなさには至れまい。

　俺は山本さんと手をつないで運動公園へと向かい、その端っこにある公衆トイレに入った。市営の公園だけあって整備だけはよくなされていて、汚らわしさはなく便器はどれも真っ白だった。

「なら、山本さん。これを頼むよ」

　一番奥にある個室に二人で入って、俺は山本さんの前で勃起したペニスを露出させる。美優に我慢させられていたせいで重たくなった肉棒は、ブルンとその太い竿を晒して、先端からとろっと我慢汁を垂らしていた。人がいないのをいいことに平然と男子トイレに俺を連れてきたあたり、山本さんは自分がどのように使われるべきかを弁えている。

「私の口はソトミチくんが射精するためのおトイレみたいなものだから、好きなだけ出してもいいけど……夜の分ぐらいは、残してね？」

　仁王立ちをする俺の前で、便器と同じぐらいの高さでしゃがむ山本さんが、上目遣いでそんなお願いをしてくる。山本さんは恋人になってさえ自らを性処理用の道具として自己認識しているわけだが、美優といいどうして可愛い女の子は彼氏のオナホになりたがるんだ。

「一回射精させてくれればいいよ。けど、しばらく我慢してたし、ものすごく興奮してるから、かなり濃いのが出ると思う。大丈夫？」

「うん！　頑張って飲むから、上手にできなかったら叱ってもいいからね？」

　山本さんを叱ったりなんてできるわけがない。いや、そういうプレイも想像してみると興奮するな。

「それでは、ソトミチくんにご奉仕のフェラチオを……チュッ……はむっ、ぐぷっ……じゅるるっ……じゅぱっ……じゅっぽっ……！」

「あっ、ぐあっ……はぁ……！」

　間髪入れずに山本さんはフェラを開始した。俺以上に性欲を溜め込んでいた山本さんは、個室とはいえほとんど野外に近いこの状況で、下品な音を出して俺の肉棒にしゃぶりついている。

「じゅるっ……ぷはぁ……ソトミチくんの、せいえきのあじ……ふあぁむっ……ちゅっ……おいひぃ……はぁ……じゅる、じゅぱっ、ぐっぽっ……じゅるるるっ……！」

　丹念に、かつ荒々しく、山本さんは俺のペニスを舐る。最初から射精させることが目的で、山本さん自身は気持ちよくなろうとはしていなかった。でもそれは、エッチに飽きただとか、早く園内に戻りたいとかではなく、処理を処理として済ませるための行為としてそうしているのだった。

「ちゅぱ、ちゅばっ……んっ、ちゅぷっ……すぐに出していいんだからね、我慢しないで……あむっ……じゅるるるうっ……！」

「ぅ……くうっ……！」

　ペニスを奥深くまで咥える山本さんからは、精液を出させたいという想いだけが伝わってくる。一緒に自分もオナニーをしたりだとか、これはそういうプレイとは程遠い位置にあった。恋人が勃起しているから射精させてあげるという、それだけの意思に山本さんは従ってフェラチオをしている。

「ああっ……あっ……そんな、手加減なしで……されたら、うっ、ああっ、はぁ、あああっ……！」

　恋人でありながら性欲を処理をするためだけの行為をする。そうした嗜好が男を興奮させることを、山本さんはわかっていた。ある意味ではリアリストとも呼べる、そんな価値観が、俺が美優と繰り返してきた淫らな経験と重なっていって──

「っ……!!　はぁ、うっ、ああっ……もう出る……山本さん……!!」

　びゅるるっ、びゅくびゅくっ──と、俺は興奮のままに山本さんの口内へと射精した。ごく自然に、自らの意思に近い形で、俺はついに山本さんのフェラで普通に射精してしまった。

「んぐっ……ん、んんっ……!?」

　それは山本さんからしても予想外の出来事だったようで、いきなり注がれた大量の精液を、山本さんは溢さないようにするのに必死だった。相手を好きになるほどに濃くなる俺の精液は、美優に出すときと変わらないぐらいの精子濃度になっていて、それを美優以外の女の子が飲むのは難しいはずだったのだが。

「ん、ごきゅっ……っ、ぷはぁ……。んふっ。飲んだよ」

　目を赤く腫らしながらも山本さんは精液を飲んでくれた。このときだけはどうあっても美優に負けられないと、そんな想いが強く作用したのか、山本さんは舌の上でしばらく精液を転がす余裕すら見せてそれを喉に流し込んだのだ。

「あ、ありがとう。スッキリしたよ」

　山本さんはそれからしばらく尿道に残った精液を吸い取って、ペニスの周りについた唾液を丁寧に舐め取ってくれて、最後はチュパッと空気の音をさせて口を離した。

「うふふ。なんだかすんなりと出たね」

　この結果がもたらしたものは、単に山本さんが俺を射精させられるようになったということだけではない。俺は山本さんとのエッチで射精をコントロールできるようになっていた。触れただけで射精してしまうわけでも、いくら刺激してもイけないわけでもない。

　気分が乗っていないときはまだ美優のことをオカズにしなければならないのかもしれないけど、ともかく今このタイミングで、俺と山本さんの悩みは双方を補完する形で解決されたのだった。

「山本さんのフェラでイけそうだったから、我慢せずにいたら出ちゃって」

「ほんと!?　わー、嬉しい……私、ここまで頑張った甲斐があったんだね！」

　俺と山本さんの関係は、そもそもが俺が美優以外をオカズに射精できないことが原因で始まったもの。それが解決されたことにはかつて感じたことのない感慨深さがあった。

「こんな場所で、ありがとうな」

「いえいえ。ソトミチくんのためなら、どこでも射精させてあげるからね」

　山本さんは上機嫌に立ち上がって、トイレのドアを開けた。感覚器官が異様に鋭い山本さんは聴覚のみで壁の向こう側に人がいるかどうかがわかるので、こうした人の少ないところであればすんなりと外に出られるのだ。

　男子トイレから出ると、眼前には遠くまで見渡せる広場があって、射精した後の景色はとても爽やかなものだった。

「ソトミチくん、ちょっとだけ待っててね」

　山本さんは近くにあった自販機で水を購入して、また公衆トイレに入っていった。それから数分してから、山本さんは空になったペットボトルを携えて出てきて、自販機横のゴミ箱にそれを放り込んだ。

「どうしたの？」

「お口をね、スッキリさせてきたの。ソトミチくんとはもっとキスしたいし」

「そういうことか。助かる」

　山本さんはポーチに歯ブラシを常備していて、俺とのデートではもはやトイレでのフェラチオぐらいは当然にあるものとして準備をしてくれていたみたいだ。

　それから俺たちは遊園地に再入場して、時間の限りアトラクションに乗っては、レストランでご飯を食べて、映画を元に作られた橋や泉を巡りながら、近くに設置されたベンチでイチャイチャしたりした。

　山本さんはいつでも、どこにいても、何回も俺のことが好きだと伝えてくれて、そのたびに俺たちは、人目に隠れてこっそりとキスをした。

　本当に山本さんと一緒にいると楽しいことが尽きない。どこで何をしていても幸せを感じる。

　それこそ、この幸福感を、手放したくなくなるほどに。

「山本さん」

「なあに？　ソトミチくん」

　空に薄っすらと暗がりが広がる頃。俺たちは人の少なくなり始めた広場から見える、静かな湖を眺めていた。アトラクションを目的に日帰りで利用していた客たちはもう帰路についていて、しかし、周囲が静かなのはそれだけが理由ではなかった。

「もう少し、こっちに寄って」

　キスがしたいから。

　俺がそう言うと、山本さんは嬉しそうに向かい合いになって、髪を耳にかけた。

　もとより手を繋いでいたぐらいの距離。それでも、キスをするためには、まだ遠かった。

「人が通っても、気にしなくていいから。いっぱいしよ」

　俺たちは抱き合って、キスをした。園内のある区画ではパレードが始まっていて、ほとんどの来場客がそちらに集まっている。花火の前の余興としてキャラクターたちが様々な乗り物と一緒に登場し、花火までのカウントダウンを行うその催しは、夏休み最後の特別イベントとして多くの人々が楽しみにしていた。

　俺たちもその行列に参加するつもりだった。でも、今は何より、遠くで賑やかな歓声と電子音だけが響くこの静かな空間が、俺たちには心地よかった。

「はぁ、はぁっ……っ、ちゅっ……山本さん……」

「んちゅっ……ぷはぁ……はぁ、はぁぁ……ん、ちゅっぷ……ソトミチくん……はむっ……んっ……んはぁっ……」

　アツく蕩けるほどの口づけに、このまま湖の底へ沈んでしまいたくなるほどの、甘い多幸感に包まれる。俺はとっくに山本さんに夢中になっていた。山本さんの居ない生活なんて考えられなかった。このテーマパークで過ごしてきた時間で、俺は改めて気づかされたのだ。これだけ一途に愛してくれる人を手放すなんて愚かなことだと。

　キスをして、抱き合って、それがもう何度目になるのかもわからないのに、渇望するほどの欲求に駆り立てられた俺たちは、まだ人の通りがあるその場所で激しく互いの体を求め合っていた。

「ねえ、ソトミチくん」

　離れた唇に、寂しさを覚えた。

　山本さんの目が真っ直ぐに俺を見つめている。

「これから──」

　言葉を紡ぐ山本さんの口元が、俺の視界の中で、無音のまま動いている。

『──二人で、花火を観て』

　音が遅れて届いた。景色がスローモーションに映っている。それから山本さんは、ゆっくりと、また何かを喋った。

『──夜は私の部屋で、たくさんエッチをして』

　遅れを伴って聞こえる山本さんの声。それでも、山本さんの唇を見ているだけで、何を言っているかが俺にはわかる。

『──それでね？

　エッチに疲れたら、二人でくっついたまま寝て。

　目が覚めたら、目的もなくダラダラして、目が合ったらその度にキスをして。

　起きたらソトミチくんが作った朝ご飯を食べるの。

　お出かけの準備をしてる間に、ソトミチくんがムラムラしちゃうから。

　ついでみたいな、でも、きっと何時間も終わらないセックスをして。

　それが終わったら、私と、ソトミチくんと──』

　その後に続いた言葉にドクンと心臓が跳ねた。俺は放心したまま跳ね回る鼓動を抑えることができなかった。山本さんの申し出を、受け入れたいと思ってしまったから。

『二人で、結婚しよ』

　山本さんの目には一切の曇りがなくて、俺が承諾さえすれば本気でそうする発言だったから、俺もその未来を現実のものとして考えた。ギリギリで婚姻年齢をクリアした俺たちは、これから籍を入れて、夫婦になることもできる。少なくともうちの両親は山本さんに反対なんてしないし、山本さんの奔放さからすれば、相手方の親も文句は言わないだろう。

　それでも、俺には。

　美優がいる。

「三人で暮らそうよ。私とソトミチくんは結婚して、美優ちゃんもこれまでと変わらずで。私は、それでいいから。美優ちゃんといつ何回エッチしたって、気にしないから」

　願ってもない申し出だった。それが全員が幸せになる最善の道であることを、同じ立場なら誰もが考えたはず。

「美優ちゃんと、赤ちゃんを作ってもいいから」

　俺と美優は兄妹で、あまつさえ血が繋がっていて、法的には婚姻関係にはなれないし、子を産めば戸籍上は片親になることが確定している。だが、そこに山本さんとの婚姻関係があれば、全員が養子として収まることができるのだ。

　世間に対する負い目もない。三人で一つの家庭を支えれば、一般的な夫婦よりもずっと楽に生きられる。そうした余裕は人生にも彩りを与えてくれる。

　だから、俺は、こう口にした。そうするしかなかった。

「俺も、三人で暮らしたい」

　彼氏だとか、彼女だとか、恋人感だとか、円満別れだとか。そうした煩わしさをすべて忘れて、愛しい二人の女性と一緒にいたい。

　心の底から強くそう思った。まだまだ山本さんとキスをしていたいし、これからもずっと、明るい笑顔の溢れる幸せな時間を過ごしていきたい。

「でも、結婚は、できない」

　自然とそう答えていた。頭の中で結論まで整理できていたわけではない。俺がそうすべきこととして、当たり前のように口にしていた。

「だから、いまの、このままの三人で、一緒に暮らせないかな」

　美優への気持ちの整理もついて、山本さんへの想いもはっきりした。俺は山本さんが好きで、それは他の何物でもなく恋心で、美優に向けている好意と何ら変わりはなかった。だから、二人を同時に愛していけると、俺はそう思っていた。

　なぜなら。

　山本さんが、俺を、そうさせていたから。

「ふふっ。そっか」

　山本さんは優しく微笑んだ。結婚しようと口にしたあの言葉が冗談だったはずもないのに、そこには後ろ暗さなんて微塵も感じることはなかった。

「はぁー。ダメダメ。私ったら、何を言ってるんだか。ソトミチくんには、美優ちゃんがいるもんね」

「え……？　あ、ああ。だから、美優と、山本さんと、三人で……」

　俺が美優のことも考えずにこんなことを口走っていたのは、それが山本さんの全身全霊に魅せられた俺の深層心理の答えだったからだ。

　いつか山本さんの部屋でのお泊まりで植えつけられた、俺が山本さんに本物の恋をしていた頃の潜在意識。それが、以前のデート──ぶどう狩りに行ったあの日に掘り起こされて、俺は一種の催眠にでもかけられたように、山本さんへの想いを消しきれなくなった。

　それを自覚したこの瞬間までの時間は、一種の潜在的なトランス状態だったのかもしれない。それでも、あれが恋だったことは事実で、それは今でも変わらないし、一片の偽りもない。

　本気で好きだった。

「それだとダメなの。今のままじゃ、私は美優ちゃんと同率の一番にすらなれないから」

　三人での暮らしでもいい。むしろそうなるのが山本さんの狙いだと思っていた。その予想は正しかったのだが、俺は山本さんの性格の大事なところを見落としていた。

　本当は悔しかったと、お泊まりの最後で山本さんが吐露した本音。本当は一番近くにいたいと、婚姻届けに冗談半分に下書きしていたときも、山本さんは寂しそうに呟いていた。そのあとだって、いつも山本さんは俺の一番近くにいたがった。

　美優の次として愛されるような関係では満足できなかった。

　これが山本さんにとって、一生のうちで初めての、本気の恋だったから。

「……そうか」

　納得をしてからは、現実の受け入れは早かった。

　魔法が解けたみたいに俺の体から熱が蒸発していく。

　これは美優が山本さんと、俺の二人に与えた猶予期間だったのだ。どうあがいたってそれ以上にはならないし、互いが満足さえすれば、終わってしまうもの。

　山本さんもすっかりと諦めがついたように、カラッとした笑顔になった。

「あーあ。最後の最後まで美優ちゃんの思う通りかぁ」

「仕方ないよ。あの妹だし」

「まあね」

　山本さんに全力でぶつからせて、それでもどうにもならないものがあると理解させる。自らの能力が優秀すぎる故の悩みだとわかっていたからこそ、遺恨なく解決するにはまず山本さんの好きなようにやらせて、手加減もさせないようにする。それこそが美優の考えた最も円満な別れ方だった。

「美優ちゃんもよくここまでやってくれたよね。私が乗り気だったから良かったけどさ、もし私が『どうぞお幸せに』ってどこかで諦めてたら、こんな計画も成り立たなかったのに」

「それもそうだな。だから、美優も半分くらいは賭けだったんじゃないかな？」

　美優は自信満々だったけどな。あれは俺を勇気づけるための方便だったのかもしれない。どちらにしても決着はついたわけだし、穏便に済んだってことで、いいんだよな。

「じゃあ、そろそろ……」

　パレードも終わるから、花火の見える場所に移動しよう。そう口にするつもりで俺は後ろを振り返った。ただ、それだけのつもりだった。

「待って……！」

　山本さんが俺の腕を掴んだ。骨が軋むほど強く。

　あまりの力の強さに俺はびっくりして、痛みに腕を振り払うと、その先に見えた山本さんの表情は今にも泣き出しそうだった。

　そして、その瞬間の気まずさを埋めるように、山本さんはまた笑顔で取り繕って、パッと両手を開いた。

「あっ……、ご、ごめん。せっかくだから、最後まで、遊んでいかない？」

「俺もそのつもりだし、花火が始まるから、移動しようかと思ったんだけど」

　互いに釈明をした。言葉だけをなぞれば、自然なやり取りだったかもしれない。

　再び歩きだして、花火の観賞に向かう俺の後ろを、山本さんはついてこなかった。二人の距離は開いて、俺が振り返ると、山本さんは何メートルも後ろで俺をジッと見つめていた。どうしたのかと、尋ねることすら躊躇してしまうほど、張り詰めた顔をして。

「……ごめん、なさい」

　声を震わせて山本さんが謝罪をした。咄嗟に俺の腕を掴んだことが、覆しようなく山本さんの本心を俺に伝えてしまったのだ。

「あ……あの……」

　か細い声で、山本さんの言葉が続く。

　そう。そうなんだ。簡単に諦められるはずがなかった。

　こんなやり取りで済ませられるのなら、最初から山本さんもここまで拘っていなかった。俺と美優の関係を応援してくれたのは他でもない山本さんなのだから、倫理を無視したデートなんかせずに「お幸せに」で終われていたんだ。それができなかったから、俺たちはこんなにも拗れていたというのに。

　美優はそこまでわかっていた。俺と別れるための約束を違えた時点で、山本さんの思考回路は自分ではどうにもならないほどぐちゃぐちゃになっていたんだ。相手に恋人がいるからとか、そんな真っ当な理性で物を考えることなどできないぐらいに。あのとき俺が山本さんをフったときからずっと。有り余るほどの優秀さで成立させていた優しさを、自分自身で全否定してしまうほどの、支離滅裂な思考と言動に苦しんでいた。

「最後に、聞かせて」

　拠り所のない思考に、山本さん自身もそれを、口にすべきではないとわかっていたはずだった。

「もし、あのとき、私が美優ちゃんとの恋を応援してなかったら」

　それでも、想いは口をついで出てしまった。

「あのとき、私がソトミチくんの恋人に立候補してたら」

　どうしてもこの状況に抗いたくて、そんな筋道などもうどこにもないのに、だからこそ、ありもしない架空の世界にしがみつくことしかできなかった。

「いまの私たちは、本物の恋人に、なれていましたか？」

　静まり返った空間に、風がなびいて、山本さんの髪をさらう。柵の向こうでは暗くなった湖面が波にゆらゆらと煌めいていた。

　返答には迷ったが、答えは直感的に出ていた。一切の誤魔化しようもなく、山本さんを傷つけるものだった。

　傷つけたくはなかったが、嘘をつくのが優しさとは思えなかった。仮にそれが山本さんへの痛みの押しつけになるとしても。思ったままを答えるのが最大の誠意だと俺は判断した。

「付き合ってたよ。あのとき背中を押されてなかったら、俺は間違いなく山本さんを選んでた」

　それが偽りのない答えだった。何をどう考えたって、もしあの時点から山本さんが俺に恋をしていたのなら、美優を諦めた俺が山本さんと付き合わないわけがなかった。

　もしそんなことになっていたとしたら。俺は今頃、山本さんと恋人として、この遊園地でデートをしていたはずなんだ。

「……そっか」

　何もかもを諦めたような吐息が漏れた。山本さんの声には、そうやって区切りをつけた気持ちが混じっていた。美優と山本さんの勝負に決着がついて、それと同時に、俺と山本さんがデートをする未来も、なくなった。

　俺と山本さんの、仮初の恋人関係は終わったのだ。それが明確になって、次にお互いにどんな言葉をかければいいかわからなくて、しばらくの沈黙が続いた。

　その静寂を破ったのは、遠くでバンッと弾ける火薬の音だった。カラフルな光が俺たちの横顔を照らして、眩しさの後にまた音が響く。何発もの大輪の花が、夜空に咲いては散っていった。俺たちは互いに何も言わず、華々しく輝いては消えていく花火の音を聞いていた。

　本当なら、それが今日のデートのメインイベントになるはずだった。横に並んで、手をつないで、同じ景色を共有したその思い出が、二人にとって大切なものになるのだと。そんな夢すら見ていたのに、恋人としての二人で過ごすはずだった時間が、今は虚しく消化されていくだけ。

　それが終わりの合図だった。俺と美優が恋仲になったことで、もう取り戻せないものがあることを、この曖昧な関係でずっと誤魔化してきた。

　山本さんが初めての経験に認められずにいたそれが、ついには否定しようのない形で突きつけられた。そして、とっくに限界を超えていた山本さんの心から、ついには感情が溢れ出した。

「──────!!」

　花火の音にかき消されて、山本さんの叫びは届かなかった。

　顔を見せまいと俺の胸に飛び込んできた山本さんは酷いぐらい泣いた。おそらくは彼女の人生でも今後一生ないほどの悲しい声を上げて。たくさんの後悔とわがままを吐き出し、痛いほど俺の手を握りしめて、震えを止めようとする体からは、横隔膜の痙攣が悲しいぐらいに伝わってきた。

　涙の染み込むシャツが熱さと冷たさの両方を宿していく。俯きに漏れる嗚咽だけが花火の音に消えていく中、俺は涙を流すまいと歯を食い縛って、ただ胸の中で泣き叫ぶ山本さんの頭を撫でてあげることしかできなかった。











０６．他人の彼氏









「おまたせしました」

　園内の化粧室の前で待っていると、まだ腫れの引かない目元以外は元通りの山本さんが戻ってきた。予定されていたイベントもほとんどが終わって、残っているのは宿泊予定の客ぐらいになっている。辺りはすっかり暗くなっていた。

「落ち着いたみたいでよかったよ」

　当たり障りのないことしか言えなかった。これから帰りの電車に乗って、最寄りからはバスに乗り換えて、それで、俺と山本さんの夏は終わりだ。少なくとも、友達を超えた関係としては。

「あの、さ。今夜は……うちに、泊まらない？」

　山本さんは後ろ手に指をなじって、首を傾げて、ぎこちない笑顔だった。

　まさかの申し出だった。ここまであからさまな決着がついたのだから、山本さんもすんなりと身を引くものだと思っていた。しかし、そう提案してきた山本さんの口調は、俺を繋ぎ止めるために必死になっているという風でもなく、何かの目的があって俺を誘っている様子だった。

「もしかして……」

　そこには、半ば確信的なものがあった。

「美優から何か言われてる？」

　俺がそう尋ねると、山本さんは静かに頷いた。こうしたまさかの展開が起こったとき、大抵は美優が絡んでいることを、俺もさすがに学習している。それはおそらく、山本さんが俺の介護にやってきた日に話がなされたものだ。

「山本さんがいいなら。俺は、構わないけど」

　そう思ったから、俺は深く考えずに承諾した。

「ありがと、ソトミチくん。じゃあ、帰ろっか」

　閑散とした遊園地を後にして、帰りの電車に運良く並んで座ることができた俺たちは、それでも会話の糸口を掴めずに無言のままだった。

　座席から伝わる振動だけを感じながら、俺は美優に送ったメッセージをぼーっと眺めていた。

『全部終わったよ。これから山本さんの家に行ってくる』

　こんな結末で山本さんは幸せだったのか。たしかに、中途半端な後悔を引きずり続けるより、こうして白黒つけたほうが山本さんのためにはなったのかもしれない。でも、山本さんの好意を高めるだけして、それを踏みにじるような別れ方はしないって、美優は言っていたのに。

　帰り道、友達の関係に戻ったはずの俺たちは、友達だった頃ほどの会話をすることはなかった。一見すると元気になった様子の山本さんに、俺はどんな話題を投げかけたらいいのかがわからず。最寄り駅で電車を降りて深夜バスに乗り込んでから、ようやく山本さんが口を開いてくれた。

「明日から学校だね」

　目を合わせないままの会話。今日で夏休みが終わって、始業式の後には授業が始まる。その後には受験勉強の忙しさに追われることになるんだろう。

「そうだな。なんだか変な感じがするよ」

　このひと夏で俺と山本さんには色んな事があった。それ以外にも、俺には美優やその友人たちとの、人には語れないような出来事があって、ずいぶんと濃い夏を過ごしたものだ。

　そんな思い出も、学校が始まれば日常へと溶けていく。俺と山本さんはクラスメイトで、結果だけを見れば夏の前後で関係には何も変わりはない。それでも、次に学校で顔を合わせることになったとき、俺はまた前みたいに話せる自信がなかった。

　これから、どんどん、疎遠になっちゃうのかな。フった側の俺が言える立場ではないんだけど。それは、すごく、寂しいことだと思った。

「はぁ〜。ソトミチくんと上手くいってたら、みんなに彼氏ができたって言うつもりだったのになぁ」

「マジ？　俺、殺されそうなんだが」

「へーきへーき。きっと時間が解決してたよ」

　俺と山本さんが恋仲になって、学校中で恨まれたりチヤホヤされたりして。そんな、ありありと想像を膨らませられた未来も、すでに儚い妄想に変わった。デートに来る前の山本さんは、俺の彼女になった未来を考えていたのだろうか。それを思うと余計に胸が苦しい。

　明るい会話だったはずの俺たちの声は、そこで途切れた。バスに乗っている間、俺は怖くて山本さんの顔が見れなかった。

　美優からの返事はまだ来ていない。通知を見るだけしてメッセージは受け取ったのか、あるいはもう寝てしまったのか。考えているうちに山本さんの家の近くのバス停に着いていた。バスを降りてから、俺たちは腕が触れ合うぐらいに寄り添って歩いて、それでも山本さんの部屋に着くまで、もう手を繋ぐことはなかった。

「どうぞ、お上がりください」

「なんだか久しぶりに感じるよ」

「うん。そうだね」

　ここは俺と山本さんが愛を育んだ部屋でもある。山本さんにとっても、俺をここに連れてくることは辛い記憶を呼び起こすはずなのに、どんな目的で部屋に招いたのだろうか。

「ソトミチくんにね、最後のお願いというか。実は、一つだけやり残してることがあって」

「やり残してること？」

　居間に入って、座る場所に悩む俺に、山本さんはそんなことを言った。

「お手紙を渡さないといけなくて」

「あっ、ああ……」

　その言葉を聞いて思い出した。俺がこの部屋で見つけた中身のわからない洋封筒。山本さんはそれを失恋レターだと呼んだ。美優が渡したらしいそれは、言葉通りの物でしかなくて、山本さんに俺へのさよならを告げさせるための手紙だった。

　山本さんはマットレスの隙間に入れられていたそれを引っ張り出して開封する。折りたたまれたＡ４サイズの紙を広げると、山本さんはそれを俺に渡してきた。

「いままで、私のわがままに付き合ってくれて、ありがとうね。美優ちゃんにも、ソトミチくんにも、本当に感謝してる。……で、だから、その……そこに書いてることは、履行したいなぁって……思ってるんだけど……」

　急にモジモジし始めた山本さんを怪しく思いながらも、俺は手紙に目を通した。それは、ある条件をもとに、山本さんが俺への恋を完全に諦めることを約束した誓約書だった。用紙の最下段には美優の筆跡と思しき署名がついている。

「というより、どちらにも拒否権はないんですが……」

「えっ……これが、美優から……!?」

　そこに書かれていた条件を要約すると『別れる前に俺と好きなだけセックスしていい』という文言が書かれていたのだ。

　当初よりこの約束は、俺とセックスをすることで山本さんに未練なく別れさせるために交わされていて、おそらくは俺が山本さんをフッたあの日に渡されるはずだったもの。山本さんの部屋から帰宅して、風呂場で美優に事の顛末を話したときに、俺が山本さんとセックスをしなかったことに驚いていたのはこの約束があったからだ。

「だから、あんなに本番を避けてたのか」

　契約の履行は持ち越しになって、恋心を捨て去ることも保留した山本さんは、自分の意思で俺とセックスすることをしなくなった。ラブホテルで俺に襲わせたのは、どうしても我慢ならなくなった山本さんの苦肉の策で、それだって美優の側から俺を射精させる許可が出ていなかったら諦めていたことだろう。

「これはもっと早くに渡すはずのものだったから。もう、効力としても怪しいし、逆に約束を守る必要もなかったんだけど」

　それはラブホテルに行ったときにも聞いた話。そこにはこういう裏があった。誓約書の扱いが曖昧になって、美優の策略によって正常な判断能力が失われても、その約束の形だけでも山本さんは守り続けた。

「でも、遊園地では、もう制限はなしだって言ってなかった？」

「それは、ね。どっちに転んでも今日で決着かなって思ってたから。ソトミチくんが私を求めてくれるなら、それはそれでもうこんな誓約書なんて意味は無くなるし」

　でも、結局は俺が山本さんのものになることはなく、いまはこうして、細い約束だけが残っている。この山本さんとのセックスは美優も合意している。わざわざ紙にして署名までしたのはそのためだ。どんな流れでこの状況に至ろうと、俺が美優に確認を取る必要がないように。

「なるほどな。で、拒否権がないってのは？」

　聞こえていたけどあえて後回しにしていた。どこかの悪魔の囁く姿が絵に浮かんだからだ。

「もし私が負けを受け入れたら、それがどんな結末だったとしても、絶対にこの手紙の中身は実行しろって……美優ちゃんが……」

　こんな状況まで見越しておいて、やっぱり悪魔だなあいつは。

　しかし、そうか。この終わりを残酷なものにするかどうかは、俺次第ってこともでもあるよな。

「するよ。俺も、したいから」

　俺にも繋ぎたい望みがあった。こんな中途半端な別れだけはどうしても受け入れられない。俺が強くそう思ったのだから、つまりはそういうことなんだ。

「ほんと!?　あ、ありがと……」

　山本さんは感謝を口にしてから、その誓約書に履行済みとしてのサインを書き加えて、それを封筒に戻した。たくさん泣いて、一区切りがついたから、もう気持ちの整理もできただろうなんて、ここまで付き合わせた俺がそんな雑な片付け方をしていいはずがない。

　最後まで俺らしく足掻くんだ。こうして俺が考えることだって、美優はお見通しなんだろう。

「ソトミチくん」

　手紙を仕舞った山本さんは、指先に迷いを残しながらも姿勢を伸ばして立って、俺と向かい合った。

「私、今でも……たぶん、これからも、ずっと。ソトミチくんのこと、好きだからね」

　それは、俺たちにとって、とても大切な。でも、もう何の意味のない告白だった。

「俺も、山本さんのことは、ずっと好きだよ」

　告げられた言葉に、本音を返すか、迷いはしたけど伝えることにした。いずれは真実を受け入れるしかない山本さんに対して、嘘をつくことには意味がないと思った。この夜に残された時間も俺は正直でいよう。

　今にしてわかったんだ。この手紙がどれだけ山本さんを苦しめてきたのかを。美優は俺に、山本さんが望むままにデートをして、エッチも許して、できうる限りの彼氏らしい振る舞いをしろと言った。俺はその指示に従っている間、山本さんとの距離は縮まっていくばかりで、いつかは本物の恋仲になってしまうのではないかと心配ばかりしていたけど、現実は真逆で。

　どれだけ俺との楽しい時間を過ごしても、部屋に帰ってくればまた、山本さんはこの手紙によって現実に引き戻される。静まり返った、一人きりの場所で。二人の仲が恋人らしいものへと近づくほどに、冷静になってしまったときの苦しみは激しくなって、それはいつしか山本さんから理性を奪うほどになった。だから、その呪縛から抜け出すことのできる唯一の道として、山本さんは美優に持ち出された勝負に乗るしかなかった。美優と俺の仲を応援したい気持ちと、俺の一番になりたい想いの、その自己矛盾に苛まれ続けて、最後に踏み込み過ぎた結果が、今日なんだ。それこそが、美優が山本さんに掛けた、魔法だった。

「エッチの前に、シャワー浴びよっか？」

「そうしようか。だいぶ汗もかいたし」

　山本さんと俺は風呂場に移動して、そこでお互いに服を脱いだ。当たり前のように一緒に入ることにしてしまったけど、どうせこれからセックスをするのだし、気持ちを慣らすにはちょうどいいよな。

　山本さんのむっちりとした裸に、乳首はピンと勃っていて、山本さんはこっそりと洗濯機にパンツを放り込んでいたが、この様子では股の濡れ具合も相当なものだろう。

「ううっ……そんな目で見ないで……」

　惨めさという種類の羞恥に耐えられず、山本さんはその裸体を腕で隠した。どうしてこんな状況で興奮してしまうのかと、情けなく思いながらも欲情してしまうことへの申し訳なさは、俺がこれまでのエッチで長いこと経験してきたものだ。だから、その気持ちは非常によくわかる。

　俺はトイレで抜いてもらったから性欲は落ち着いているが、山本さんは朝からずっとお預けをくらっているのだ。美優の命令によって強制的にエッチをすることになったとはいえ、好きな人とのエッチが何より好きな山本さんが、この状況に興奮しないわけがなかった。

「あ、あの……」

　山本さんがいじらしくねだるような視線を向けてくる。

「キスは、したら怒る？」

　セックスが許可されているのだから、キスぐらい……と、普通の男女ならなるのだろうが、交友関係においてまずエッチが先にくる俺にとって、その質問がなされるのは当然のことだった。

「怒らないよ。山本さんからしづらいなら、俺からもタイミングを見てするから」

「ほんと？　それは、嬉しいな」

　山本さんは淑女然とした雰囲気になって、俺の提案を喜んでくれた。

「と、いうことでだな」

　キスではないんだけど、と申し訳なさを呟きに滲ませながら、俺はパンツを脱いだ。こんな流れでちゃんとセックスができるのか心配していた俺のイチモツは、きっちりとビンビンになっていた。欲情されると嬉しい、とは美優の口癖だが、山本さんが俺とのセックスに興奮してくれているのがわかって俺も感化されてしまった。

　山本さんは俺の勃起に視線を落として、それから、少しだけ笑った。

「この硬いのにキスすればいい？」

「あいや、そうじゃなく……普通にフェラを……、まあ、キスもしてもらえるなら、お願いしたいけど」

「うふふ。はーい」

　山本さんはしゃがんで、たっぷりのキスをペニスにしてから口に咥えた。わざわざシャワーを浴びる直前で、すぐにお湯でキレイにすることもできたのに、山本さんは何ら迷いを抱くこともなく陰茎を舐めてくれる。トイレでしてもらったときとは違って、貪るような舌使いではなく、トイレで出した後の精液の残滓を丁寧に舐め取るようにしゃぶってくれた。

「じゅっぷ……ちゅくっ……じゅるっ、じゅぱっ……んっ……」

「うっ、あぁ……気持ちいい……」

　この慎ましやかな感じ、たまらない。女の子が粛然とフェラをしてくれるだけで俺の心は満たされる。

「へろっ……むちゅ……ぱぁ……、結構、調子良さそう？」

「ああ、だいぶな。念のため、本番まで射精は控えるけど」

「ふむふむ」

　山本さんはまた咥えようとして、亀頭をぺろっとだけして、また口を離した。

「記念にパイズリもしておこうか？」

「あ、ああ。そうだな」

　なんの記念かは分からないけど。

　山本さんは両手で左右の乳房を持ち上げて、それで俺の陰茎を挟み込んだ。

「ん、しょ……はぁむっ……ちゅぶっ……」

「あ、ああっ……いっ、やば……」

　たゆんたゆんと揺れる山本さんのおっぱいに俺のペニスは包まれて、ギリギリで見え隠れするその先端が、浅いフェラチオによってぐぽっぐぽっと控えめながらも淫靡な音を立てる。

「ううっ……ちょっと、良すぎるなそれ……あっ、あっ……」

「むふふ。ちゅるっ……じゅぽっ……じゅっぷ……我慢汁、美味しい……あむっ……じゅるっ……」

「く、うぅあっ……」

　まずい、射精しそうだ。性欲には自信があるけど、いまは一瞬でも賢者タイムに入ってしまったら、その先を上手くやれる気がしない。

「はむっ、ちゅぷっ……ちゅっぱっ……」

「す、ストップストップ。もうイっちゃいそう」

「ん？　そう？　じゃあふーふーしないと」

　山本さんは俺の肉棒をおっぱいと口内の熱から解放して、ふーっと優しく息を吹きかけてきた。その瞬間、俺のペニスがビクビクッと激しく疼き上がった。

「あっ、うああっ……！　そ、それも、ダメなんだ、ごめん！」

「このふーふーも美優ちゃんで経験済み？」

「……う、うん」

「まったくスケベな兄妹なんだから」

　俺が瞬間的に射精を我慢できなくなると、それが美優との経験に紐づいていることがバレてしまう。難儀な体質になったものだ。

「そしたら、次はシャワーだね」

「ああ。同時に洗うでいいんだよな？」

「ん？　うん。んふふ」

　山本さんは俺の質問に含み笑いを浮かべた。わざわざ一緒にシャワーを浴びるのだから、交互に洗い終わるのを待つのでは意味はないし、つまるところそれは洗いっこをするという暗黙の同意を示している。

　浴室に入って、先に洗われる側になったのは山本さんだった。俺は石鹸を専用のネットで泡立てて、それを山本さんの体に塗りたくっていく。どこもかしこもモチモチでエロい。

「ソトミチくんの硬いのがお尻に当たってる」

「どうにかベッドまで保ちそうだよ」

「やった」

　俺は興奮を維持するためという名目の元に、山本さんの指に収まり切らないほど大きい胸を揉みしだきながら、ペニスを臀部に挟んだ。膝を伸ばしている状態では入るはずもないのに、肉棒が石鹸でぬるっとしてるだけで、途端に生挿入を連想した脳から危険信号が発出されて、それがドキドキに変わっていく。妹に興奮してしまうこともそうだが、こうしたスリルに昂ぶってしまう体質もまた自制していかなければならない。俺が子作りする意思を示したら美優は絶対に断らないからな。

「ベッドでするときは、ゴムはつけるんだよな？」

　念のための確認。仮に遊園地でのことが上手くいっていたとしても、山本さんはゴムありでセックスをする予定だったみたいだし、それは今でも変わらないはずだとは思っている。

「つけるよ。ピルを飲む約束は、避妊を確実にするためだから。それになんだかんだ言っても、私も生は未経験だし……中出しはまだちょっぴり怖くて……」

「なるほどな」

　責任を取る覚悟と、いざ身籠ってしまうことを考えたときの未知への恐怖は、また別のものだ。エッチの快楽で高揚しているときならまだしも、中出しをするのはピルを飲んでいても怖い。それが普通のこと。

　そう考えると、実の妹にがっつりと中出ししている俺って……。

　美優と生でヤリまくっていることは、聞かれるまでは黙っておこう。

「次はソトミチくんの番だよ」

「お、お手柔らかに」

「安心して。射精させないようにちゃんと加減するから」

　山本さんはネットで石鹸を泡立て直して、それを両手につけてから、まだお湯で流していない肢体の隅々までを使って俺の体を洗ってくれた。

「うっ、ふぅ……山本さんの体って、こういうプレイに使うと凶器だよな……」

「ソトミチくんならタダで時間も無制限ですよ」

「気持ちよすぎて申し訳なくなってきた……うっ、あっ……！」

　首や下腹部などの敏感なところは、手で直接弄られて、それ以外の部位は山本さんのおっぱいがキレイにしてくれた。硬いままの乳首を背中に感じて、前方で放置されている肉棒がピクピクしている。それから、山本さんは俺の横に回って、谷間と股の間でそれぞれ俺の腕と脚を挟み込んで体を上下させた。

「ま、待って、それやばい、マジでイク……！」

「えー？　勃起してるとこには触ってないよ？」

「それでも、おっぱいの刺激が強すぎて……」

「あらあら。なら仕方ないから洗い流しちゃおっか。腕をおっぱいで挟まれるだけでイッちゃうソトミチくんも見てみたかったけど」

「な、何卒、ご容赦を」

　山本さんは悩ましく上下させていた体の動きを止めて、もう何回も寸止めを食らっている肉棒をエッチな刺激から解放してくれた。それから山本さんはシャワーからお湯を出して、二人分の泡を流した。

「楽しいね、ソトミチくん」

「ああ」

　そうして、すっかりと体から泡が消えた後も、山本さんはしばらくお湯を出しっぱなしにした。どちらから声をかけることもなく、浴室にはシャワーの音だけが響いて、背後の山本さんのことは見えていないけれど、自分の体にかけるためにそうしているわけではないことはわかっていた。

　しばらくして山本さんはお湯を止めた。シャワーヘッドを台に掛けて、ポタポタと、髪の毛から水滴が滴る。

　とんっ、と背中に乗る重みがあった。さっきまで賑やかだった浴室は嘘のように静まり返っている。山本さんが泣いていた。

「うー……どうしてこうなるの……」

　楽しいことだけに没頭したい。だが、それも今となっては容易いことではなかった。「やっぱり、やめようか？」なんて言葉もチラつくほど、山本さんは辛そうで。いくら美優からの命令でも、俺が断れば終わりにできてしまうこの夜は、しかし──これまでで一番の強さで抱きついてきた山本さんの踏ん張りで、もう少しだけ頑張ることになった。

「んー……っ！　よし！　本番、いっちゃおう！」

「そんなに元気で大丈夫？」

「うん！　大泣きしてからはほんとに楽になってるの。だから、またこんな風に落ち込んじゃうことがあっても、すぐに回復するから、見守ってて」

「そうか。わかったよ」

　俺たちは浴室から出て、体を拭いて、服は着ないままベッドに移動した。エッチが始まってしまえば、またイチャイチャした世界に没入できるはず。

　そう信じて、まずは膝立ちで山本さんにフェラをしてもらって、竿にコンドームを装着した。仰向きに寝転がる山本さんに、正常位で挿入をする、ごくありふれた恋人らしいセックス。俺は山本さんの蜜口に勃起したペニスを触れ合わせた。

「山本さん、いくよ」

「きて。いっぱい、感じさせて」

　俺は山本さんの膣内にペニスを挿入して、それからしばらくは緩慢な動きを続けた。そのほうが山本さんに竿の感触が伝わりやすい、というのもあったのだが……。何よりも、シャワーの最後であんなことになってしまったせいか、思っていたより膣内の濡れ具合が足りず、激しくすると痛くしてしまいそうだった。

「山本さん、気持ちいい？」

「うん。すごく、いい。だから、続けて」

　言葉だけの返事だった。でも、山本さんにはそれ以外に選べる答えがなかった。ここで気持ちよくないと口にしてしまったら、山本さんにとって最後のセックスの記憶は、また悲しいだけのものに塗り替わってしまう。

「ソトミチくん。やっぱり、お願い。キスして。そしたら、きっと濡れるから」

　山本さんも自身の具合はわかっていて、俺を誘うように腕を伸ばしてきた。本当なら俺からのキスを待っていたかったはずなのに、それを無視してまでキスを求めたのは、山本さんがもう限界だったからだ。

　俺は山本さんの首の後ろに腕を回して、体を密着させて、抱きしめながらも舌をねじ込んだ。触れるだけのキスでは今の山本さんには足りないことがわかっていた。同調するように山本さんからのキスも激しくなって、俺たちはこれ以上に密着しようのない体の隙間を、それでも埋めるようにして腕の中に引き合っていた。

「んっ……ちゅっ……はぁ……んんっ……ちゅぱっ……！　そとみち、くん……じゅるっ、ちゅっ……ちゅぱっ……ふぁあっ……はぁ……！」

「はぁ、んんっ……やまもと、さん……ん、ちゅるっ、じゅっぷっ……！」

　互いに貪るようなキスをした。欠けた心の足りないものを埋めるように、快楽よりもその激しさだけを求めて、邪魔な思考など入り込む余地がないほどの行為に耽っていく。

　そこには満たされるものなど何もなくて。やがてその激しさにすら慣れた体は、悲哀という感情をチラつかせて、山本さんは俺と唇を離すと、泣きそうな顔で俺の腕を掴んだ。

「ソトミチくん……もっといっぱい挿れて……もっと、奥を……強く突いて……！」

　山本さんに懇願されて、俺は力いっぱいに腰を振った。労りなどない強引なセックスで、それでも山本さんが辛いことを一時でも忘れられるならと、俺は硬い肉棒を何度も膣内で突き上げた。だが、どれだけピストンをしようとも、いつものように愛液が溢れるあの水音が響くことはなかった。

　いつしかそんな行為の無意味さをお互いに悟って、それがわかったから、俺は腰を動かすのをやめた。それからしばらくは、息の上がった二人の呼吸だけがあって、ドクドクと激しい脈がこめかみを通り抜ける痛みだけに救われていた。

「どうして……私……こんなにわがまま言って……もう済んだはずなのに…………まだ……」

　山本さんは涙の潤んだ顔を、両手で覆った。気持ちよくなれないのは、後悔があるからだと。後悔があるのは、俺への気持ちを捨てきれないからだと。山本さんは自分を責めた。

　手紙を渡してからのセックスは、恋の終わりを誓ったもの。俺への恋心を完全に捨て去るという約束だけは、どんなことになっても守らなければならない。しかし、こんなセックスが最後になるのは、山本さんにとって死ぬよりも辛いことだった。

「ねえ……お願い…………お願いだから……私、やっぱり……」

　そして、ついに山本さんは口にしてしまった。

　言葉にしてはならない、その最悪を。

「二番目でいいの……ただの、セフレだって、いいから……。これからも、私と……」

　今日という日の、その全てを無駄にする願いだった。それでも、俺は山本さんの気持ちが理解できてしまったから、慰めることも諭すこともできなかった。

　いつしか山本さんの瞳からは、それを叶えようとする意思は薄れていって、それでも消しきれなかったその想いは、心の奥底にひた隠しにされた。

「ソトミチくん」

　山本さんの声は震えていた。

「キス、して」

　涙を流したままの精一杯の笑顔で、もうそれだけしか望めるものがなくて、最後のひと欠片に望んだのが口吻だった。

　俺は山本さんの頬に両手を添えて、親指で涙を拭った。溢れてきたばかりのそれはとても冷たかった。

　結局は何もしてあげられないまま。キスをしてしまったら本当に全部が終わってしまう気がして、俺は慰みに応えたい想いを必死に堪えて、掛ける言葉を探した。

　それでも、どれだけ考えを巡らせても、山本さんを救える方法は見つからなかった。責任を取ると意気込んだところで、そこに能力が伴わなければ、結局は後悔することしかできないのだと。自分の無力さを、ただ思い知らされるだけだった。

「他人の彼氏とヤリまくっておいて、よくもまだそんなわがままを言えるものですね」

　凛とした声が通り抜けた。視界の外、ドアのある方から、聞こえるはずのない、いや聞こえてはならない人物の声が、はっきりと俺たちの耳に届いたのだった。

「えっ──」

　俺がその音源の方へ振り返ると、そこには見間違えようもない、俺の実の妹が相変わらずの仏頂面で、腰に片手を当てて立っていたのだ。おっぱいの膨らみが目立つＴシャツに、珍しく短いスカートを合わせて、細身ながらもムチッとしたふとももを露出させている。

「み、美優!?　おまっ、な、なんでここに!?　ドアには、たしかに鍵を……！」

　突然の美優の出現には山本さんも驚いていて、目尻から流れていたものも乾いていた。行為の最中はいっぱいいっぱいだっただろうから、もしいま美優が侵入してきたのなら気づかなかったのも仕方ない。だが、何かしらの方法でこの部屋に潜んでいたのであれば、さすがに山本さんが察知していたはず。

「誓約には文面外の条件が二つあるんだよ」

　美優は俺たちに近づきながらそう言った。あの契約を交わすための取り決めの一つが、山本さんがピルを飲むこと。そして、二つ目のそれは……

「私にスペアの鍵を渡しておくこと」

　美優は我が家のものではない鍵を取り出して、それをテーブルに置いた。

「奏さんなら、いざともなれば腕づくでお兄ちゃんを部屋に監禁したり、強制的に中出しさせたりもできるからね」

　美優の言葉に、ようやく現状を理解した山本さんも反応した。

「し、しないもん」

「できるかどうかが問題なので」

「それは……できるかで言われれば……そうだけど……」

　そうなのか。まあそうだよな。俺を動けなくすることも無理やり興奮させることも山本さんならワケはない。俺が美優をオカズにしなければ射精ができないとはいえ、それも例の加工写真のようにいくらでも抜け道はあるのだ。

「とりあえず、一旦、場をリセットというか、まずは服を着てからだな」

　俺と山本さんはまだ繋がっていて、それを引き抜こうとする俺を、なぜか美優が制した。

「いいよ、そのままで」

　またわけのわからないことを言い出した。

「さっきは二人で、ずいぶんとキスで盛り上がってたみたいだけど」

　ちょっと棘のある声で美優は続けた。

「キスがそんなに特別なんだ」

　どうやら、美優はさきほどの山本さんの懇願を聞いていたらしい。いったいいつから部屋にいたのやら。

「山本さんとは、まあ、な……」

　今日が初めてで、それが最後になるのだから、セックスをするのとは別に満たされるものがあった、はずだった。

「ふーん」

　美優は俺と山本さんの結合部に視線を落とした。勃起はまだギリギリで維持されて、山本さんの膣内に挿入されている。すでに由佳とのことで経験はあるとはいえ、セックスの真っ最中を見られるといたたまれない気分になる。

「気持ちいい？」

「それは、まあ……でも、いまは……」

　山本さんの膣内が乾いてしまっているので、これまでに比べると快感の度合いは天と地ほどにかけ離れていた。

　山本さんは申し訳無さそうな顔をしている。俺も心から気持ちいいと言えるぐらいのセックスをしてあげたかった。

「これまでのは？」

「それはもちろん、気持ちよかったよ。他にないぐらい」

　山本さんとのセックスはどれも幸せだった。男としての悦と楽に満ち溢れる山本さんのご奉仕精神は、たとえ美優でさえ追いつくことはできないであろう境地に達していると断言できる。

　特に本気の山本さんはすごかった。カラオケでも、ラブホでも、トイレでも、射精のために尽くしてくれる山本さんに、恋人としての愛情も加わって。

　他にはない──と、つい口をついて出てしまうほどに、山本さんとのセックスは気持ちがよかった。

「じゃあさ」

　美優の顔が近づいた。

「私とするのと、どっちが気持ちいい？」

　尋ねられた瞬間、脊椎まで凍るような感覚があった。とんでもないことを聞かれていた。この状況で、悲しみに暮れている山本さんを前に、していい質問ではない。

　だが、そうだ──俺は大きな勘違いをしていた。美優は徹底的にやると言った。他でもないこの美優が徹底的にやると言ったのだから、ただ山本さんを泣かせたぐらいで、済ませるはずがなかった。

「気持ちいいほうに、キスして」

　この状況で考えうる最低の命令だった。しかし、それは山本さんにとって、因果応報と言えるものでもあった。なぜならその質問は、まさしくこの部屋で、俺が山本さんとセックスをしているときに、山本さんが美優との通話中にしてきたものなのだ。

「お、同じくらい……かな……」

　嘘をついたつもりはなかった。なのだが、実際には俺はもう否定ができないほどのシスコンで、ロリコンなので、実のところ明確な答えは別にあった。だが、その答えを聞くことは、山本さんからしたら、あるいは縛られて無理やり犯されるより酷い。

「強いて、どちらかと聞かれると、美優かもしれないけど……」

　俺はどうにか無難な答えで乗り切ろうとした。

「言ったよね？　気持ちいいほうにキスしてって」

　それは当然のごとく許されなかった。キスをしなければならない。山本さんよりも美優とのセックスが気持ちいいと感じている、その証拠として。もうあんまりだってぐらい酷い仕打ちなのだが、それでも、俺にはそれができてしまえるのだった。なぜなら、俺の体はもう山本さんと美優のエッチを比較をすることに、慣らされてしまっていたからだ。

「あの、ソトミチくん……？　まさか、こんな状況で……」

　せめて嘘だったとしても自分にキスをしてほしい。そうすべきだし、そうしてくれると、山本さんは俺に対して思っていたのだろう。

　でも、現実は非情なのだった。俺にとっては妹とのセックス以上の快楽は存在しない。これだけはまさしく天地がひっくり返ったとしても変わらない事実だった。

「山本さん、ごめん」

　俺はそれだけ告げて。

「んっ……」

　美優にキスをした。

　下半身は、山本さんと繋がったまま。

「はむっ……ちゅっ……じゅっちゅるっ……ちゅぱっ……ふぁ……お兄ちゃん……」

「美優……っ……んっ……」

　それから、俺は美優とキスをし続けた。そのとき山本さんがどんな表情をしていたのかは、本当にわからない。だが、問題が起こったのは、その次のことだった。

「んあっ、ふぇ？　そ、ソトミチくん……なんだか、ナカが……あっ……！」

　結合部を押さえて悶える山本さんは、急激に膣内へと伝わってきた快楽に混乱していた。

「おっ、おっき……いいッ……！　だめっ、こんなの……あっ、あんっ……！」

　美優とのキスによって、俺のペニスが奮い勃っていた。濡れの足りない山本さんとのセックスで、萎えかけていたはずの肉棒が、またたく間に硬さを取り戻して山本さんの膣内で肥大化していく。

「ま、待って待って、なに、これ……ひゅごっ、あんっ、ああっ……!!　ら、らめえっ……!!」

　美優のせいでスイッチの入ってしまった俺のペニスに、山本さんが一人で感じている。その最中にも、俺と美優はキスをしていた。次第に熱を増していく舌の奪い合いに、横目で山本さんのことを見ていた美優は、少しの間だけ唇を離した。

「お兄ちゃん。奏さんとの契約は、まだ履行中でしょ？　いつまでも止まってたら可哀想だよ」

　美優は義理堅いのでこんな状況でも自らが認めたことは完遂させる。それに対して、俺としてはこんな状況で山本さんとセックスをするのはよくないことだと思った。だが、俺のペニスの肥大化によって、敏感なところに当たるようになってしまった山本さんの膣内が、気づけばびしょびしょになっていて。そのあまりの気持ちよさに、俺の腰は勝手に動いていた。

「ダメダメっ、ストップ……こんなのイヤ、あっぐああっ、んああっ……ひぃふあぁあっ、あっ、あっ、おね、がい、止めてぇっ……！」

　すでにイッているようですらある山本さんは、俺のピストンから伝わる快楽を、素直に受け入れることも、拒絶することもできなかった。美優に無理矢理やらされているだけのセックスは屈辱的なのに、膣をペニスで刺激されて伝わってくる快感は、拒否できるはずなどない最上級の幸せだったのだ。

「うううっ……なんで……なんでぇっ……ソトミチくんと、してるのは……あっ、ふぁあっ、あああっ……私、なのにぃっ……！」

　目の前で熱烈なキスを見せつけられて、それは自分とのセックスの気持ちよさを比較された結果で。自分がこうして気持ちよくなれているのでさえ、自分の大好きな人とキスをしている、妹のおかげだった。

　それは山本さんからしてみれば寝取られに等しい状況だった。しかも、セックスをしているのは山本さんのほうであるにも関わらずにだ。その屈辱は、過去すでに、同じ場所で味わっていたもの。人生で二度目となる、セックスをしている側での寝取られだった。

「うっ、やば、これ……出そうかも……」

　山本さんとは別に、俺もイきそうになっていた。由佳としたときから俺の体は女の子に無理やりすることで興奮するようになっている。

「出しちゃえば？」

「それはさすがに……」

　あまりにも行為の相手を軽視しすぎている。当然、山本さんは俺たちの会話を聞いていて、

「イヤッ……そんなのやだぁ……！　そとみち、くん……んあっ、ああっ……私の、こと……見て……！」

　山本さんはイキそうになる俺を止めようとしてきた。それでも、美優からのゴーサインを出された俺が、パンッ、パンッ、と腰を打ちつけると──

「ひぃいあっ、ああっ……んぐぅああっ、あっ、ああっ、あんああっ……ふぁ……ああああっ……!!」

　山本さんは快楽に喘いで、それからは何も言語として発することができなくなった。

「お兄ちゃん、我慢しないで」

　美優に促されて、それから、俺は再び美優とキスをして。舌を絡ませながら、少しだけ強引な美優の愛のこもったくちづけに、びゅくっ、びゅくっ、と、俺は呆気なく射精をしてしまったのだった。

「はぁ……はあぁ……ふあ……っ……あっ……」

　俺が腰の動きを止めた後も、山本さんは体をビクビクと痙攣させていて、すっかりとイキまくっていたらしい。その絶頂の波が落ち着いたところで、ようやく美優は俺から視線を外して、山本さんを見下ろした。

「男が射精するよりも前に断りもなくイクだなんて。女が成っていませんね」

　厳しい叱咤が飛んだ。よもや山本さんも、エッチに関して叱られることがあるなど、思いもしなかっただろう。

「うううっ……私だって、頑張ったのに……」

　山本さんはまた泣いた。でもそれは、今日これまでの一日で自らへの呵責に苦しんでいたものとは違う、ただ美優に泣かされているだけの山本さんがそこにいたのだった。

「頑張ったって。さっきも言いましたけど、お兄ちゃんは私のものなので」

「それは……。たしかに」

　納得してしまった。そんなトンチンカンなやり取りに、一旦場が静まり返って。

「よいっ、しょっと……」

　なぜか、唐突に美優が服を脱ぎ始めた。

「なに……やってんだ……？」

　俺も射精をして、山本さんとのセックスは終わった。だというのに、美優はＨカップになったブラジャーを外して、たぷんとその大きな乳房を揺らし、続けてパンツに指をかけてそれを床に下ろしていた。

「なにって」

　その直後、俺と山本さんが耳にしたのは、ごくごく予想のついた、しかし、とても受け入れがたいセリフだった。

「私もしようかなって」

　まさかの展開に、漏れる声すらなかった。驚きの連続で理解が追いついていない。

「それは……ソトミチくんと、美優ちゃんとで……？」

「他にないじゃないですか」

　美優は切り捨てるように言って返した。つまりはこれから俺とのラブラブエッチを山本さんに見せつけるということである。

「他人の彼氏とこれだけやりまくっておいて、ちょっと泣いたぐらいで許されると思ったんですか？」

　どうやら相当恨んでいたらしい。好きにやらせていたのは自分だというのに。あまりに身勝手で最低な美優らしいやり方だった。

「だから、ね？　お兄ちゃんも……」

　美優は山本さんの膣から俺の肉棒を抜いた。山本さんから「ああっ」と切ない声が漏れても、気にすることなどなく。

「たかだか一回ぐらいで、終わると思わないでね」

　美優は俺のペニスからコンドームを取り去ると、すっかり小悪魔モードになった顔で俺の目を覗き込んできて、生の肉棒をさすりながら唾液に濡れた舌を出して見せたのだった。











０７．どうしようもないブラコンの妹と、イチャラブセックスを見せつけられて泣かされた親友と、最後には３Ｐが始まる話









　異様な光景だった。単身用の狭いマンションの一室で、男女がベッドの上で三人、裸になっている。一人は俺のクラスメイトである友人で、さっきまでセックスをしていた束の間の恋人。もう一人は俺の実の妹で、これから俺とセックスをしようとしている本物の恋人。そして、このめちゃくちゃおっぱいのデカい美少女二人とセックスをするのが、つい数ヶ月前までは冴えない童貞だった俺だ。

「あの、美優ちゃん。何を、するつもりなの……？」

　山本さんはベッドの端で、俺にイかされて火照った体をどうにか落ち着かせていた。美優が現れたことそのものよりも、いまここで俺と美優がエッチをしようとしていることに困惑しているようだった。

「何かと聞かれると。とりあえず、お口で出してあげようかなと」

　美優は俺のペニスを優しく握って、それをさすりながら卒なく答えた。ペニスを握られている俺も裸だし、会話をしている二人ももちろん裸で、ブラジャーもしてないのに球状に近い丸みを下乳に帯びた乳房を重たそうにぶら下げている。

「お口でって……その……ふぇ、フェラするってこと……？」

「それ以外にありますか？　奏さんも散々してきましたよね？　私のお兄ちゃんに」

「そ、それは……そうだけど……」

　山本さんは妙にドギマギしていた。この中の誰よりもエッチ慣れしているはずなのに、その表情を見ているだけで、山本さんの異常な心拍が伝わってくるほどの緊張ぶりだった。

「このベッドでするのは……さすがにマズいんじゃないか……？」

　俺は山本さんに直接話しかけることができず、美優に小声で話しかける。流れ的には致し方ない部分もあるとはいえ、このベッドはこの先も山本さんが寝るのに使うのだし、あるいはいつか未来の彼氏とセックスをすることになるかもしれない場所でもあるのだ。そんなところで別のカップル（しかも過去唯一本気で愛した男とその妹）がセックスをしていた思い出など、山本さんからしたら堪ったものではないだろう。

「私とお兄ちゃんがこのベッドでエッチしたらマズいですか？」

　美優は俺の質問を平然と山本さんに打ち返した。

「えっ……ああ……まあ、それはそうかもだけど……」

　それについては「言われてみれば」というぐらいだったようで、山本さんの反応はごく薄いものだった。目の動きを見るに、山本さんが意識をしているのは俺ではなく、美優のほう。もっと言えば、その美優の裸であり、慣れた手つきでさりげなく俺のペニスをシゴいている手だった。

「いや、だって……二人は……その……」

　山本さんは言い淀んで、美優に対して申し訳なさそうにしながらも、その感情は言葉にされることとなった。

「そういうこと、本当にしてるんだなぁ……って……」

　緊張を含んだ声音で、目を伏せる。

「ずっと前から知ってたじゃないですか」

「う、うん……それは、そうなんだけど……」

　山本さんは片腕で胸を抱いて、人魚のように脚を揃えて身を小さくする。実の兄妹で性行為をしている姿は山本さんにとって想像していた以上に衝撃的だったようだ。

　美優の言う通り、山本さんは俺と美優がセックスをしていると前から知っていた。問題なのは、それが言葉上でのやり取りでしかなかったということ。なぜなら山本さんは俺と美優が一緒にいるところを見たことなんて、デパートと自宅の二回だけしかない。しかも、そのいずれでも、美優はただの世話焼きでクールな妹としてしか振る舞っていなかった。

　山本さんは経験豊富とはいえ、あの不健全組とは違い、真っ当なセックスしかしてこなかった人だ。彼女たちと仲良くしているとつい忘れそうになってしまうが、常識が捻じ曲がっているのは言わずもがな俺たちのほうなわけで。思い返してみれば、山本さんはいつだか俺と美優がセックスをしていることについて、何か言いたげにしていたこともあった。そして何より、初めて俺と美優が兄妹でエッチをしていると知ったとき、他の誰よりも驚いていたのが山本さんだった。

「私とお兄ちゃんは兄妹で、奏さんとのデートがなければ毎日のようにエッチしてますよ。……昨日もお兄ちゃんは、私をエッチに誘ってきてたんだよね」

「そ、それは……夏休みも終わるし……溜まってたし……」

「そうなんだろうね。あれだけ出したのに、まだこんなに硬くして」

「み、美優……あ、あっ……」

　セックスの後でヌメり気を帯びている俺のペニスを、こちゃこちゃと卑猥な音を立てて山本さんの意識を引こうとする。山本さんは俺とのエッチを繰り返してしまった罪悪感からか耳を塞ぐこともできなくて、複雑な表情で目を泳がせていた。

「中途半端なセックスでお兄ちゃんも不完全燃焼でしょ。私がちゃんと出してあげるから、ここ来て」

　美優は山本さんへの無礼など意に介さず、床に降りてから俺をベッドの縁に膝立ちさせた。そして、俺のペニスの先端に唇を近づけると、睨み付けるようにして俺を見上げてきた。今の俺は美優と心が通じ合っているので、その視線が意味することはすぐにわかった。山本さんに兄妹の仲の良さを見せつけるのだから、早くイったりしたら承知しないという意味が込められている。

「イキたくなったら、口に出していいのか？」

「口以外のどこで出すの？」

「そう聞かれると……でも、山本さんの前だし……」

「そんなの気にしないで、お口にいっぱい出して」

　美優は甘い声でそう言ってから、小さな口をいっぱいに開いて、俺の肉棒を奥まで咥え込んだ。

「はむっ……ちゅるっ……ぱっ……あんっ……じゅるっ……じゅっぷ……」

　緩やかなストロークで、何度も舌を絡めて、唾液の混ざる音をチュパチュパと響かせる。じゅるっ、じゅぶっ、とフェラチオによる卑猥な音が響いて、それを聞いているはずの山本さんは、ベッドの隅で俺たちから視線を逸らしていた。そして、ときおり、ほんの一瞬だけ、チラとこちらを見て、それから顔を真っ赤にして顔を背ける、ということを繰り返している。

「あぁ……ぅっ……美優、頼むから、手加減を……あっ……ああっ……」

「んっ……じゅるっ……ぶっ……ちゅっ……ん、喘ぐのは構わないけど。イクのだけは我慢してよね」

「わ、わかってる……わかってるけど、くっ、あっ……！」

「はむっ……じゅるるっ……じゅるっ……ちゅっぷっ……」

　美優はここが山本さんの家であることなどお構いなしに俺のペニスをしゃぶっている。その雰囲気に同調するように、俺も快楽から漏れ出る声を抑えられなくなって、持ち主が蚊帳の外になっているベッドの上では兄妹でのフェラチオが堂々と行われていた。

「んっ……あむっ……ぢゅっ……ぷっ……はぁ、お兄ちゃん、きもちい……？　んむぅ……じゅるるっ……ちゅぅ……んっ……」

　美優は元から激しいフェラチオというものはしないので、あくまでも動きの少ない口技に空気を多く含ませているだけ。しかし、美優が相手となると、そんな控えめなフェラが俺の性感にハマって、強く射精欲を掻き立ててくる。

「気持ち良すぎて、そろそろ限界が」

「ん……ちゅっ、ぱっ。もー、早いんだから。じゃあ奏さんより私のフェラのほうが気持ちいいって、素直に言えたら射精してもいいよ」

「おまっ、まだ、そんな」

「でも実際、私のフェラのほうが気持ちいいんでしょ？」

「それは…………まあ……そう、だけど……」

　否定できる要素が無さすぎて、そう口にしてしまった俺がチラと横目で山本さんを見やると、そこには寂しそうな顔で傷心している裸の美少女の姿があった。

「なら練習した通りにちゃんとイってね」

　美優は俺の腰を掴んで、ベッドの段差でちょうど膝立ちした顔の位置で屹立している俺の肉棒を、正面から包み込むように丸呑みしてきた。

「ぢゅうっ……ちゅるるっ……はむっへろっ……ちゅるっ……ちゅうぅぅ……ちゅっぷちゅっぷっ……」

「あっ……ぐっ、あっ、あっ……！」

　美優は俺のペニスを根元まで咥え込んで、あえて首はほとんど動かすことなく、舌さばきだけで俺の性感帯を責め立ててくる。

「ああっ、ああっ……！　だ、ダメだ、そんな、されたら……！」

　腰の引ける俺を視線で制して、美優はイクなら絶対に言えと念押しの睨みを利かせてくる。そんな兄妹の性行為を目の当たりにしている山本さんは珍しいくらいに耳まで真っ赤だった。

「あああっ……ああっ……気持ちいいっ……山本さんのフェラより、イイッ……ふうぅっ……ああっ……！」

「ちゅるっ……はむっ……ちゅっ……おにいひゃん……んっ……らひへ……ちゅうっ……ちゅっぷっ……」

「はぁ、ああっ……こんな気持ちいいの……他の人じゃ……っ……はあっ……ああイク……イクッ……!!」

　いつしか俺は自ら腰を振って、すでに喉奥まで使っているであろう美優の口内にペニスの全体を擦りつけて、欲望のままに性欲を解き放った。

「はぁ、ああっ、イクっ！　イクッ！　もう……出るッッ──!!」

　びゅっ、どりゅりゅっ、びるるるぅ、びゅくっ、びゅびゅっ──!!

　一度口にしてからは、思いのほか淀みなく出てきた言葉にそのまま興奮を乗せて、俺は美優の口内に大量の精液を射精した。すっかりと太ましくなったその竿の中から、それに比例して量の多くなった白濁液が、睾丸から押し流されては美優の口へと注がれていく。美優は喉の奥を強く締めて、精液が直接胃袋に流れないように、口に含むことのできる許容量のいっぱいまで貯めてそれを舌で味わい尽した。

　美優は口からペニスを抜くと、ドロっと粘着く精液の液溜まりを口を開いて見せてくれた。それを山本さんは、見たくないはずなのに見てしまっていて、その量と濃さと、自身のフェラよりも断然気持ちいいと言われながら射精されたことへのショックが、かなり堪えている様子だった。唇を真一文字に強く結んで、泣き顔になりそうな自分を必死に抑えている。すでにボロボロになった自尊心に追い討ちをかけられて、それでも自分が悪いことをしてきた自覚があるが故に、ただひたすらに自分を責めることしかできずにいる。

　そんな山本さんに、フェラ抜きを終えた美優が、目線を移した。それはこれまでのように、山本さんの精神状態を見るための確認作業とは違い、明確な山本さんへの目的意識を持って向けられているものだった。

　美優はベッドに四つ足で乗り上げると、今度は俺が端に行くように顎で指示をした。俺がそれに従ってベッドのスペースを空けると、美優はハイハイで山本さんのすぐ近くにまで寄って、両手を引っ張った。

「わ、私？　何かな？　ごめんね、ベッドは、好きに使ってていいから……」

　山本さんは俺と美優との口淫を目にしながらも、頭の中では俺に執着してしまったことへの後悔ばかりが巡っていて、上手く状況が飲み込めていないようだった。ベッドの中央に出てくるように腕を引かれて、それは本来であるならば、美優が俺の精液を口に含んだままということから後の行動は予測がついたはずなのに。

「美優ちゃん……ふえ、あっ、ちょっ……！」

　美優が正面から山本さんに乗り掛かって、山本さんはベッドに押し倒されて腕を動かせないようにされた。腕力なら美優に負けるはずもない山本さんも、今まさに反省をしていた謝罪すべき相手に組み敷かれたとなっては、無理に押し退けるという選択を取ることもできず。

「んっ!?　んんっ……っ……あっ……んぐぅっ……!?」

　無抵抗の山本さんの口に、美優は容赦なく舌を捻じ込んだのだった。

「お、おい、美優、なにして……！」

　垣間見えたその瞬間に、二人の唇は俺の精液を口移しするために隙間ほども離すことなく重ねられていた。それから、美優の髪で口元が隠されて、それでもぐちゅぐちゅと淫猥な唾液の交換がなされていることは、その音と動きでわかった。美優が自身の舌を山本さんの舌を絡ませて、お互いの舌で俺の精子を挟み、すり潰して、無理矢理に精液の味を感じさせている。向かい合うようにして重なった女の子二人の裸体が、苦しみと興奮に身を捩って、抜け出そうとする山本さんとそれを阻止しようとする美優の肢体が絡み合っていた。

「んぐっ……んんっぅっ……!!　んっ、んンンッー!!　ふぅ、ん、んんっ……んんんっ……!!」

　山本さんの表情が苦悶と快楽に歪んで、そうしているうちに口内の精液を全て山本さんに移し終えた美優は、嬲るようなくちづけをやめて山本さんを解放した。

「んっ……むっ、ちゅっ……ぷは。……どうですか？　奏さん」

　犯していた側の美優も、疲れと発情とで息が上がって、活性化した血流に色白な肌がほんのりと赤みを帯びていた。

「これが女の子を孕ませたくて射精するときのお兄ちゃんの精液ですよ。ご自身が飲まれていたものがどれだけ精子の薄いものだったかご理解いただけましたか？」

「むぐっ……うぅ…………うっぐっ……」

　涙を堪えて、鼻の啜る音に、心が痛んだ。美優に体で教えられた悔しさと、飲み込めないほどの精液の苦さに、もう何度目かわからないぐらい山本さんは泣かされていた。半分は俺のせいとはいえ、こんな追い込み方はあんまりだ。

「お兄ちゃんがきちんと射精できるのは妹だけなので。これまでの一度でもお兄ちゃんを満足させられていたなんて思っているようでしたら、そんな勘違いは改めてくださいね」

　重ねられた言葉に、喋ることができない山本さんは、涙ながらに何度も頷いて了承をした。それから美優は、山本さんの両頬に手を添えて、

「でも、その体の出来の良さと技術だけは認めてあげます。こんな順でなければ、お兄ちゃんの性処理に使ってあげてもよかったかもしれません」

　それは、他の人とのセックスを絶対に認めたくないと口にした美優にとっての、最大の賛辞だった。山本さんの側からすればそんなことは知る由もないのだが、美優の声音が友好的なものに変わったことには気づいたようで、強張っていた体からは緊張が抜けていた。

「では飲むのは勘弁してあげます」

　美優は山本さんに優しくキスをして、さっきの強引にねじ込むような舌使いとは違う、親愛すら感じさせるほどのねっとりとした接吻で口内の精液を舐め取っていった。

「んっ……ふぅ……あっ……美優ちゃん、女の子同士で……上手すぎ……」

「ちゅっ……んっ……私は別に抵抗ないですし。奏さんはいちいち細かいことを気にする性分ですね」

「いや、兄妹とか、女の子同士は、普通じゃ……あっ……んっ……」

　そして、山本さんの口内の精液をキレイにしたはずの美優は、なおも唇を重ねてキスを続けた。同性でのキスに戸惑いを隠せない山本さんに、それを上回るほどの快感を与えて、俺がいる手前、最後まで抵抗しているように見せていた山本さんは、美優が唇を離す瞬間には快楽に身を委ねているようですらあった。

「はぁ……はぁ……うぅ……どうしよう……私……」

　山本さんは両手で顔を覆ってうずくまった。女の子のキスで気持ちよくなってしまったことに罪悪感を感じているのかもしれない。また一つ山本さんの中で常識が破壊されてしまった。

「では奏さんは邪魔なので、またすみっこで大人しく見ててください」

「え？　あ、うん……」

　山本さんは美優の指示に大人しく従って、四つ足立ちで移動をすると、ベッドの端で俺たちが見えるように膝を抱えて座った。乳房は膝に潰された分だけハリを増し、膝の間の暗がりには、山本さんのアソコが薄らと見えていた。美優に嬲られた影響か、遠目でも湿っているのがわかるぐらいに濡れている。

「あの……何を、見てればいいのかな……？」

　すっかりと考える力を失った山本さんが、美優に尋ねる。

「私は妹なので。お兄ちゃんの性処理をするだけです」

　美優がそう言って視線を向けた先が俺の股間で、そこは自分でも信じられないぐらいにビンビンに勃起していた。

「それも出してあげるから。お兄ちゃんは足をこっちに寄越して仰向けになって」

「す、すまん……」

　俺も申し訳なさに素直に従うしかなくて、ベッドの中央に下半身がくるように仰向けになり、その性欲にだらしのない生殖器を美優に預けた。

　美優は寝転ぶ俺に近づいてきて、顔と顔が接近する。あどけないながらも凛々しい顔つきの妹で、眼下では意識を背けられないくらいの実り豊かな双房と、まだ見慣れない淡い色の乳首が、否応なく俺の性欲を煽ってきた。

「……えっ。み、美優？　何をする気だ？」

「だから、セックス」

　それは何に対する「だから」なんだ。

「……あっ、え？　す、するの？　そ、そっか……じゃあ……あの、ゴムならいっぱいあるから……」

　これから俺と美優のセックスを見せつけられることになると悟った山本さんが、動揺を隠しきれないながらも、俺とのセックスで使っていたコンドームの繋ぎを千切って美優に差し出した。

「何ですか？　それ」

　美優はそれだけ言って、上向きにそそり立った俺のペニスに秘所を密着させると、俺に抱きつくように体を寝かせた騎乗位の姿勢になった。

「だって、コンドーム……つけないと……」

「私とお兄ちゃんの間に、そんな不純物は不要です」

　美優が腰を落として蜜口で俺のペニスの先端を咥え込むと、山本さんは血の気の引いた顔で固まった。

　山本さんも、気づいているはずだった。俺と美優がもう中出しまで経験しているということに。しかし、山本さんにはちょっとした思考の偏りがあって、察してしまったものが受け入れ難い事実だったとき、それをギリギリまで選択肢として考慮しない傾向がある。

　そして、美優がピルを飲んでいて、この行為がセーフティであることがわかっていたとしても、兄妹でのエッチを目の当たりにして気を動転させてしまうような山本さんには、俺と美優の生セックスを見て平静を保っていられる自信などなかったのだ。

「美優は、大丈夫なのか？」

「平気。中出し一回ぐらいなら、気合いで耐える」

　美優は俺に中出しをされると、正気でいられずにラブラブモードになってしまう。もしこの場でそんなことになったら収拾がつかなくなるからな。

「美優ちゃんも、準備はしてるのかもだけど……ソトミチくんの中出しは危ない気が……」

　山本さんがモジモジとしながら発言したその内容は、たしかに俺の精液の量と美優との相性を考慮すれば真っ当なもので、美優もその忠告には同意見の様子だった。しかし、それでも。

「構いません。というより、私は今すぐにでも受精したいぐらいの心持ちなので、奏さんとはお兄ちゃんに孕まされることへの覚悟が違います」

　どこか心配にもなる美優の切り返しに、山本さんは想いの差を感じ取ったのか口を噤んだ。事実、美優のことだから、もし明日妊娠したとしても幸せな人生を送れるだけのプランは考えているはず。俺にだってどんな困難でも美優となら乗り越えられる自信があって、だから、ピルを飲んでの中出しで美優が俺の子を孕む可能性がコンマ数パーセントにも満たないのであれば、性的な快楽を優先するために生セックスをするのは断然アリなのだ。

「これ以上焦らされたら変になっちゃいそうだから、挿れちゃうね」

　俺と生殖器の入り口だけを共有していた美優は、蜜穴からダラダラと汁を漏らしていた。昨日の夜にセックスができなくてツラかったのは美優も同じだったのだと、その体のアツさから俺は感じ取ることができた。だから、最後は俺が、自分で腰を動かして美優に挿入をした。

「あんっ……ん、ああっ……!!」

　ズブブッ、とペニスを膣に挿入された美優が、背中を仰け反らせて嬌声を上げた。

「わっ、わっ……あぁ……っ！」

　剥き身の陰茎がピンク色の肉穴へと入っていく瞬間に、山本さんは何かを言いかけて、それでも俺と美優の生セックスを止めることはできなかった。

「美優、っ、はあ……気持ちいい……ッ！」

「ふぅ、ああっ……お兄ちゃん……すっごい、おっきぃ……！」

　自分勝手に大きく腰を振って、できるだけ雑で速いピストンを心がける。美優が俺の肉棒の感触に集中してしまわないように、セックスをしているという感覚だけで美優を責め続けた。

「ふぅ……あ、ああっ……美優っ……くっ……ああっ、気持ちいい……！」

「はぁ、はぁっ…お兄ちゃん……奥、きてる……！」

　生でのセックスとはいえ、山本さんの前でまだ理性は強く残っているし、ここまでは美優も余裕がある状態──だと、思っていた。そんな俺の見積もりは、ごく甘いものだったようで。

「くぅぅ……はぁ……美優の膣内、ぐちょぐちょで……吸いついてくる……！」

「ふぁ、あっ、お兄ちゃん、だめ……ちょっと、すとっぷ……！」

　俺に身を委ねていたはずの美優が、俺の両腕を拘束するように抱きついてきて、腰の動きを止められた。

「はぁ、っ……美優……？　どうしたんだ？」

　俺の顔の横に両手をついて体を起こした美優の体が、小刻みに震えていた。どうしたことかと美優の顔を覗いてみると、もうびっくりするぐらい屈服するのが早かった美優の惚けた表情がそこにはあった。

「ごめん、お兄ちゃん。やっぱり無理かも」

　声音だけは申し訳無さそうにする美優の腰が前後に動いていた。もぞもぞと小さな動きで、俺のペニスの形を感じ取ろうとするように、欲しいだけの刺激を貪っている。

「おい、待て、美優。ここまでやっといて、そんな……！」

　俺を餌に緻密に計画を練り上げて、最後には散々山本さんを泣かせて、意味ありげにセックスまで見せつけておきながら、このどうしようもないブラコンの妹は最後の最後に性欲に負けて全部をぶん投げやがった。

「うぅ……だって、お兄ちゃんが奏さんとばっかしてるから、私は何回も一人でしてたんだよ？　こんな……っ……あっ……お兄ちゃんの、おっきいのが入ったら……もう無理に決まってるもん……」

　美優が段々と知性を削ぎ落として幼児化していく。そしてついには、美優はしゃがみ姿勢になって、腰を上下に振り始めた。

「み、美優……それは、ダメだっ、あっああっ……！」

　ばちゅん、ばちゅん、とお尻をスタンプさせて、まさか美優が騎乗位で自分から動くなんて思っていなかったせいで、俺のペニスもすっかりと快楽にやられて血流の限界いっぱいまで肥大化してしまった。

「あっ、しゅごっ、おっき……らめ、あっ、あっ……！」

　美優はカリがＧスポットを擦るように亀頭を腹部に経由させて、膣奥にある子宮口に触れた瞬間にグリッと抉るような挿入を自分からしていく。山本さんに見せつけるためだけの激しいセックスをしなければならないのに、美優はそんなことはもう忘れてしまったかのように俺のペニスを味わうセックスに夢中になっていた。

「お腹、ぎっちり……ふぁ……ううっ……苦しいの……しゅ、き……っ」

　美優の狭い膣が俺のペニスをキツく絞ってくる。その声は完全に性欲モードの甘ったるさになって、ひたすらに肉欲を貪っていた。

「お兄ちゃんもういいからちゅーして、一番奥で出して」

「そんなことしたら、美優は……」

「いいからぁ……おにいちゃん……」

　舌っ足らずな声でおねだりされて、それがあまりにも可愛かったから、俺も美優の体で思い切り気持ちよくなりたくなってしまった。もうこの射精だけは好きに済ませてしまおう。

「ほんと……どうしようもない妹だな…………んっ……ちゅっ……」

「ふむぅっ……んあっ……おにいひゃ……ひゅき……んっ……ちゅっぷっ……へろっちゅっ……」

　上下に重なって、舌を絡ませて、ピストンなんてすることもなく、ただひたすらに美優の子宮口へと亀頭をグリグリさせる。

「んんっ……あ、ああっ……！　それしゅき……もっとして、きもちい……っ、ひあっ……！」

「美優、美優っ……すごくいいよ…………ふうっ……あああっ……！　小さい体で、奥まで咥えこんで……はぁ、あああっ……ぐっ……ぜんぶ、気持ちいい……!!」

　もはや美優とセックスしてるだけで、悪いことしてる気分になってくる。そして、それがたまらなく興奮する。

　兄妹でセックスをしていることも、幼い体にペニスを挿入していることも、そのどちらもが俺を最高に滾らせていた。美優の小柄な体を抱きかかえると、なおその実感は増して、背徳感への同じ興奮を共有している俺たちは劣情のままに抱き合った。

「んっ……じゅるっ、ちゅっ……ぷはっ……美優……美優……っ！　もう出すよ……膣内で、射精するからな……!!」

「んああっ……ああっ、っ、ああああっ……!!　出して、おにいちゃん……っ、ああっ、せーし、出してぇっ……!!」

　蜜壺を勃起した竿でかき回す俺の腹部に、飛沫となって美優の淫汁が飛び散る。抽送よりも子宮を擦ることを優先した膣内の刺激に、美優が先に絶頂して、キツく締まる膣の蠕動につられるようにして俺は射精をした。

「美優……出るッ……ああ──ッ!!」

　どくっ、どくっ、どくっ、どくんっ──と、ペニスが膨らんでは尿道から精液が吐き出されて、俺のペニスに空間のほとんどを占領されていた美優の膣内は、一瞬で俺の精液に満たされた。濃い精子の塊が美優の子宮に密着した状態から侵入を始めて、その全てが美優の卵子を求めて泳ぎだしている。

「あぁ……っ、はぁ……。美優……すごくよかった……」

「ふぁあっ、はあっ、はあっ……お兄ちゃん……だいすき…………んっ……ちゅっ……」

　美優にキスをされて、精液を注いだお返しに、愛情をいっぱいに注がれた。汗ばんだ肌はその雫を乳首の先に集めて、それを手で拭うと美優が色っぽく身を捩った。これだけ可愛い妹がいて、他に望むものなどないと。キスに交わる美優の体温を感じながら俺は夢心地に浸っていた。

　そんな俺が、山本さんのことを思い出したのは、コンドームの個包装が床に落ちる音を聞いたときだった。ついに中出しの瞬間を目撃してしまったことに、山本さんはショックを受けて固まっていた。そして、同時に美優も山本さんがいたことを思い出したのか、中出しされた証拠を見せつけるように、力の入らない腰を頑張って持ち上げてペニスを引き抜いた。ドロッと俺の腹部に熱い体液が流れ落ちて、美優の子宮にたっぷりの精子が種付けされたことを、山本さんはその目で認めることになってしまった。

「お兄ちゃんの、お掃除してあげるね」

　美優はいつにないほど優しい声で、そんなことを言ってくれた。俺の腹部に溜まった大量の精液を満足そうに眺めながら、股の間に移動した美優がまだ硬いままの竿をペロペロと舐めてくれる。

「ありがとう……美優。すごく気持ちいいよ」

「いえいえ。お兄ちゃんのためですから。まだ硬いけど、出そうなの？」

　美優はからかうように聞いてくる。

「あと一回ぐらいなら、出るかも……」

「そういうときは一回じゃ済まないでしょ、まったく。私がおかしくなる前にスッキリしてよね」

　と、こんなやり取りをしている俺たちなのだが。ここは他人の家のベッドで。その持ち主である山本さんは、この甘ったるいセックスの一部始終を目撃していたのだ。

「うっ……う……うううっ〜……」

　また、山本さんが泣いてしまう。ただ快楽を目的として兄が妹の膣内に精液を流し込むという、非道徳的な行いを目の前で繰り広げられて、ショックだか悲しみだかわけのわからない感情に涙を流してしまう。

　それがむしろ、良識ある人間の、正常な反応のはずだった。

　でも、どうやらここが、山本さんの脳が何もかもを投げ捨てるまでの臨界点だったようで。

「むぐぅうう……もー！　他人のベッドでイチャイチャしくさって！」

　頬をいっぱいに膨らませて、美優に負けないぐらいに幼児退行した山本さんが、コンドームを投げ捨てて俺たちのもとへと飛んでやってきた。

「美優ちゃんもソトミチくんも兄妹でそんなにエッチなことして。今日まで真剣に悩んでた私が馬鹿みたいじゃない」

　ムスッとした顔で愚痴を垂れる。そんな山本さんに、美優は流し目で意味ありげに微笑んだ。

「ようやく現実を理解しましたか」

「二人のラブラブっぷりには勝てないことがよくわかりました」

　山本さんは辟易するようにため息をつく。その態度に美優がいつもの厳しい言葉を切り込んだ。

「ここまでしないといけなかった私の身にもなってください。お兄ちゃんとエッチしてるところを他人に見られるのがどれだけ恥ずかしかったと思ってるんですか」

「うっ……そこは、ごめんね」

　敵対していたはずの二人は、いつの間にか打ち解けていた。お互いに抱えていたものが色々とあったんだな。

「ねえねえ。私もお掃除の手伝いしてもいい？」

　山本さんが勃起した俺のペニスを指でつつきながら美優に尋ねる。

「まあ、きちんと反省もしたみたいですし、私もやり過ぎた自覚はあるので今回は許可してあげます」

「やった！」

　美優は竿とその周囲に付着している精液のお掃除を山本さんに任せて、俺のお腹に垂れた精液を舐めてキレイに吸い取ってくれた。愛液もだいぶ混ざってはいそうだけど、その点は美優なら大丈夫そうだな。

「ソトミチくんの、ちゃんとおっきくなってるやつが舐められる……はぁ……むっ……じゅるるっ……ちゅぷっ……」

「うっ、あっ……山本さん、そんな勢いでされたら……！」

　勃起したペニスを口いっぱいに広げる山本さんに、美優は構うことなく、精液を全て舐め取ってからその舌を俺の胸元へと伸ばしてきた。そして、美優の口が俺の乳首にまで達すると、じゅぶっと空気を含ませる音を立てて吸い付いてくる。

「あっ……ああっっ……!!」

　突然の快感に、思わず体が跳ねた。乳首とペニスの両方を舐められる感覚が俺を抗いようのないほどの興奮状態に駆り立てている。大団円になってつい油断をしていたが……もしかしたら、俺はいま大変な状況にいるのかもしれない。

「お兄ちゃん、しばらくは射精禁止だよ」

　それは美優によって言い渡された、俺の体への絶対遵守の命令だった。射精しろと命ぜられればいくらでも精液を吐き出すこの体は、当然、射精をするなと命じられればどれだけ刺激をされても精液が出なくなる。そうして快感を発散する術を奪われた俺は、山本さんのペニスフェラと、その横に並んで合流した美優のタマフェラによって、ダブルの刺激に犯されることになった。

「ああっ……あっ……あああっ……!!　だ、ダメだっ、それは……はぁ、あああっ……待って……うっ、ぐっ……ううっ、はぁ、ああっ……!!」

　竿の先から陰嚢の根元まで、チロチロと細かな舌使いでくすぐられては、口に丸呑みして下品な音を立ててくる。その刺激が各所同時に与えられて、やがて美優のフェラが合流した俺の肉棒は左右から美優と山本さんの二人に舐め回された。

　大人びた優しい顔の山本さんと、まだあどけない美優の勝ち気な目が、俺を一点に見つめている。そんな二人の口から伸びた舌が俺の男性器を舐め回して、下半身はゾクゾクと身震いしていた。

「イッ……ぐっ、ああっ、はあっ……い、イク……イク、あっ、ああっ──!!」

　ペニスは脈打って、それでも射精が行われることはなく、性欲だけがひたすらに蓄積されていく。山本さんが唇を竿に這わせて、美優が亀頭をしゃぶって、二人の顔が近づくと、俺のペニスを間に挟んでのベロチューにただ蹂躙されるだけだった。

　俺はその快楽だけで悲鳴を上げて、それでも射精をすることは許されず、ついには俺までもが涙を流すことになった頃にようやくダブルフェラでの快楽責めが終わった。

「お兄ちゃん喘ぎすぎ。ここマンションだよ」

「私が苦情を受けるんだから、できるだけ静かにね」

　そう言って四つ足で迫ってくる二人は、仰向けに寝転ぶ俺の左右にそれぞれが控えた。右側には美優がいて、その小柄に不釣り合いな豊乳が、ムチッとその存在を主張してる。左側には山本さんがいて、妖艶とさえ思わせるほどのエロいボディからは、溢れんばかりの肉感が乳房を見ているだけで伝わってくる。そんな二人が俺の眼前にご褒美をぶら下げて、射精をさせる気なんてさらさらないくせに、俺に二人分のおっぱいを味わわせようとしてくるのだ。

「……っ、あぁ……こんなエロいもん、見せられたら…………！」

　俺が二人の巨乳を揉みしだくのはすぐだった。すぐさま美優の乳首にも吸い付いて、それでもまだ山本さんのおっぱいが片方余っているのだから、これほどの贅沢はもうこの人生であり得るわけがなかった。

「んっ、ああっ……！　お兄ちゃん、がっつきすぎっ……ん、あっ……！」

「いい歳して妹のおっぱいにむしゃぶりつくなんて、意地の欠片もないところもステキだよ、ソトミチくん……ひぁ、あっ、あはっ、んあっ……」

　二人分のおっぱいを揉みしだきながら、美優と山本さんの乳首を交互にしゃぶっていく。常に両手の指から肉が溢れて、この両手で得ることのできる最上の至福を俺が味わっていると、そそり立ったまま放置されていた俺の肉棒が見えないところで何かに挟まれた。それは俺のペニスの上部と下部、カリと根元を同時に刺激する形になって、その感触は限りなく手コキに近くて、美優と山本さんが足の指で俺の肉棒をシゴいているのだと気づくのはすぐだった。

「あっ、あっ、ああっ……!!　やばっ、あああっ……、それっ、がぁっ……ああっ……!!」

　このエッチな美少女二人は、俺の目の前にまで這い寄って来ておっぱいで視界を塞ぎ、その陰では左右の足の俺に近い側を持ち上げて肉棒を足の指の間に挟んでシゴいている。接触面積の少ない足での刺激も、二人分ともなれば相当なものだった。

「はぁ、あっ、もう、無理っ、ムリだぁっ……射精したい……射精させてくれっ……!!」

　美優に射精を禁止されて空撃ちしかできない俺に、それでも二人は足コキすることをやめない。

「ソトミチくん、我慢汁だけでもう射精してるみたいにドロドロだよ」

　俺が悶えるほどにペニスの滑りはよくなって、余った皮で擦るだけだった足の動きが、竿の全体を撫で回すように激しいものへと変わっていく。

「あっ、ああああっ、あっ、んああっ……！　だっ……があぁあっ……！　しぬっ……出したい、出したい……っ!!」

「もう、お兄ちゃんったら」

　頭がおかしくなりそうな射精欲に、俺が絶叫していると、美優が足コキをしながらも俺の耳元に顔を近づけてきた。

「いいのかな。そんなすぐ出しちゃって」

　ボソッ、と、囁くような声で。美優の吐息が耳朶にかかる。

　俺はビクッと反応してしまって、それをチャンスと見た山本さんまでもが、不敵な笑みを浮かべてもう片方の耳に近づいてきた。

「そうだよ、ソトミチくん。こんなに気持ちいいのに射精しちゃうなんて、もったいないよ」

　俺は二人の巨乳を揉むのをやめられないまま。両耳を別々の声に支配されて、最も敏感な場所も刺激され続けている。一人だけでは反対側へと逃げてしまう力も、それを逆側からもう一人が挟み込むことで、手コキと変わらないぐらいの圧力になっていた。

「せっかくだから……耳も舐めてみよっか」

　美優が片方の耳でそう囁くと、まるで二人の意思が繋がっているみたいに、山本さんが反対の耳を舐め回してきた。

「んっちゅっ……へろれろっ……んっ……ちゅっ……ソトミチくん……ずーっとおっきくしててえらいね……はむっ……ちゅるっ……ぱはぁ……」

　ゾクゾクゾクッと、これまでこの身に覚えたことのないほどの鳥肌が立って、俺の声が掠れ始めてもなお、美優は追い打ちに息を吹きかけてきた。

「ふぅーっ……はぁ……お兄ちゃん……ん、ちゅっ……へろっ……こういうのも、好きなんだ……えろれろっ……んむっ……ちゅっ……」

　俺を休ませるどころか、二人は左右から俺の耳を舐め続けたまま。更には乳首までもをイジってきて、ありとあらゆる性感帯を同時責めにされた。カリカリと指先で突起を弾いて、あるいはさするほどの力でつねって、微小ながらも勃起していた乳首が体温の異なる手に尊厳ごと踏みにじられていく。

「あああがあっ……はぁあああっ、もう、むり、あぁ、イク……イクっ……イかせてくれ……出したい、射精したいっ……!!」

　射精したら終わってしまうだけ、ではないのだ。精液が尿道を流れる刺激こそが射精の快感であり、それを伴わないオーガズムは、むしろツラさを増幅させていく。体はいつまでも性感帯を刺激される快楽を求めて、本能は精液を射出することを命じてきて、その矛盾の極限にまで酷使された脳は、異常な熱を宿して焼き切れてしまいそうだった。

「んふっ。しょうがないなぁ」

　泣き叫ぶ俺が、もう危ない状態であることを美優も悟ったようで。

「じゃあお兄ちゃん。溜めた分だけ、いっぱい射精してね」

　美優と、山本さんと、舌を真っ直ぐに伸ばして、レロレロと俺の耳の穴を犯して。乳首はそれぞれの指に蹂躙されながら、もはや揉みしだいている巨乳の感覚なんてなくなるほどの快楽に浸されている俺のペニスを、二人の足が勢いよくシゴき上げてきた。

「あッッ──がはぁっ、あああっ……!!　ああ出るぅうううっ、あああっ、はぁっ、ぐあぁああっ……!!」

　どぴゅどぴゅどぴゅっ、びゅるるっ、びゅっ────びゅびゅるるっ、びゅくっ、どびゅるっ、びゅっ、びゅっ──!!

　わけがわからないぐらいに精液が飛んで、俺の体も、美優と山本さんの体も、大量の白濁液でベトベトになった。噴射にすら近かった俺の射精に、美優と山本さんは顔を見合わせて喜んで、それからお互いの体に付着した精液を、それはもう丹念に舐め合っていた。

　悲しいことにもう山本さんも相手が女の子であるとか気にすることもなくなっていて、俺の体の精液を舐め取ったあとは、俺を真ん中に寝かせて膝立ちの二人が両手を正面から繋いで、乳を合わせながらまたベロチューでの精液の口移しをしていた。

「はぁ……はぁ……ああっ……がはぁ……っ……し、しぬぅ……もう……ぁ……」

　そんな二人の下で、俺は息も絶え絶えになっていて、もうこれ以上の射精をすることだって今後一切ないだろうと思えるほどの疲労感に、しばらくは呆然としていた。山本さんが飲めない分の精液を美優が飲み尽くしたはずの後も、美優と山本さんはねっとりと舌を絡ませ合って、そんな姿に俺は自分を呪いたくなるぐらい興奮をしてしまっていた。

「二人とも、すっかりキスにハマってないか？」

「んっ……むっ……ちゅっ……、違うんだよ、ソトミチくん」

　やっとキスをやめた二人が、俺の腕を引いて体を起こすのを手伝ってくれた。

「そうだよ。これはお兄ちゃんのためなんだから」

「え……お、俺？　俺は別に、そういう、趣味はないけど……」

　美優も山本さんもそれはもう絵になるぐらいの美少女なので、二人でキスをしている姿は下手なＡＶを見るよりもエロいものではあるとは認めるが。

「そうじゃなくて。こういうこと」

　美優は俺に顔を近づけて。それから、まるで山本さんと間接キスでもさせるかのように、舌を深くまでねじ込んで俺にキスをしてきた。

「んっ……んんっ、あっ……み、美優、何を急に……！」

「んふっ。何も感じない？」

「何って……特別なことは、別に……」

　俺は自分の唇を指で拭って、それから、美優の言っていた意味をようやく理解した。

「あれ？　そういや、苦味とか、感じない……」

　それどころか妙な体の昂りで甘いとすら思ってしまうほどだった。美優は精液を口にした後のはずなのに。

「ソトミチくん、フェラで射精した後のお口でちゅーされるの嫌でしょ？　だから、お互いでお互いの口をキレイにしてたんだよ」

　山本さんは「でも、唾液は余計に二人だけどね」なんてことを付け加えて、べーっと舌を伸ばして見せてきた。

「なんだ……俺はてっきり、山本さんまで……」

「違う違う。まったく人聞きの悪い。……まあ……美優ちゃんなら、なくはないかなとは思っちゃったけど」

「頼むから思わないでくれ」

　しかし、きっと三人プレイなんてものは、どうあっても女の子二人でのやり取りは発生してしまうのだろうなと俺は諦めた。

「ところでさ」

　山本さんは会話を区切って。

　何やら、不穏な空気が漂った。

「いまって、まだ……例の契約は、履行中……なんだよね？」

　人差し指を顎に当てて、山本さんは小首を傾げる。

「まあ、そうですね」

「じゃあさじゃあさ。私もまだソトミチくんと本番エッチしていいってこと？」

「約束は約束ですので。止めはしません」

　そんな会話をする傍で、俺は、

「……は？」

　と絶句していた。

「あのさ、そしたら、あの……で、できれば、生で……お願いしたいなぁって……」

「ええー……それは……さすがに譲り難い部分なんですが……」

　山本さんと美優が意味不明な会話をしている。全く何を言っているのかわからない。脳が理解することを拒否している。

「お願いっ！　後生だから！」

「いくらピルを飲んでいるとはいえ、お兄ちゃんの精子を膣内に入れるなんて妹としては許せるわけが……」

　美優はそう口にしながら、俺のことを横目に見て、その視界の中にすっかりと萎えた俺のペニスを捉えた。そして、何かを閃いたような顔で、まさかの発言が飛び出した。

「いまのお兄ちゃんなら精子が薄そうなのでギリギリ許容してあげてもいいかもです」

「ほんと!?　やったぁ!!」

　嘘だと言ってほしかった。

「えっ……いや、これ、無理だろ？　俺、さっきのが今日一回目じゃないんだけど……」

「いつもみたいにいっぱい出さなくても。それをおっきくして奏さんの膣内で射精さえしてくれればいいから」

　美優は軽い口調で俺を宥めた。なぜだろう、美優が山本さんの味方をしているのは。今日まで泣かせてきたことへの罪滅ぼしだろうか。

「これまで、色々あったけどさ。お兄ちゃんって、結局は色んな女の子とエッチしてきただけじゃない？」

「それは……間違っちゃいないけど……俺だってそれなりに頑張ってだな……」

　美優の言うとおりではある。だが、そのどれもが美優の指示であったわけだし、美優がその言葉を口にするのは違う気がする。

「別に責めてるわけじゃないんだ。それがお兄ちゃんの役割だから」

　これまでの計画で俺がやってきたことといえば、会う女の子全員の欲望に応えること。それが結果的にはエッチをすることがほとんどになっていて、俺はただひたすらにこの肉体を女の子たちの性欲に預け続けてきた。それが、俺に与えられた、役割。

「その責務は、きちんと全うするべきだよね」

　そう結論付けられると、俺に否定できる余地はなかった。

「それで、奏さんはあとお兄ちゃんと何回エッチしたいんですか？」

「えっと……その……あんまり、欲張らないほうが、いい？」

「悔いだけは残してほしくないので。むしろ限界までいってください」

「じゃあ、中出しセックス五回と、その後にソトミチくんへの全力ご奉仕を所望しますっ」

「わかりました。妹が認めます」

　いや死ぬ。

「では、奏さんはベッドに仰向けに寝てください」

「私が下になればいいの？　はーい」

　山本さんはルンルン気分でベッドに寝て、惜しげもなく股を広げて俺からの挿入を待った。そして、その上に美優が覆いかぶさって、隙間に入り切らなかった二人の巨乳がむにゅっと潰れていた。

「それじゃあお兄ちゃん、奏さんに五回。私と交互によろしくね」

「えっ……は……ん……？　美優にも、するのか……？」

　俺の体の都合を全く考える様子のない二人に、俺は絶望して眩暈がした。

「恋人が目の前にいるのに、ソトミチくんは私とだけするつもりなのかなー？」

　山本さんが意地悪く美優を支援する。美優と山本さんは敵同士だったことなんて完全に忘れていて、もう俺とセックスさえできれば何でもいいぐらいの単純な思考しかしていないようだった。その優秀な頭は何のためについているのか。

「俺、そろそろなんかの病気になって死にそうなんだが……」

　そうは言っても、俺の目の前にいるのは、とびきりの美少女。その二人が裸で上下に抱き合って、俺に期待の眼差しを向けている。俺の肉棒を誘うようにして広げられた二つの穴からは、期待を滲ませるようにトロトロと愛液が漏れ出ていた。

「お兄ちゃん……」

「ソトミチくん……」

　柔らかで淫らな肉が二つ重なっている。そんな御馳走を用意された俺のペニスが、雄として奮い立たないわけもなく。

　俺の本能は青筋まで浮かぶほどギチギチに勃起した陰茎を二人に見せつけた。

「こうなったら……気絶するまでやるからな……！」

　これはまだ、ほんの始まり。三人で過ごすには狭いこの一室で、死を覚悟するほどの快楽地獄を、俺は迎えることになるのだった。











０８．生意気な美少女は孕ませる









　花びらが息づいている、と。女性器を比喩した言葉がある。俺の目の前にある淫らな肉のヒダは、荒い呼吸によって開いては閉じてを繰り返し、勃起した俺の陰茎を誘うようにそこに咲いていた。

　それも、二人分。俺の実の妹と、親友である美少女の、変態的なほどにトロトロと愛液の漏れた卑穴が上下に並んで、俺に挿入されることを期待している。

「ソトミチくん……早く……」

　息を荒らげながら俺の生ペニスを欲しがる山本さんは、惜しげもなく股を開いて淫らな姿を晒していた。セックスのことしか考えていない女の穴だ。これまでのデートでも幾度として垣間見えたその本性が剥き出しにされている。

「射精したら一回だからな」

　俺は山本さんの両膝に腕を回して、正常位で挿入する意思を示した。すでに大量の精液を吐き出しているはずの俺の肉棒は、また少女を犯そうと隆々と脈打っていた。

「お兄ちゃん、私もなんだから、あんまり焦らさないでよね」

　俺を誘う淫乱な美少女の上には、たっぷりの乳肉を挟んで卑猥なミートサンドバンズを作っている、どうしようもないブラコンの妹がいた。お尻をこちらに向けて、性的興奮の象徴である愛液を秘所から恥ずかしげもなく垂らし、兄の中出しを待っているのだ。俺のペニスは珍しいぐらいにビキビキと血管を浮かせて苛立っていた。

「言われなくても……っ！」

　ズブズブッ、と、山本さんの膣内へと入っていくペニスがやけに疼いた。普段よりも肥大しているはずの竿がまだ凶悪になれると血液を無理やり流し込んでいる。動物としての本能は昂って、いつもより激しく拍動する心臓を抑えられないまま、俺は愛液に満たされた肉壁を押し退けて生の性器を膣奥まで挿入していった。

「んっ、ああっ……ああああっ!!」

　挿入した瞬間に山本さんが嬌声を上げた。初めてキツいと感じた山本さんの膣内に、俺は強引に肉棒を捩じ込んでいく。生で無理やりされているような感覚が山本さんにも興奮を与えているのだろう。セックスが始まってすぐに、快感に声を漏らすことを堪えられずに身を悶えさせていた。

「はぁ……ぐっ……山本さんの膣……吸いついてくる……っ!!」

　腰を前後させる度に、まるでバキュームフェラでもされているかのように、グッポグッポといやらしい音が鳴った。さっきまで舌や唇で何度も俺の肉棒をペロペロと舐めしゃぶっていたくせに、この淫らな少女にはそれだけではまだ足りないらしい。

「はぁ、はあっ……どう、しよっ……んっ……生で、しちゃってる……あっ、んああ……だめっ……気持ち、いいっ……!!」

　あれほどまで抵抗を見せていた生セックスも、むしろだからこそなのか、自分がされるとなると興奮しすぎてもう理性などかけらも保てないらしい。これから中出しまでされることになるのに、それを自覚していながら山本さんは俺の陰嚢から強引なまでに精液を吸い出そうとしてくる。

「くっそ……こんな……はぁ、ああっ……ぐっ……！」

　山本さんの穴の気持ちよさを感じながら、俺にはこれまで芽生えたことのない感情が生まれていた。ゴムなしで直接性器を交わらせるこのセックスに快楽目的を超えて交尾としての側面を強く感じる。これまで勃起して射精するだけに留まっていた雄の本能がその先にまで達してしまっていたのだ。

　孕ませたい。この生意気に俺を誘ってくる美少女二人を、ピルを飲んでいようが関係なく受精させたくなった。

　性本能が完全に生殖本能へとシフトしている。こんなエロい体をしやがって覚悟しておけと。その先のことなどどうでもよくなるぐらいに俺のペニスが種付けに奮起している。山本さんの腰を引き寄せる腕も、ペニスを打ちつける下半身も、使えるだけの筋肉を総動員して排卵を促していった。

「ひぁっ、あっ、あっ、だめえっ……!!　ひゅご、ひゅぎいっ……っぐ……あああっ……はぁ、んああっ……らめっ、らめぇ……おかひくなっちゃうぅっ……!!」

　イキ狂う山本さんに、俺はなおも陰茎を出し入れする。その様子を眺めていた美優が、慌てて気付けするように山本さんの頬を両手で挟んだ。

「まだ一回目で、そんな無様にイッちゃダメです。お兄ちゃんに孕まされちゃいますよ」

　俺は山本さんにこれから五回も中出しすることになるのだ。あるいはこれほどの屈服状態だったら本当に妊娠してしまうかもしれない。それならそれでよかった。山本さんに種付けをしたら、今度は美優の番だ。

「だって……だってえぇ……っ!!」

　もう自分の意思ではどうにもならないぐらいに山本さんはイかされている。俺の射精欲も限界を迎え、一回目の中出しのときが迫っていた。

「もうイクからな……中に出すからな……！」

　あとはもう美優に中出しをするのと同じように。俺は山本さんの子宮口にペニスの先をつけて射精した。

「ひぁあっ……いっひぐっ……ソトミチくんの、中出しで……ああっ……イッ……ちゃ……ぁっ……ッッ!!」

　俺の射精に合わせて山本さんは絶頂した。陰茎はどくどくと精子を膣内に送り、子宮の入り口に壁打ちをするように射精を繰り返した。

「はあっ……はあっ……中出し……きもちぃ……」

　初めての中出しの快感に山本さんは酔いしれていた。その様子を見ていた美優も我慢ならなくなったようで、

「お兄ちゃん、お兄ちゃん」

　お尻を振って挿入を催促してきた。美優におねだりをされて、賢者タイムがまだやってこない俺は、その孕ませへの意志力を保つべくすぐさま美優の膣内にペニスを挿入した。

「あああぁあっ……!!　お兄ちゃんの、さっきより、硬い……おっきいっ……!!」

　山本さんよりも更にキツく俺のペニスを締めつけてくる美優の肉穴に、俺はペニスに付着していた精液を肉襞で拭くように、ねっとりとした腰使いでピストンをした。山本さんのおっぱいを枕にして、ほとんどうつ伏せに近い形で寝ている美優に、俺はその上から更に覆い被さった。そして、乳首をいじり倒しながら、穿つようなピストンで責め立てていく。

「ひあっ、あっ、らめっ……イッちゃう、イッちゃううっ……!!」

　二回目の生セックスということもあって、美優のイク早さは山本さんの比ではなかった。三擦り半もする頃には膣内がビクビクと引き攣っていた。

「ああっ、ああっ、っ……あああっ……ひぁ、ひゅごいろおぉ……！」

　種付けモードの俺のペニスを挿入されて、美優が数秒として耐えられるわけもなく、しかしもうこんな卑猥空間ではそんなことは大した問題ではなくて。

　美優をバックから陰茎で責め立てていると、山本さんに感じた以上に、このままこの妹を孕ませたくなってくる。孕めと迫りながら美優の膣内に射精したくなるほどに。でも、それだけはできないから、俺は堪えるしかなかった。口にしてしまえば美優は確実にその命令を遂行してしまう。

「はぁ……美優ちゃん……ソトミチくんとエッチして、ほんとに気持ち良さそう……」

　呼吸の落ち着いた山本さんは、口元を緩ませて俺にバックから突かれている美優のことをうっとりと眺めている。他人のセックスを見てドギマギしていた山本さんも、もうすっかり三人でのセックスに慣れてしまったようだった。

「あっ、あっ、あっ、ああっ……らめ、あっ、ぎもひぃ……！」

「美優ちゃん、頑張って、もうすぐ大好きなお兄ちゃんが射精してくれるよ」

「はあ、ふぁ、ああっ……せーし……はぁ……おにいちゃんの……うっ、ぐ、あっ……はあっ……しゃせぇ、しゃせぇしてほしいのっ……！」

　山本さんに煽られて、品性を失いつつも甘ったるい声で喘ぐ美優に、ビキビキとイキみ始めたペニスが精液の発射準備を完了させた。

「美優……美優っ……イクからな……ッ!!」

「あぁ、あぁああっ……おにぃちゃん……きてっ、きてえぇえっ……!!」

　どぴゅっ、どぴゅっ、どびゅびゅっ、どびゅっ──!!

　尿道にねっとりとした精液の流れを感じる。さきほどの山本さんの膣内射精も、この美優への注ぎ込みも、ただ射精するだけと宣言したはずが思いっきり孕ませる量の射精になってしまっていた。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　休みのない連続中出しセックス。それも精液をセーブしての射精ではなく、睾丸にある貯蔵液のほとんどを使い切ってしまった。今回はさすがにガクッと精力が衰えていく。それでも、

「っ……ぐっ……次、二回目いくからな……！」

　俺は気力だけで勃起を維持し続けた。美優と過ごした夏休みでの異常な射精回数のおかげで、まるで筋肉を操るように、俺はある程度は勃起に無理をさせることができるようになっていた。

　心臓は既に壊れてしまいそうなほど鼓動して、このまま十回なんて数字を数えたら腹上死を免れないという危機感を覚えながら、俺は剥き身のペニスを山本さんの膣内へと挿入した。

「あああっ……ソトミチくん……すごい、あっ……まだ……おっきぃ……！」

　勃起した状態で挿入さえすれば、あとはメス化した山本さんのトロトロの蜜穴が優しく竿を包み込んで俺を勃たせてくれる。

「ふぅ、ああっ……山本さんの、膣内……アツい……!!」　

　射精をするほどに敏感になる皮膚が、爛れるほどの熱量を山本さんの愛液から感じ取る。ごく薄かったコンドームの隙間がまるで分厚い壁だったかのように思えるほど、生のセックスで伝わってくる山本さんの膣肉の粒感と肉の柔らかさはリアルだった。

「ああっ、あっ、あッッ……！　ソトミチくん……はぁ、すごい、ああっ、んっ、いや、あっ、ああっっ……!!」

　そして、ペニスを突っ込めば、女の子が身を悶えさせて絶頂する。その男としての悦びが俺の性欲を支えていた。

「ふあ、あっ……おにいちゃん、そんなに頑張って……奏さんにも、出しすぎ……」

　注がれた精液を割れ目から垂らしながら、ようやく意識の戻り始めた美優が俺と山本さんのセックスに苦言を呈する。すでに射精した後だったから少ない精液になるはずが、孕ませる意欲を燃やしてしまっていることで並以上の量になってしまっているのだ。それでも、カラの金玉はピストン運動によって前後に揺られながら、最も孕ませるべき相手である美優の存在を認識して精液の急生産をやめない。もはや女の子に種付けするための体にされてしまった。このセックス大好きなエロ美少女たちによって。

「うっ、ああっ、はあっ……!!　まだ、こんなもんじゃ……死ぬぐらいイカせてやるからなっ……!!」

　一度出したことによって射精までに余裕の生まれた俺は、その逆にイクほど敏感になる女性器を相手に剛直を突き立てて、苦しそうな声が聞こえるほどの刺激を絶え間なく与えていく。

　十回連続で中出しセックスなんてふざけたことを言われたわけだが、二人ともイカせまくって気絶させてしまえば、もうそこで終わりだ。山本さんの側が続行不可になったのだから俺の責任ではない。そのためにもありったけの精力を膣内にぶつけていく。

「ああっ、あっ！　ひぁあっ、ああっっ……そとっ、みちくんっ……激しいっ……!!」

「うっ……はぁ、ああっ……まだだ……まだ、もっと……イけ……ッ!!」

　労りなどない、ただペニスを打ち込むだけのピストンに、それでも山本さんの肉厚な膣はその全ての衝撃を吸収して快楽へと変えてしまう。むしろその力一杯の杭打ちが山本さんにはちょうどよく響くようだった。

「はあっ、はああっ……ソトミチくん……こんなっ、すごいのっ……あああっ、ふあっ、ああっ……っ……ひぁ、あっ、あっ、ああっ……ぎもっぢいぃ……っ!!」

　濡れ方と、解れ方と、もうこれ以上には気持ち良くなりようもなかったはずの山本さんの肉穴は、俺のペニスの形を学習するかのようにねっとりと絡みついてくる。これほどの名器が相手では無心で突きまくるなんてことはできず、俺の射精欲に三度目の限界が近づいていた。

「あああっ……ぐぅうっ……かぁ、はあっ……!!」

　山本さんの熱い愛液の温度に包まれて、射精したい衝動を感じてからは我慢できなくなるまではすぐだった。それはただひたすらに気持ちのいいお漏らしのように、俺は山本さんの膣内でオーガズムのときを迎えてしまった。

「ソトミチくんっ……ソトミチ、くんっ……!!」

「あああっ……出る、出るッツ!!」

　枯れていたはずの精液はその粘液を絞り出して、着実にその量を減らしていく精子を包みながらどぷどぷと山本さんの膣内に射出された。

「ふあああっ、ひゅごい……ソトミチ、くんの……精液、注がれてるの……感じる……」

「はぁ、はぁ、うっ……ぐっ……」

　三連続の中出しに、精液はおろか筋力のほとんどすら使い尽くして、それでも俺はまだセックスを止めることができない。ここで止まったら二度と奮起できなくなる。

「美優っ……いくぞ……また中に出すからな……！」

「お兄ちゃん、まだ勃起してるの…………しゅ、しゅご……あっ、あっあっああっ……！　きひゃ……ああっ、んあっ……ひぁ、ああああっ……!!」

　俺が挿入した瞬間に、美優はイって、あとはもう快楽に身を委ねるだけになった。男にはイける回数に限りがあるというのに、この妹ときたら呆気なくイきやがって、ほんとうに悔しくて仕方がない。

　これまで自らを俺が射精するための道具だと称してきた美少女二人が、今度は俺を竿玩具として弄んでいる。その事実にペニスは怒りを宿して、減衰する性的興奮を補って張り詰めていた。

「んあっ、あっ、おにい……ちゃん……!!　そんな、乱暴に……あっ、ふああっ……ダメっ……え……ッッ!!」

　俺の肉棒に膣内を蹂躙されて、言葉だけは嫌そうにしながら、その顔は綻んでさえいる。その下で、二度目の中出しにイキ果てていた山本さんも、もはや俺たち兄妹のセックスを見て興奮に身震いをさせていた。

「美優ちゃんも、ソトミチくんも、ほんとにエッチ……っ……はぁ……美優ちゃんが犯されてるの、見るだけで……なんだか……私も……ッ」

　俺が美優を強引にイかせまくって、美優はもうロクに足にも腕にも力が入っていないくせにオーガズムによる痙攣だけは立派にしていて、山本さんはその美優に感化されてピストンのリズムに合わせて挿入されているかのように体をビクつかせていた。

　果てには美優と二人の山本さんは乳首の先で繋がって、俺が美優を引き上げるたびに擦れるその刺激に、二人は嬌声を上げては貪るようなキスをして劣情を分け合っていた。

「はぁ……はぁ、くそっ……こんな、エロい女二人……俺一人で満足させなきゃならないなんて……ッ！」

　怒りは湧き上がってくるのに、肝心の結合部といえば、兄の精液を吸い尽くそうとするいやらしい妹の膣穴に翻弄されていた。どれだけ絶頂させても俺の肉棒を求めることをやめない。普通の女の子が相手ならもう二、三人はイキ果てて力尽きた死体の山が積み上がっていてもおかしくないのに、どれだけのキツいアクメを喰らわせてもゾンビのように這い寄ってくる。

「おにぃひゃん……おに、ひゃんの、せっくしゅ、しゅき……あっ、あっぐあっ……ふああっ、んあっ、ああっ……！」

「くそっ……美優っ……ああっ……ぐ、ううっ……美優ッ……!!」

　もうダメだった。また射精してしまう。挿入した直後はいけると思っていたのに。この二人の体は想像を超えて易々と俺のペニスを限界に追いやってくる。射精されたくてセックスしている女の体はこうも気持ちがいいものなのか。

「もういいっ、出すからな……出すぞ美優っ……中に……っ……イクッ……!!」

「んあっ、あっ、ああああっ!!　おにいひゃん!!　おにぃ、ひゃ……あんんぐあっ、ああっ!!」

　どくんっ、どくんっ、どくんっ、と塊みたいな精液が押し出されて、すでに生殖液で一杯だった美優の膣内を必要以上に白濁液で満たしていく。

「んっ、んんっ……美優ちゃんの、膣内がビクビクしてるの……あっ、ふあ……私にも、伝わってくる……っ……!!」

　それに同調するように山本さんも体を跳ねさせて、二人で仲良く絶頂してベッドに力なく倒れた。

「あっ、あっ……お兄ちゃん、の……せーえき……また、しきゅうにきた……」

　美優は嬉しそうにそう呟きながら、子宮で俺の精子を感じるようにイキ続ける。俺に膣出しされた後も感じイッてしまうのがこの妹の体の最もエッチな部分だ。こんな強気な顔をしておいて兄の射精が何よりも好きなので本当にどうしようもない。

「はぁ……あぁ……つ……次……また……山本さんに……」

　美優の膣からペニスを引き抜いて、脚を開く山本さんのすっかりと穴の広がったアソコに、竿を挿入しようとしたのだが。

「あれ……なんだ、穴の場所が……」

　ペニスは大きくなっている。が、肝心の硬さがなく、ふにゃふにゃになっていた。さっきまでと同じ要領で入れようとしているはずなのに、どこが入り口なのかわからないぐらいに挿入が困難になっていた。

「はれ……あっ……んんっ……。ソトミチくんのが……入り口で、溶けちゃってる……」

　山本さんは俺をからかうように笑顔になっていたが、俺としては死活問題だった。まだ美優と山本さんに二回ずつ、計四回しかセックスができていない。これからあと六回もの射精をしなければならないなんてもう絶望しかなかった。

「こんな……まだ、半分も……！」

　俺は自分でぬるぬるの竿をシゴいて勃たせようとしてみるが、蒟蒻でも擦っているかのようにまるで手応えがなかった。というよりペニスの触覚がほとんど死んでいた。

「嘘だ、これじゃあ…………硬く、しないと……」

　焦れば焦るほどに陰茎から芯が抜けていく。そんな俺を見かねてか、美優が自分と山本さんの股の間……ちょうど、二人のクリトリスが擦れあっている部分に手を入れて、指を上下に開いて俺のペニスを招いた。

「おにーちゃん、ここにそれ挟んで」

　半勃起状態のペニスを二人のクリトリスの間に挿れろということだった。思考回路が少女二人の変態性に焼かれて何が何だかわからなくなっていて、それでも、美優の兄として約束を果たさなければならない想いは強くあったので、俺はその提案に乗ることにした。

「私たちでソトミチくんのを元気にしてあげるね」

　弾むような声で山本さんは言った。無尽蔵の体力と性欲のある山本さんからしたら、俺が身を削ってどうにか四回まで至ったこれまでのセックスでさえ、ものの一つだったのだろう。俺はとっくに命がけで、腹上死寸前まで来ているのに、このエロ美少女たちときたら射精させることへの容赦がない。

「言っておくけど、もう気持ちいいことをしてもらったぐらいで勃つような状況じゃ……」

　金玉はすっからかんで、海綿体も疲弊しきり、どうにか勃起を支えていた周辺の筋肉さえ使い果たした。精力はとっくに底を尽きて、ムンとくる汗と精液の匂いに充満したこの部屋の雰囲気が冷めてしまったら、避けようもなく訪れる賢者タイムに俺は完全にダウンしてしまうだろう。

　そんな諦めにも似た心持ちで、俺は蛙みたいにして恥ずかしい格好で股を開く二人のクリトリスの間に、どうにか勃起の形だけを保っている陰茎を差し込んだ。

「ふぅ……っ……二人とも、とろとろで気持ちいいよ……」

　雄と雌の体液が混じり合って、それがローションとして機能しているそこは、挿入をするだけで股間に響くぐらいの快楽ゾーンだった。しかし、それでも、俺のペニスを勃たせるまでには至らない。

　それも二人は承知の上だったのか、上下の女陰で挟まれてもなお柔らかいままの俺のペニスを、二人はクスクスと嘲笑いながら楽しんでいた。

「お兄ちゃんがこんなにダメになったの初めて……」

「ずいぶん二人で絞ったもんね」

　昨晩は美優の忠告に従ってエッチを我慢していたものの、俺はこのセックスの前に山本さんと美優のフェラで一発ずつ、そして美優には生セックスでの中出しをしての三回もの射精をしていたのだ。一日で十三回なんて、そんなもの要望しているほうがどうかしている。

「んっ……ぁ……二人で挟んでると……ふぁ……んあっ……素股とは、また違う……っ」

　美優は俺のペニスを使ってクリオナをするように、クイックイッと腰を前後させる。床オナみたいな情けない動きに俺の興奮の火がまた着き始めていた。

「あっ……美優ちゃん、そんなにお股を押しつけたら……っ、んぁ、あっ……私のクリまで、押し込まれて……はあっ、あっ……」

　美優の腰振りに合わせて、俺のペニスを間に挟んでいる山本さんが気持ちよさそうに身をよじる。兄の肉棒のこととなると途端に我慢が利かなくなる美優に山本さんも追いつこうと、逆側から波打つように腰を動かし始めた。

「ああっ……奏さん、だめぇ……クリの、刺激……あっ、あっ……強く、なりすぎちゃう……」

「美優ちゃんだけ楽しむなんてずるいもん……はあ、ああっ……っ……あっ、ああっ……気持ちいい……」

　美優が腰を振れば山本さんが感じて、山本さんがクリを押しつければ美優が喘ぐ。その相互的な動きが二人の興奮を高め合って、俺の肉棒を使っているはずの二人は、俺なんてそっちのけで乳繰り合ってエッチを楽しんでいた。

「あんっ、あ、あっ……、美優ちゃん……気持ちいい……っ！」

「奏さん……ふあっ、激しっ……らめっ、あっ、もう……！」

「美優ちゃん、ほんと早いんだからっ……じゃあ、私が……イかせちゃうからね」

「あっあっ……ひあっ、あっ……らめらめっ……っ……ああああっ！」

　山本さんが激しく腰を振って、美優がイッて、ダラダラと垂れ落ちてくる愛液に、ぬちょぬちょと卑猥な音が響き渡る。

　その間で良いように使われている俺の肉棒は、また苛立たしく血管を浮き上がらせて、それがちょうどイボのように二人の陰核への刺激を増幅させていた。

「あんっ、あっ、お兄ちゃんの、カタい……ひあ、あっ……また、ひぐっ、い……ぐっ……！」

「ソトミチくんの……また、おっきくなった……！　はぁ……すっごい……あっ、ああっ……また、挿れてほしくなっちゃう……！」

　よがり狂う二人の艶声に、俺のペニスは勃起した。それでも、俺はすぐに山本さんの膣内に挿れることはせず、二人の淫部の隙間にペニスを挟んだまま前傾になった。

「そんなにいいんだったら……このまま、クリイキで……!!」

　俺は美優ごと山本さんの体を強く抱きしめた。そして、出来うる限りに二人の股間が密着するように腕で締め上げて、硬くなったペニスを二人のクリトリスで無理やりプレスさせた。

「はぁ、はああっ……二人まとめて、イけッ……!!」

　俺は小休憩で回復した筋力を総動員して、敏感になった肉芽をカリの張りで抉るぐらいの勢いで猛ピストンした。

「あがぁっ、はあっ、ひイグっ……あっ、あっ……!!　おにいひゃらめぇあっ……ぎもひ、あっ、んあああっ!!」

「わたし、もっ……イクッ、イクぅっ……!!　あああっ……カタいの、ひゅごいい!!」

　美優と山本さんが、いつもより高い声で泣くように喘いでいる。これまで膣内に挿入してのセックスがメインだったから、二人ともクリイキには慣れていないようだった。と、思っていた。この責め方なら二人ともすぐにダウンするはずだったのに。

「おにいちゃん……もっと、もっとぉっ……!!　ほしぃの、それ、あっ、しゅきっ……!!」

「ひああっ、ああっ、んああっ……!!　ソトミチくんっ……きもちいよぉっ……!!」

　クリトリスにペニスを擦りつけるほどに二人は更なる刺激を求めてくる。二人してだらしない顔で、今はもう快楽以外の一切が要らないと声が聞こえてくるほどの、いやらしい目つきで俺を見つめていた。

　これでもダメだった。山本さんはともかくとして美優はオナニーも大好きな淫乱妹であることを忘れていた。クリの刺激にだって慣れていたんだ。

「ぐっ、ああっ、そんな、あっ、あっ、ダメだっ…………うっ……!!」

　愛液と精液でぐちょぐちょになった腹部を通過する肉棒が、二人のエロ美少女にイジメられる様子が側面側から見えていた。美優も山本さんも、俺のピストンに喘ぎ悶えて、もう何度もイッているはずなのに、懸命に腰を振る俺を嘲笑うかのように余裕の顔をしていたのだ。

「ああっ……くっ、あっ、ダメだっ……もうイクッああ出るっ……!!」

　二人分の卑猥な魔力に触れて、俺の脳裏に敗北の二文字がよぎった。それはペニスの側から脳へと送られた精子放出の命令であり、俺にはそれを止める術がなかった。

「山本さんの、膣内に……ナカに出すからな……ッ!!」

　二人のお腹の隙間に射精してしまいそうになったギリギリ手前で、俺はペニスを引き抜いて山本さんの膣内に挿入した。刹那ほどの猶予で俺は全力のピストンを山本さんの肉穴にぶつけていく。

「んああっ、きたぁっ……はぁ、はあっ……そとみち、くんのっ……んあっ……射精するためっ……だけにぃ……あっ、ああああっ……!!」

　まるで精液の吐き捨て場のように膣内を使われた山本さんは、その扱いの雑さに興奮が昂って、俺が挿入したその一発で絶頂していた。膣壁が伸縮を繰り返し、その中で俺は──どぴゅっ、びゅっ、びゅるるっ──と、大量の精液を放出して三度の種付けを終えた。

「はあ……アアッ──?!」

　その瞬間のことだった。無理矢理に勃起させられていたペニスに、まるでヒビでも入ったかのような痛みが走った。その直後に全身の筋肉がピシッと硬直し、破裂しそうなほど拍動をしていた心臓は、そのピンで刺された痛みに似たショックがトドメとなって嘘のように鎮まった。

「アッ……ぁッ……」

　死んだ。そう思った。

　全身から力が抜けて、俺は崩れるようにして倒れてベッドに横たわった。

　俺はセックスのしすぎで死んだんだ。こんなエロい女二人を相手に何度も射精とピストンを繰り返した。その代償がこれだ。でも、悔いはない。これだけの美少女を抱き潰して死ねたのだ。後悔など、あるはずが──

「あれ……ソトミチ、くん？　大丈夫……？」

　掠れゆく意識の中で聞こえる山本さんの声。その変調を感じ取った美優も俺のほうを向いて、ようやく俺が限界を迎えたことに気づいたようだった。

　美優はなんとか体を起き上がらせて、お尻を向けていた体勢から反転してハイハイで俺の近くにやってきた。

「お兄ちゃん、セックスなんかで死んじゃだめ」

　思いのほか厳しかった妹の励ましに、しかし、たしかに俺はまだこんなところで死ぬわけにいかないと、正気に戻ることができた。

　いまはまだ過程。山本さんと、こうして仲直りをして、そしたら美優と思う存分にイチャイチャするんだ。

「うっ……ぁ……あぁ……」

　呻きにも似た返事に、それでも二人は安心したようで、俺のことなど気にせずにまたキャッキャウフフし始めた。

　俺はもう、いい。無理だ。十回連続で中出しなど、最初から人間のやることではなかった。後のことは美優に任せよう。俺は……頑張ったよな。

「お兄ちゃん、出すだけって言ってたのに、量多すぎ」

「掻き出してもまだこんなに……わっ、すっごい……あったかい」

「奏さんにまでそんなに出して」

　二人は膣内に溜まっていた精液を手のひらの上に出して、それを山本さんのお腹の上に広げてあれこれと語っている。どう考えても睾丸に収まる量ではないのだが、この際だからもうその仕組みとかは気にしないことにする。

「シーツも大変なことになっちゃいましたね」

「これはさすがに買い替えかなぁ……」

　汗と精液と愛液と、色んなもので汚れたこのシーツが、夜のまぐわいの激しさを物語っていた。エアコンの設定温度は高めのまま、淫靡に淀んだ空気だけがそれらの体液をエロいものとして成立させている。

「美優ちゃんは、こういうの舐めるの、抵抗ない？」

　山本さんは自分のお腹に溜められた精液を指差して美優に尋ねる。俺の精液だけであれば美優は喜んで舐め取るだろうが、膣内に出されたそれには愛液も混じっているのだ。

「抵抗ない……というと、やや語弊がありますが。……自分自身もそうですけど、相性の良い人のは舐めるの嫌じゃないので」

「相性がいいっていうのは、私？」

「ですね。以前にお話した通り……細かい条件は結局わかってないんですが、生物的に似た人が相手だと何でも受け入れられるので」

　美優は美優自身のことも好きだし、俺のことはもちろんのこと、美優と容姿が似ている山本さんは遥以上に体の相性がいい相手と言える。もしかしたら美優がここまで山本さんに肩入れをしたのは、そういう本能的な部分の好みもあったのかもしれない。

「へー。……実はさ、私もちょびっとだけ、興味が湧いてきたんだよね」

　山本さんが返した言葉に、美優は最初は精液の話かと考えて、しかし、それが予想もしなかった一言であることに遅れて気づいた。

「ふえ、ん、ん？　それって」

「えへへ。いやさ、だって、この先に女の子とエッチすることってないだろうなって思うし。人生経験みたいな、ね？」

「世の中には積まなくていい経験もあると思いますが？」

　山本さんと美優はそんな話をして、美優は実際に俺の静液を舐め取ってみせて、それから、真剣な表情での会話が始まった。

「タンパク質ってさ、長期間残っておくと、ニオイになっちゃうんだよ。だから、キレイにしておいたほうがいいんじゃないかなって」

「シャワーは浴びますけども……！」

「えー！　せっかくなんだしさ、ね、ね？　お願い……！」

「うっ……うむぅ……でも、それは……」

　俺は薄らとした意識で話を聞き流しているだけだった。だから、その時になるまで、二人の話の意味がわかっていなかった。ましてや俺と美優のセックスを見て慌てふためいていた山本さんが、女の子を相手にエッチの提案をするなど。

「お兄ちゃんの前ではご勘弁を……」

「今しかするとこないもん。ほら、お尻をこっちに向けて。絶対に気持ちよくするから。テクだけならソトミチくんより絶対に上だよ」

「それが逆に心配……って、あっ、ちょっ……！」

　必死の抵抗を見せる美優だったが、力比べで山本さんに勝てるはずもなく。ベッドに寝そべったままだった山本さんに美優は脚を持ち上げられて、強制的にその股を山本さんの顔の上に移動させられた。

　美優の顔が山本さんの股の間にあって。美優の股に山本さんの顔が埋まっていて。それは、もはや疑いようもなく、女の子同士でのシックスナインだった。

「なんだとっ……!!　ア、ガッ──!!」

　その事実を認識した瞬間に俺の上体が跳ねた。しかし、それも一瞬のことで、限界も限界まで使い尽くしていた俺に、起き上がることなんてできるはずもなく。

「あっ……ああっ……あっ、らめっ……！　奏さ、んっ……そこ、はっ……あっ、んああっ……！」

　美優がアソコを舐められて悶えていた。セックスをしているときとは違って呼吸に余裕があるからなのか、これまで聞いたこともない声で喘いでいる。俺が相手では見せてさえくれなかったその秘所を山本さんに晒して、中出しされた膣内をペロペロと舌でお掃除されている。

「んっ……ちゅっ……はぁ……へろっ……ちゅるるっ……はぁ……。美優ちゃんのココ、すっごくえっち……はぁむっ……じゅるっ、へろじゅじゅじゅうぅっ……」

「んああっ！　ひあ、らめ、らのぉおっ！　らめらめ、やめっ、あっ……んんんっ……ンンッ……!!」

「美優ちゃんも、気持ちよくなってばっかりいないで、私の舐めて」

　山本さんは美優のクリトリスと陰唇を舐め回して、初めての女の子の感触を味わっている。その快感に脳をやられてしまったのか、俺に中出しをされたときからとっくに脳の回路が焼き切れていたのか、美優は山本さんに操られるがままにその舌を割れ目に伸ばしていた。

「はぁんあああっ……美優ちゃんも、上手っ、あっ、そこっ、イイッ……!!」

　男に何不自由しないはずの美少女二人が、女の子を相手にお互いの気持ちいいところを刺激し合っている。色白でむっちりした裸体が上下に交わって、豊乳を左右で揺らしながら、長い黒髪から赤い舌を伸ばして快楽に耐えて懸命に互いの秘部を舐めているのだ。

　俺は無情にも勃起していた。恋人がしてはならないことをしているその最中を見てしまっているのに、本当に情けないことなのだが陰茎を勃たせることを我慢できなかった。

　そして、俺とのセックスを目的にしていたはずのこの二人の少女は、せっかく俺が勃起したというのに──俺が動けないなら騎乗位でもしてくれればいいのに──そんな俺のことなど埒外にして新しい刺激に夢中になっていた。

　想像していた以上にこの二人は相性が良かったらしい。悔しいったらない。

「んっ、むちゅっ、あっ……もう、こんなことまでさせて……こうなったら、容赦しませんからね」

「あっ、あっ、そこっ、ぎもぢっ、あっ……ひゅごっ……こんな、のっ……んああっ……初めてっ……ああっ!!」

　気づけば経験豊富な美優が優位に立っていた。イキまくって感じにくくなった体をどう責めたら敏感にすることができるのか、それをわかっている美優は舐め方や指の入れ方を変えることで山本さんを刺激に慣れさせないようにしていた。

「あんっ、ああっ……だめ……ほんと、上手すぎ……ソトミチくんと全然違う……」

「はぁ、っ……はあ、当たり前じゃないですか、誰と比べてるんですか、まったく」

「えへへ、ごめんごめん」

　美優の責めの上手さに勝てないと悟ったのか、山本さんは美優とのエッチを終わらせると、満足顔で体を起こして、美優を抱き寄せるとそのままベッドに倒れ込んだ。

「やることやっちゃった」

「正気に戻って後悔しないことを祈っておきます」

　ようやく息を落ち着けた二人は、体力お化けの山本さんはともかくとして、美優はもう疲れきっている様子だった。あの小さい体でよくここまで頑張ったものだ。

　俺はといえば、置いてけぼりだった。まあ、いいさ。こういう扱いにも慣れている。セックスのできなくなった俺に役割などないのだ。俺はこの部屋の家具の一部になっている。

「あのさ、美優ちゃん」

　一転して静まり返った室内で、山本さんは汗でぺったりした美優の前髪を撫でて除ける。

「どうしてソトミチくんのことがそんなに好きなの？」

　そして始まったのがまさかのガールズトークだった。

「それは前に会ったときに言いましたよね？」

　美優と山本さんはお互いの語れるところを全て語り尽くしている。だから、今更そんな質問をすることに、何の意味もない。

「あの頃はまだ、色々としがらみがあったじゃない？　嘘は言っていないんだろうけど、全部を話してくれたわけじゃないと思うんだ」

　美優が山本さんとの仲良し作戦を遂行するために、言葉を選んでいたのではないかという山本さんの推察。当たらずと言えども、といったところだったようで、美優は数秒考えてから口を開いた。

「別に、奏さんとそう変わりませんよ。一緒にいる安心感が好きなので。……ただ、そうですね。それが好意足り得る理由については、奏さんとは違うかもしれません」

　美優は胸の内を語った。俺がまだ意識を保っていることを美優もわかっていて、だからこそあえてそれを口にしたのかもしれない。

「人を好きになるには、まず自分が幸せであるべきだって思うんです。一人でも生きていける自分が、その人といることで、もっと幸せになれるから一緒にいたいって……、そう想い合って恋人になるのが正しい在り方だと思っています。でも……」

　美優は穏やかな声音で、淡々と語った。

「私は、その人と一緒だからこそ幸せになれる──、そんな恋しか、きっとできません。だから、お兄ちゃんみたいに、一生私を愛してくれる確信がある人じゃないと、お付き合いとかは踏み切れないので」

　それは美優の体質が与える影響とは別の、美優という人間の本質に関わる話で、俺も聞いたことがなかったから、驚くと同時にどこか嬉しい気分でもあった。

「私がお兄ちゃんに求めてる安心感はそういうものです。この体質のことといい、都合よく付き合ってもらってますけど……その……私は、結構、真面目に……お兄ちゃんのこと、好きなので……」

　照れくさそうに、最後をそう締めた。美優が可愛くて悶え死にそうだった。

「やっぱりお似合いのカップルだね、二人は」

　山本さんは美優の頭を撫でて、それから柔らかな丸みで美優をギュッと抱きしめた。

「私のために、ここまでありがとう」

　それは、断面を区切ってみれば、酷い仕打ちの数々だったように思えた。だが、こうして収まるところに収まってみると、山本さんとしては、美優に感謝するしかないぐらいの状況になっていたのだろう。そこには一切の偽りのない感謝と慈しみがあった。

　俺はその二人の声を聞いて、眠気に意識を虚ろにさせていた。これで全てが決着したのだと、胸をなでおろして。自らの役割をきちんとこなせたことに少なからず誇らしさを感じながら、山本さんとの仲良し大作戦は無事に幕を下ろすことになったのだった。

　と、このときの俺は、本気でそう思っていたのだが──

　眠りについて、泥に沈むような深い眠りだったはずなのに、まだ朝陽が部屋に差し込んだばかりの時間帯に俺は目を覚ました。俺はベッドの中央に寝かされていて、その両サイドには俺の腕をおっぱいで挟むようにして寝息を立てている巨乳の美少女二人がいる。長い黒髪は乱れたままシーツの上に広がっていた。

　夢でも見ているのかときおり強く瞑られる瞼に、長いまつ毛がピクッと動く。さきほどまで俺のペニスを咥えていたその唇は、血色のいい紅で膨らんで、いつも健康的な山本さんはもちろんのこと、美優の顔も水気を多く含んだ代謝の良い肌になっていた。寝顔を見ているだけでも美人だとわかる造形から、眼下へと視線を移せば、セックス三昧の日々を送っているとは思えないほどキレイな乳首が露わになっている。

　贅を尽くしたようなシチュエーションを俺はまだ味わっていたかったのだが、悲しいことに尿意を催してしまっていて、トイレに行かないとシーツどころかマットレスまでダメにしてしまいそうだった。俺は泣く泣く腕をおっぱいから引き抜いて、二人を起こさないように慎重に体を起こすと、ベッドを降りてトイレに向かった。

　さすがに体が軋む。しかし、また以前のように動けなくなるかと思っていたのに、この体も美優たちとの性交を繰り返すことで鍛えられているのか、歩いてみると体は軽かった。

　用を足して、洗面所に向かい、手を洗う。射精のしすぎで顔は貧血気味の酷いものだったが、体の筋肉量はというと、ちょっとしたスポーツマンぐらいの肉付きになっていたのだった。

「すごいな……」

　いつだか山本さんの言った、妹を想う兄の本能の力なのか、元よりあの美優の兄だから素体は良かったのか、俺は鍛えるだけ成長する恵まれた体質に生まれていたらしい。

　と、俺がまた不審に鏡を眺めていると、不意に洗面所のドアが開いた。俺は驚きの声を漏らさないように喉を締めて、ゴクリと唾を飲むその向こうには、なんということか美優の姿が現れたのだった。

「どうしたんだ？　美優も疲れてるだろ？」

「そうなんだけど。お兄ちゃんが起きると私もつられて目が覚めちゃうんだよね」

　たしかに美優は俺が起きるとちょうどよく目を覚ますんだよな。まだ眠いだろうに悪いことをしてしまった。

「お兄ちゃんは何してたの？」

「トイレに起きただけだよ」

　予想外に鍛えられていた肉体に自惚れていたことは棚上げにして、ともかく本当ならまだあのおっぱいに埋もれて寝ていたかった。

「山本さんは？」

「寝てるよ。気持ちよさそうに」

　俺とのことが吹っ切れて、精神的に余裕が出たおかげか、山本さんの眠りは安らかだった。あの美優との会話を聞く限り、少なくとも山本さんの恋の顛末に関しては、決着と見て問題なさそうだ。

「お兄ちゃんは体は大丈夫？」

「ああ、それが不思議とな。あれだけ無茶したのに、下半身もわりと元気みたいで」

　排尿するときに激痛が走るのではないかと心配していたが、そんなこともなく、竿も精力も驚くほど回復していた。

「マッサージの効果が効いたのかもね」

「マッサージ？」

「お兄ちゃんが寝てる間にね。お兄ちゃんの体のあらゆるところを、揉んだり、舐めたり。奏さんと」

「なんだと」

　そんなことしてたとか。あれだけしっとりとした会話までしてたくせに。俺をベッドの中央に移動させる過程でまた色々やってたんだな。なんで俺が動けないときに限ってそんなエロいことをするんだ。

「じゃあお兄ちゃんはまたエッチできるんだよね」

「えっ……ま、まあ……」

　美優はそう言って俺の前にしゃがんだ。そして、首を下向きにしていた陰茎の先を、美優はパクリとその口に含んだのだった。

「はむっ……ちゅっ……じゅるっ……ちゅっぱっ……」

「おっ、お、お、おい……あっ、美優……！　もう、あんだけしただろ……！」

　いきなりフェラを始めた美優に、ペニスは勃ってしまって、それでもこんな場所で急にエッチをされたのでは落ち着かず、俺は美優の頭を撫でるようにして諌めて口から肉棒を抜いた。

　すると美優は、亀頭のさきっぽを唇につけながら、どこか恨みのこもった上目遣いで俺を見つめてきた。

「……少ない」

　美優はボソッと呟いた。

「えっ？」

　まさかの一言に、俺は絶句した。あれだけの回数だけセックスをさせておいて、まだ足りないというのだろうか。

「奏さんには三回中出ししたのに。お兄ちゃん、私と三回目する前に寝ちゃったよね」

「いや、それは……！」

　美優が言ったのは、全体の射精回数や精液の量ではなかった。五回ずつと約束したあの連続中出しセックスの最後に、美優は自分だけが少ないままエッチを終えられたことに不満を持っているようだった。

「でも、その前に美優には一回しただろ？　一番最初の、一番濃いやつ」

「それはそれ。五回は五回。お兄ちゃんは恋人として、お友達より私の中に出した回数のほうが少ないことに何の負い目もないんですか？」

「それを言われてしまうとだな……」

　もうこうなった美優はどう諭しても収まらない。というよりこの無茶な持論を聞いていたら俺も申し訳ない気分になってきた。

「山本さんの部屋なのに、好き勝手やっていいのか？　すぐ向こうで寝てるんだし」

「だから、こっそり、ね。早く早く」

　美優は立ち上がって尻を振り、俺を誘ってくる。ずいぶんとエッチな妹になったものだ。

「あんまり声を出すなよ」

「わかってるって」

　俺は美優の腰を押さえると、さっきまでのベッドでのまぐわいとは真逆の優しいピストンでペニスを出し入れした。

「あっ……んっ……お兄ちゃんの……すっかり、元気になってる……」

　洗面台の隣にある洗濯機に両手をついて、俺の腰振りに乳を揺らしながら美優は感じている。美優はただ俺にペニスを挿入されていることを嬉しそうにしていて、これまで山本さんとの仲直り作戦のために我慢していたことが、まだフラストレーションとして解消されていないらしい。

「ああぁ……おにい、ちゃんの……おっきぃ…………いつもより……っ……ふぅ……ぐっ……息、苦しいかも……」

　美優はその表情こそ気持ちよさそうにしていたものの、よく見てみるとこっそりとつま先立ちして腰を浮かせていた。俺も美優の膣のキツさは感じていて、膣壁への密着度が増した分だけ、ペニスを出し入れしたときの肉襞の食いつきが良くなっていた。

　山本さんとセックスしたときにも感じたことなので間違いない。俺の肉棒がまた成長してしまった。

「ごめん、また大きくなったかも」

「うう〜……なんで余計なことするの……こんな、のっ……はぁ、ふあぁ、あっ……私の体には、おっきすぎるってば……」

　美優は体が小さいだけでなく、そもそもとして膣穴が狭くて広がりづらい。初めてのセックスからそれなりに回数をこなしたはずなのに、これはもう美優特有のロリマン体質によるものといえる。

「でもこれも美優の作戦の副産物だから」

「うっ、うぅ……こんなの想定してない……はぁ……うっ、ああっ、あっ、あぁ……もう、ダメかも……はぁぁぅ……」

　一回り大きくなった陰茎は長さもそれなりで、いつも通りの半分の挿入をしていたはずが、だいぶ良いところまで入ってしまっているらしい。美優が声を抑えるのに必死でもう限界なことに気づかなかった。膣穴がギュウギュウ締めつけてきて、それが絶頂の合図だった。

　俺はまだ刺激には耐えられるだけの余裕はあった。でも、こうして静かにセックスをしても呆気なくイッてしまう美優が可愛くて、ちょっぴり意地悪をしたくなって無断で射精することにした。

「ああっ、あっ、イッ……イッ、くぅっ……、はぁ、はぁ……あっ、ああっ！　あっあっ！　お兄ちゃん、んっ、ああっ、ナカ、出てっ……ん、んんっ……!!」

　美優がイッたタイミングに合わせて、俺は何も言わずに射精をした。それを感じ取った美優は驚くと同時に続けざまのオーガズムを強制されて、ガクガクと脚を震わせながら洗濯機にしがみつく力すら残せずに床へとヘタリ込んでしまった。閉じる力のない膣内からは白濁液が漏れ出している。

「ふぁ、はぁ、はぁ……お兄ちゃん、イクなら言ってよ……」

「悪い。つい出来心で」

　中出しされるとイかずにはいられない妹、可愛いな。俺が寝る前に山本さんと自分は恋人に依存してしまうみたいな話をしてたけど、こんなエロい妹を手放すわけがないだろ。

「他人の家で勝手にエッチをしてしまったな」

　見知った場所とはいえ、自分の家以外でセックスをするのはいけないことをしている気分になる。しかも、今回は家主がすぐ近くで寝てるわけだしな。俺たちって、結構な変態カップルなのかもしれない。

「まあ、他人の家だから。私もまだ正気でいられるというのもあるので」

「それもそうだな」

　これだけ中出しをしたのだから、美優が甘々の本能型妹になっていてもおかしくはない。そうなっていないのは慣れない部屋ですることへの緊張感が美優の理性を支えているからだ。

「戻るか」

「うん」

　俺と美優は揃って居間に戻った。山本さんはまだ寝息を立てて眠っている。

「寝てるな」

「よっぽど疲れてたんだね」

「だろうな。精神的な部分は特に」

　一日であれだけ泣いて、泣かされたんだ。さすがの山本さんだって眠たくもなる。

「せっかくだから、ここでもしとく？」

「山本さんの目の前でエッチをするってことか……？」

「うん」

「それは……さすがに……でもな……」

　実のところ、眠りのきわに美優を寝取られた身としては、悔しい想いがないわけではない。──するか。

「起きてるんだけど？」

　急に山本さんの声が聞こえて、寝言かと思ったら山本さんが目を覚ましていた。というより、だいぶ前から起きていたらしい。

「い、いつから、起きてたんだ？」

「ソトミチくんがトイレに行ったときから」

　ええっと。それって、もしかして。俺と美優がエッチをしていた、最初から最後までということだろうか。

「二人が脱衣所でイチャコラしてたの全部聞こえてたからね」

「すみませんでした」

　俺は深々と頭を下げた。美優は予想外に恥ずかしいところを知られて、とても恥ずかしそうにしていた。お前も謝れ。

「お二人の仲が睦まじいのはよろしいことですが」

　山本さんは体を起こして、両手を上にグッと背伸びをした。賢者タイムに入った状態で見ていると実に健康的ですばらしい体つきだ。

「お腹がすいたから、ご飯にしよっか」

「ですね。休憩しましょう」

「たしかに、腹は減ったな、でも……」

　悠長にしているが、もう朝なのだ。いくら山本さんの家がうちと近いといっても、支度の時間を考えたらもう食事をしている暇はないはず。

「何時になったら帰るんだ？　学校あるだろ、今日」

　立ち上がって、キッチンへと向かおうとしていた二人に、俺は尋ねた。至極、真っ当な質問をしたはずだったのだが。俺の問いかけを聞いて、美優も山本さんも、ポカンとした顔をして俺のほうを見たのだった。

「えっ、なんか俺、変なこと言った？」

「そうじゃなくて。お兄ちゃんまさか学校に行くつもりなの？」

「ソトミチくん、そんなに行きたい？」

「え？　……え？」

　俺、普通のことを言ってるよな。なんで責められてる風なんだ？

「学校は諦めたら？　いくらお兄ちゃんでも間に合わないよ」

「それは……多少は、遅れるかもしれないけど……。今から帰れば、まだ行ける範囲だろ」

　今日は始業式なのだ。そんな日に俺と山本さんが揃って休むなんて目立ちすぎる。……と、そんなことを考えている俺に、美優は怪訝な顔でなおも確認を続けてきた。

「これからまた四回エッチするんだよ？　ほんとに多少の遅れで済むの？」

「あ？　え？　……ええっ!?」

　予想外の言葉に、しかし、山本さんもすっかりその気だったようで。何を言ってるのかと美優と顔を見合わせて首をかしげていた。

　たしかに俺は二人に五回ずつ中出しすることを約束した。でも、もう満足はさせられたというか、場の空気的にも、みんな悩みも解決できてすっきりハッピーな感じだっただろ。

「まさか、私のお兄ちゃんが、約束を守らない……なんてこと、ないよね？」

「私はあまり強く言える立場じゃないけど……。でも、最後のことだし、もうちょっと大切にしてもらいたかったな……」

　正直なところ、絶句するしかなかった。しかし、非は俺にあった。

　美優の言う通り、約束を果たさずに終わるというのは、少なくともこの妹の兄としてはあってはならないことだった。それがわかっていたから、山本さんもそれを当然のこととして期待していたし、だから、もう俺は学校をサボってこの美少女二人とセックスするしかないのだ。

「わかった。今日は、休みの連絡を入れよう……」

「やったぁ！　ソトミチくんとエッチだぁ！」

「さすがは私のお兄ちゃん。そういうとこ好きだよ」

「はははっ。はあ。ありがとう」

　女の子二人がヤル気なのだ。男が些細な体裁なんて気にしてどうする。

　こんな可愛い子とセックスができるなら他に望むべくもないだろう。

「それじゃあ、ソトミチくんのために、美味しい朝ごはんを作るからね」

「お兄ちゃんはベッドでダラダラして待ってて」

　男をダメにする代表みたいな美少女二人は、裸のままエプロンを身につけて、息を合わせたように仲良く同時にキュッと紐を絞った。そんな二人が、薄い布を挟んでおっぱいを押し付け合って、両手を指を絡ませるようにして繋いで俺に楽しげな目を向けてきた。

「今朝の献立はぁ……スクランブルエッグを私のお腹の上に乗せて、ソトミチくんはそれを口で掬うように食べて……、メインのパンケーキは、美優ちゃんから口移しで食べさせてもらおうか」

「奏さん、正気ですか」

「美優ちゃんは今後一生やらないだろうし、これもいい思い出づくりだと思って、ね？」

「そう言われてしまうと、弱いです」

「お……俺は、寝てるからな」

　もうどうにでもなれとふて寝を決め込んで、そんな俺を尻目に二人は仲良くキッチンへと向かった。

　ずいぶんと仲が良くなった二人のイチャイチャする声が聞こえる。

　これ以上に不健全になりようもないと思っていた俺の生活は、まだまだこれから下品に堕ちていくようだった。











０９．私がこれからどんな人とエッチをしても、一生忘れられなくなるぐらいの気持ちいい中出しをして









　三学期制の学校に通う俺の、二学期の始業式の日の朝。俺は学年で一番可愛いと噂の、とびきりエロい巨乳の美少女の部屋で裸になっていて、さきほど妹との中出しセックスを終えてから今はベッドでゴロゴロしている最中だ。そのクラスメイトと妹は二人でキッチンに立っており、俺のために朝食を作ってくれている。

「ソトミチくん、お待たせしました」

　踊るようにキッチンから出てきたのはエロクラスメイトの山本さんで、裸エプロン姿の彼女はその唯一の衣服を脱ぎ去るとテーブルの上に仰向けに寝転び、皿に盛ってあったスクランブルエッグをわざわざお腹の上に乗せて俺を誘ってきた。そこに続いてやってきたのは切り分けられたパンケーキを片手に部屋に戻ってきたエロ妹で、テーブルの側に膝をついて座ると背中に手を回して紐を引っ張った。

　はらりと落ちたエプロンを美優は退けて、もう片方の手に持っていたスプレー缶からホイップクリームを山本さんの豊かな胸の頂に乗せると、さらには蜂蜜までをそこに垂らした。昨晩まで俺とのセックスでだらだらにアソコから漏らしていた体液のように、エロティックな粘性が傾斜の大きい丘の上から流れてくる。

　いわゆる女体盛りと呼ばれる受け皿となった山本さんは、その細長い指で自らの脚をなぞり、腹部へと俺の顔を誘う。赤い舌をべーと出して本性を剥き出したそのエロ顔には、もはや恋に悩んでいた頃の面影など微塵もなくなっていた。俺はその淫らな姿に招かれるままに、山本さんの股の間に入るようにして、朝食のときを迎えるのだった。いわずもがな俺も裸である。

「お兄ちゃん。一生に一度の体験をどうか楽しんでね」

「美優ちゃんもしてあげればいいのに」

「しません、こんな下品なことは」

　美優はあくまでも冷ややかにそう言うと、山本さんの乳首に吸いついて、「ああんっ」と喘ぎ声を上げる山本さんを無視してホイップクリームと蜂蜜を口に含む。そして、皿にサーブしていたパンケーキを一切れ咥えてから、俺にキスをしてきた。

「んっ……んちゅ……くちゅっ……」

「美優……っ……んあむっ……んくっ……」

　食事を口づけによって摂取して、美優は俺が飲み下すたびに隅々まで口内を舐ってキレイにしてくれた。俺の生涯でもこんなはしたない食事の仕方をすることは今後ないだろう。たぶんこれも、美優としては山本さんを必要以上に泣かせてしまったことへの負い目からしていることだ。にしたって、この卑猥の権化みたいな人の発想にわざわざ付き合うこともなかろうに。しかし、なぜなのか、俺はこの非日常的な変態性に勃ってしまっていた。

「勃起しながらの食事ってどんな気分かな？　ソトミチくん」

「頭が痛いけど、悪くないよ。すごく興奮する」

　本当にこれから一生ない経験だろうしな。それからパンケーキとスクランブルエッグとを、組み合わせなんて関係なく、俺は美優のキスと山本さんへのお腹に口をつけるのとを繰り返して、隣にポット型の容器に入った牛乳が置かれていることにときおり意識を持っていかれながらも食事を進めたのだった。

「んふっ、これが気になる？」

　食事が終わって、体を起こした山本さんは、牛乳の入った容器の取手を摘んでニコッと笑った。嫌な予感がする。

「美優ちゃんに飲ませてもらおうか」

　弾むような声で美優を指名した山本さんとは対照的に、緊張した面持ちの美優が、その言葉の意味を理解して俺に近づいてくる。

「これは美優ちゃんのおっぱいなので、ソトミチくんは美優ちゃんの乳首をちゅーちゅーして飲んでね」

　山本さんが牛乳ポットを手に俺を誘導して、その前で美優は膝立ちになり、重たそうなおっぱいを持ち上げた。どんだけ変態なんだこの二人は。

「私と奏さんとを同列に見ないで下さい」

　美優は俺の内なる思考に睨みを利かせて言及してきた。たしかに美優と山本さんとでは変態のベクトルが違う。

「いいからいいから。はい、ソトミチくんは美優ちゃんのおっぱいを吸って。美優ちゃんはソトミチくんが上手におっぱいを飲めたらいい子いい子してあげてね」

「なんて屈辱的な……」

　ほんとどうしてこうなったんだろうな。などと思いながらも俺は、膝立ちしている美優の股下に足を伸ばして座り、ちょうど乳首が目の前にくる角度まで体を起こして、そのまま美優のおっぱいに吸いついた。

「んっ、あっ……！　お兄ちゃん、躊躇なさすぎ……！」

　美優の乳首が吸えるのなら都合など何でも良かった。俺がちゅぱちゅぱと美優の乳首にしゃぶりついていると、美優の乳房に山本さんが牛乳を垂らしてきて、俺はそれを零さないように強く吸ったり舌を出したりして飲んでいった。

「ちょっ、んっ、はぁ……あっ、あっ……そんな、強くしちゃ……ダメっ……ああっ、ん、あっ……！」

　牛乳を飲ませる、なんてのは変態プレイをするための口実でしかなくて、山本さんは少量のミルクが少しずつ美優の乳首から出るように、上手くポットの傾きを調整してくれた。美優のおっぱいは濃厚でとても甘かった。

「そんな、吸っても、出ないからっ……んんっ……ああっ……お兄ちゃん、らめっ、あぁ、らめえっ……んああっ……イっちゃう、から……ほんとにだめええっ……！」

　母乳とは、子を産んだ後に出るものだ。それを擬似的にとはいえ俺に飲まれている美優は、たぶんめちゃくちゃに興奮して気持ち良くなっているはず。乳首からは保育用の養液を出して、股からはセックス用の愛液を垂らして、この妹も否定のしようがないくらいに不健全で淫猥だった。

「あっ、あっ……イクッ……ひぃあっ、イク、イクッッ……!!」

　俺に乳首を吸われながら、美優はイった。おっぱいをあげていることへの興奮と、乳首への刺激だけで、妹はオーガズムに達してしまったのだ。

「美優ちゃんったら、おっぱいをあげてるだけでイっちゃうなんて。それじゃあママにはなれないよ？」

　山本さんが煽りをくれて、美優は不満げにしつつも反論することができず、今度は山本さんがおっぱいをくれることになった。俺にはママが二人いる。

「はーい、ソトミチくん。ミルクの時間だよぉ」

　俺のことを小馬鹿にするかのような撫声で、自ら乳房に牛乳を注ぐ山本さんの乳首に、俺は本能のままに吸いついた。その体格差のお陰で乳房のサイズも乳首の咥えやすさも美優より一段上の山本さんのおっぱいは、どれだけ強く吸っても許してもらえそうな包容力があった。

「んんっ……ソトミチくんってば、そんなに吸ったら本当に出ちゃうかも……。上手だよ、ソトミチくん……はぁ、っ……あっ……。すっごく、気持ちいい……」

　山本さんは一生懸命におっぱいを飲む俺を撫で撫でしてくれた。口を大きく広げておっぱいを吸うと、柔らかい乳肉がその分だけ口内を満たしてくれて、気づけば俺は山本さんに抱きついて乳首をしゃぶっていた。

「お兄ちゃん……奏さんのおっぱいでそんなに興奮して……。そんなにエッチなことがしたいなら…………はゆっ……んっ……じゅるるっ……ちゅっ……」

　俺が山本さんのおっぱいを堪能しているその陰で、何か我慢ならなくなった美優は、ギンギンに勃起していた俺のペニスをフェラチオし始めた。

「んっ……あっ、美優っ……そんな、急に……！」

　山本さんの背後からじゅぶじゅぶとペニスにしゃぶりつく音が聞こえて、想定外のことに山本さんもおっぱいタイムをやめて振り向くと、そこには先ほどの授乳で本能ダダ漏れモードになった美優の姿があった。緩んだ顔で一心不乱に肉棒を舐めて、しゃぶって、土下座でもするように頭を深くまで下げて喉奥にペニスを咥え込んでいる。

「こら、美優ちゃん、勝手なことしちゃダメでしょ」

「んむぅ……んっ……ぐっ……じゅぶっ……じゅっぶっ……、ちゅぱっ……はぁ……。こんなことさせられて……もう、我慢なんてできません」

　美優は俺のイチモツから口を離すと、我先にと俺に跨ってきて、一秒と間を置くことなく腰を下ろした。

「あっ……ああっ、あっ……お兄ちゃんの……おっきぃ……!!」

「美優っ……ぅ……ああっ……!!」

　美優が自分から腰を動かして、気づけば騎乗位セックスが始まっていた。寝起きからお風呂で中出しをしていたこともあって、美優の性欲は溜まりっぱなしだった。

「美優ちゃん、次は私でしょ!?　美優ちゃんはさっき、ソトミチくんと……」

「私は、っ、あっ……お兄ちゃんと、仲良しだから……あっ……ああっ……んあっ、はぁ、あっ……!!　何回エッチしても、いいんだもん……!!」

　正論を振りかざした暴論だった。交互の順序からしたら、次は山本さんが俺とセックスする番のはずだったのに。美優は山本さんに断りもなく俺のペニスを挿入してしまったのだ。

「んっ、んんっ……あっ、はぁ、ああっ……お兄ちゃんの……すきっ……すきぃっ……！」

　そのなりふり構わない姿は、もう美優が理性を維持していられなくなっている兆候だった。由佳と、山本さんと、それぞれのために俺とセックスしたい欲望を自制して、その最後となった昨日からは何発もの中出しをされているのだ。むしろここまで正気でいられたのが奇跡に近い。

「もう……そんないけない子は……」

　しかし、それでも、今は契約の履行の最中で、この瞬間だけは俺を使用する優先権は山本さんにある。だから山本さんも容赦はしなかった。山本さんは俺へのおっぱいタイムを終わらせると、ミルクポットをテーブルに置いて、俺のペニスに跨る美優の後ろに回り込んだ。

「美優ちゃんも、ソトミチくんも、二人まとめてイかせちゃうからね」

　山本さんは騎乗位でセックスをする美優の背中から、おっぱいをくっつけるように体を密着させて強制的に美優を前傾に倒した。それと合わせて、山本さんは美優の膝の上に自らの膝を絡ませて、腰と腰をガッチリと固定して一つの体として全身のコントロールを奪ってしまった。

「ふえ……え、えっ……!?」

　困惑する美優に、山本さんは美優の意思など一切考慮することなく、全身を絡めたまま腰をズプッと落とした。美優と山本さんの動きは完全に同期していて、山本さんが腰を落とせばその分だけ美優の腰も下がる。抵抗のしようもないその膂力と体重差に、美優は俺のペニスを根本の一番深くまで咥え込まされた。

「あっ、あああっ……らぁあらめぇっ!!　こんな、のっ……んっぐっぅうんあああっ……!!」

　美優が主導の騎乗位ともなれば、いくら本能モードになっていたとしても、ギリギリ自分で動くことができる程度の刺激になるようにコントロールがなされる。しかし、山本さんはその臨界点をふっとばして、以前よりもサイズの増した俺の肉棒をまるっと美優の膣内に入れてしまった。更には美優の体重に自らの分を上乗せして、俺の下腹部と割れ目を密着させたまま、グリグリと子宮口を押しつけるように腰をグラインドさせてきた。

「ああっ、あっ……山本さん……それはっ……俺も……う、があっ……!!」

「ひあああっ、ああっ、あっぐ……ぅっ、ああっ……こんなおっきいので犯しちゃイヤああああっ……子宮、壊れちゃううっ……!!」

　これまでの美優からしたら考えられないぐらいの深く強い刺激。全身を雁字搦めにされて強制でもされなければ、絶対にすることのなかったエグいストロークだった。

「ふぅ、っ……美優ちゃんがいけないんだよ。私がエッチするはずだった、のにっ……はぁ……はっ……ソトミチくんのこと取るから……」

　山本さんはその状況を楽しんでいて、きっとそこにはこれまでやられた分の仕返しも含まれていたのだろう。どれだけ美優が泣いて喚こうとも、ひとカケラとして手心を加えるつもりはないようだった。

「おにぃ、ちゃんの……ぉんっおっ、ああっ……子宮にぃっ……入ってるうぅ……ッ!!　あっ、むりぃ、らめぁああっ……ひんじゃう……あっ……んああっ……!!」

「んふっ、こんな太い棒が子宮に入るわけなんて……ないで、っしょ……！　でも……美優ちゃんがそう感じるなら……っ」

　山本さんは美優の体を抱きすくめると、前後の腰の動きに加えて上下方向にも美優を弄び始めた。強制的に子宮を下ろさせるように、山本さんは美優のお腹に腕を回して、子宮口を突き破りそうな勢いで強引に体重をかけさせていく。

「ひああっ、んぐうっあっ、ああっ……、あっ、ああっ、ひやあああっああぅっ……!!」

　絶叫に等しい声量で喘ぐ美優に、刺激に耐えられなくなっていたのは俺も同じだった。

「あっああっあっ……出るっ……出るぅ……!!」

　どぴゅどぴゅどぴゅどぴゅっ──と、セックスの最中に呆気なく俺は射精してしまった。それでも山本さんは美優を解放しようとはしない。

「ほらっ、ほらっ……ソトミチくんがいっぱい子宮に精子を出してくれたよ……！」

「んっ、あっ……ひやっ、いわっないで……ああっ、っ、ああっ!!」

　耳元で山本さんに煽られて絶頂する美優が、まるで凌辱されているようで、当然のことながら俺の勃起が収まることはなかった。美優の感覚からしたら子宮姦に等しいこのセックスは、下手をしたら廃人になるところまで堕ちる可能性まである。

「んあっあっ、ああっ……もうむりぃいいっ!!　いやぁあああっ!!」

　イキすぎて、快感により焼かれるほどの負荷が神経にかかり、美優はもう精神的にも危険な領域に入っていた。

「はぁ、ああっ……山本さん、もう、それ以上はっ……!!」

　快楽に翻弄されながらも、俺はどうにかセックスを止めようとした。しかし、そんな美優に、あろうことか山本さんは、更なる追い討ちをかけたのだった。

「ソトミチくんに中出しされた精子……いまはどの辺りを泳いでるのかな……」

　山本さんは美優に強制的なスタンピングをさせながら、指先で美優のお腹をなぞり、子宮と卵管がある位置を刺激した。

「子宮にたっぷり射精してもらえたから……もう美優ちゃんの卵子は……ソトミチくんの何億もの精子に犯されてるかも……」

　ボソッ、と、美優の叫び声と比べたら、かき消えてしまいそうな囁きだった。だが、そのワードの強烈さが聴覚を鋭くして、俺にまで聞こえたのだから、美優にもその言葉は文字通りに認識されていたはずだった。

「ふあっ、あっ、ああっ……せーし……お兄ちゃんのっ……せーし……!!　ああっ……らめっ、あっ……もうお兄ちゃんのあかちゃんしか……はぁ、んんああっ……あっ、産めないのっ……あっ、ああっ……!!」

「そうだよぉ……っ、はぁ……幸せだね、美優ちゃんは……」

「はぁ、はああっ、ああんんあっ……しあわへっ、ひゅぎて……しんじゃうぅっ……」

　美優の脳はバグって、叫ぶ体力も尽きて、ぐったりとした状態のその体内では、膣だけが唯一俺のペニスを感じてイキっぱなしになっていた。蠢く肉壁が俺のペニスを包んで、ぐんぐんと精液を吸い上げてくる。

「はああっ、あっ……美優……ごめんっ……！　また、出る……射精するっ……！」

「あっ、あっ、あっ……おにぃ、ちゃん……の、せーし、いっぱい……っ、んっ、んんっ、ふあっ……ほしぃ、のっ……！」

「あっ、ああっ……美優……っ!!」

　陰茎の先を子宮口に当てたままびゅるびゅると放出された精液を、山本さんはまるでその精子たちを美優の卵子まで誘導するかのように、またお腹から卵巣の位置までを辿るようにくすぐった。

「ふああっ……あっ……おにいちゃんのせーしがしきゅうにいっぱいきてる……んっ、あっ……いま……ナカで、ぷちゅって……」

「あーあ、美優ちゃん孕まされちゃった。大好きな兄ちゃんの精子で、卵子が赤ちゃんになったよ」

「はぁ…………あっ…………アアッ……アッ……」

　美優は絶頂に体を痙攣させることすら出来ず、ついには糸が切れたように気を失い、そのまま深い眠りについてしまった。

「はぁ、はぁ……山本さん、やりすぎ……」

「うふふふっ。だって兄妹揃って可愛いんだもん」

　山本さんは最後までノリノリで、美優を持ち上げてペニスを引き抜くと、ソファーに横にして布団を掛けてくれた。俺の腹部は中出しした精液が溢れ落ちてベトベトになっている。

「これだけセックスしてるのに、すごい量だね」

「俺もどうしてこうなったんだかわからないよ」

　俺と山本さんは食器類を片付けてから、食事のこともあって汚れていた体をシャワーで洗い流すことにした。すでに俺も山本さんも暗い感情なんかは吹っ飛んでいて、恋人が寝ている隣で申し訳なくもあるが、楽しく体を洗いっこしながら罪悪感まみれのキスをたっぷりして、それからまた裸のままベッドに戻ってきた。

　明るくて魅力的な表情に戻った山本さんの顔がまたすぐ近くに来て、俺はその柔らかい肉感に包まれながら横になっていた。

「もう今頃は、みんな始業式をやってるのかな」

　俺の頭を撫でる山本さんの手は、さきほどまで酷使されていた体を労るかのような優しい手つきだった。俺たちがこうして部屋でまったりとしている間、他の生徒たちは久しぶりの学校に喜怒哀楽を振りまいているのだろう。

「こんなことしてていいのかな」

「午前いっぱい授業するだけだし、始業式だって何回も聞いたような話をされるだけでしょ。おうちでエッチしてたほうが有意義だよ」

「それもそうだな」

　学生の本分は勉強をすること。しかしながら俺が通っているのは進学校ではないし、学生らしい青春を送るのだって、今後大人になっていくためには欠かすことのできない重要な経験であるはず。

「そういえば、山本さんってなんでうちの高校に入ったの？」

　山本さんは運動も勉強もずば抜けてできる完璧人間だ。学力で考えればまず候補になんて入らないだろうし、かといって就職に強いわけでも特別な催しをやってるわけでもない。

「ん？　言わなかったっけ？」

　山本さんはのんびりとした雰囲気でグッと両腕を上に伸ばした。美優からも川藤からも、たくさんのヒントを貰ってきたから、俺も大体のことはわかっている。それでも、俺は山本さんから直接その動機を聞いておきたかった。

「別になんてことはないんだ。普通の女の子でいたかったんだよ」

　山本さんは肺から息を抜いてシンプルにそう答えた。

「それだけ？」

「うん。それだけ」

　ニコリと微笑む山本さんに、それ以上の想いはないように思えた。そして、深掘りせずに会話を終わらせるべきか迷っている俺を見て、山本さんは気を遣うようにして言葉を続けた。

「何でも出来すぎるのは、人と一緒にいるとき窮屈で。男の人と上手くいかなかったのもそれが原因だし。悪く言えば、手を抜いてたというか。……美優ちゃんには、全部見透かされちゃってたけどね」

　ごく普通に悩んで、頑張って、人並みに得られたもので生きていく。そんな生き方がしたくて山本さんは本気になることをやめた。俺に嘘をつくことさえできなかったあの山本さんは、脳のキャパシティを制限していたそのときの山本さんからしたら全力で、それが自らの能力を枷する悪癖だった。

　美優はそれがわかっていたから、山本さんを傲慢だと評して、本気になれるだけの物を用意した。そして、今度は執拗に、かつ徹底的に、山本さんの弱点だけを狙い撃って、ここまで追い込んだ。

「だからさ、こんな気持ちいいぐらい負かされて、スッキリしたよ。……そのおかげで、私はちゃんとソトミチくんが好きだったんだってこともわかったし」

　優しい声音のまま、山本さんは俺の顔に手を添えて、目を見つめてきた。

「本当の本気で全力だったよ。こんなにも欲しい男の人が自分の物にならないのは、悔しいな」

　そう俺に告げた山本さんの語気は変わらなかった。平坦な語りだからこそ、喉奥の僅かな掠れに本音が滲んでいた。それでも、なぜだろう。

「あまり辛そうに感じないのは、俺の気のせい？」

　俺が尋ねると、山本さんは首を横に振った。

「好きなままでも、応援できる愛があることがわかったから」

「美優のこと、認めてくれたのか」

「うん。ただ、二人が別れちゃったら、私はどうしようもなく許せないかもだけど」

　冗談めかしく山本さんは笑った。それは、今の俺でも、同じことを思う。だから、美優のことだけは絶対に離さない。それがこれまで付き合ってきた女の子たちに通すべき義理でもある。

「というわけで、ね？　湿っぽい話はこれで終わり。私はまだソトミチくんとエッチする権利を二回も残してるんだから、これからまたたっぷり相手をしてもらわないと」

「わかってるよ。こういう言い方はしちゃいけないんだろうけど……。俺が美優以外とエッチできるのも、今日が最後だからな。こちらとしても楽しませてもらうつもりだよ」

「おっ、いいね。その意気だよソトミチくん。こういうときははっちゃけなきゃね」

　山本さんは楽しそうに俺に覆いかぶさって、長い髪を両手でかき上げた。くびれのあるボディがそそり立って、反動で巨乳がぷるんと揺れる。本当に捨てるのがもったいないぐらいに綺麗な人だ。

「ソトミチくん……」

　山本さんは俺のペニスをさすって、胸にキスをしてきて、長い舌をいっぱいに使って首を舐めてくれた。

「あぁ……気持ちいい……。やっぱり、こういうまったりエッチが一番だよ」

「ちょっとイジめすぎちゃったもんね。時間をたっぷり使って気持ちよくしてあげるから、リラックスしてて」

　それから、山本さんは俺と両手を恋人繋ぎにして、濡れた股を膝や肉棒に擦り付けながら、上半身を舌でいっぱいに刺激してくれた。特に耳は念入りに舐られて、輪郭の縁いっぱいを舌先でツーっとなぞられてから、一気に穴舐めに入ってくちょくちょといやらしい音を聞かせられたときはゾワッとしてそれだけで射精してしまいそうだった。

「うっ、ああっ……こんなの、竿に触れられなくても出ちゃいそうだよ……」

「それでもイかないでくれるのはソトミチくんだけなんだよ」

　山本さんは宣言の通りに、神経さえ通っていればどこでも時間をかけて舐めてくれて、いつしか指先で触れるだけで声が出てしまうほど、俺の全身は敏感にさせられていた。キス攻めにあっている間も、常に重なっている山本さんの体の温度が適度に裸体の心地よさを保って、神経の鋭敏化を少しも鈍らせなかった。

「んっ……はむっ……ちゅっ……。えへへ。なんだかもう他の人の男だと思うと興奮してくるよ」

「頼むからそういう悪い影響だけはされないでくれ」

　わかるよ。きっと美優の周囲にいた女の子たちも、こうやって常識を破壊されてきたんだろう。あれだけ純情だった山本さんが、実兄妹のセックスさえ許容して、浮気エッチを楽しんでしまっているんだ。俺にはもう責任は取れないので、この先のことはこれから付き合っていくであろう素敵な彼氏さんたちに任せることにする。

「ところで、そろそろ下の方も……」

「任せて。たっぷり時間をかけて舐めてあげるね」

「あ、ああ」

　本当はもう挿入までしてほしかったのだが、ここは山本さんのためにもグッと堪える。山本さんは肝心の竿には触れてくれずに、陰嚢やお尻、膝から足の指までを、ちゅっぱちゅっぱとそれはもういやらしく舐めてきた。それがまた──夢心地だった。

　人間の快楽はどこまで続くのか。エロアニメを何本と見てきた俺には疑問に思うことがあった。何十分と快楽責めにされていればいつか感覚は薄れるのではないかと。だが、タマを舐められている間におっぱいで脚を温めてもらえていたりすると、これがもう全くといっていいほど快楽度が落ちないのである。

　ときおり硬くなった山本さんの乳首が肌に触れて、それがまた俺に女体を意識させて、結局はセックスが上手い人の前戯はマッサージやエステと同じでいくらやられていても気持ちが良いものなのだと、俺はこのとき理解したのだった。

「んふふ。美優ちゃんはこんなたっぷり舐めてくれるかな？」

「そういう手放し難くなることを言わないでほしい」

　確かにこんなセックスは美優とは望めない。美優と山本さんは別の人間なのだからしょうがないのだが、こんなにもエッチが大好きだと正面切って伝えてくれる女の子とは、いつまでもセックスをしていたかった。

　まあ、山本さんも俺とのセックスができなくなるわけだし。ここはお互い様だということで、甘んじてこのねっぷりとしたセックスを受け入れることにした。

「では、何回射精きても勃起しちゃうこのソトミチくんのどうしようもないのを、じっくりフェラチオしていくね」

　半分ぐらいはその要因に加担している山本さんが、陰茎の下半分である金玉から竿をメインにして、優しく舐め上げるようなフェラチオを始めた。チュパチュパと唇を滑らせて、舌を伸ばしてチロチロとくすぐって、先走り汁が溢れそうになると、今度は逆に亀頭だけを口に含んだ浅いフェラでしゃぶりついてきた。

「うっ……あっ……！　ヤバっ、出したい……！」

「だーめ。残念だけど、膣内射精以外は禁止だからね。気持ちよくしゃぶられててください。……あーんむっ、じゅぶっ……じゅっぷ、じゅぶっ……じゅるるっ……」

「あっ、ああっ、あっ……!!」

　一転してペニスを口いっぱいに咥え込んだ山本さんに、俺は下げようのない腰を引いてなんとか抵抗していた。いくら山本さんとのエッチで射精をコントロールできるようになったといっても、これだけ敏感にさせられては限度というものがある。

「ん、んぐっ……じゅぶっ、じゅぽっ……じゅっぷじゅっぷ……じゅるるっ、じゅぱっ……はあぁむっ……んむっ……ぐぽっ、ぐぽっ……」

「あ、あっ、あっ、イク、イクッ……!!」

「じゅっるるっ……じゅるっ……っちゅぅっ……ぱはぁ。ふふっ。気持ちいい？　絶対に射精させてあげないよ」

　山本さんの意地悪な言葉が俺のエム性感に響いた。こうやって優しく強引に搾られる幸福感……他でもない、山本さんとのエッチだ。本当にこの人とセックスができてよかった。心からそう思う。

　そうして、エッチを再開してから約一時間に渡り、俺は山本さんの舌技に責め続けられていた。

「えへへぇ……みんなが真面目に授業してるときに……私は彼女持ちの男の人とエッチをしてるんだぁ……」

「その先までいったらダメだからな、ほんと」

「冗談だってばぁ、もう。ソトミチくんは心配性なんだから。ソトミチくんだけが特別に決まってるでしょ」

「そ、そう言われると……照れるな……」

　楽しそうに微笑む山本さんに、俺もつい頬が緩んでしまう。相変わらず男の転がし方が上手い人だ。

「それじゃあ……これから、もうビンビンですぐに果てちゃいそうなソトミチくんと、じーっくり生セックスさせてもらうからね」

　山本さんは俺のペニスを上向きにすると、これからゴムなしで性器が結合することがよくわかるように、人差し指と中指でぱっくりと自らの肉穴を広げてから、秒速一ミリぐらいの速度で腰を下ろしていった。

「おっ、おっ、おっ……ああっ……すげぇっ……ナカ……あったかい……!!」

「んふぅっ、はぁ……ソトミチくんの……おっきくて……中のヒダが引っかかる……あっ、ああっ……んっ……！」

　膣奥まで挿入された俺の亀頭の先に、何かが当たる感触があった。それは山本さんの子宮にペニスが到達した合図で、その直後に山本さんは思い切り腰を下ろして陰茎を膣内に丸呑みにしてきた。

「おおっぐっ、ああっ……いいっ……!!」

　ただでさえイキそうだったペニスが肉襞で舐め尽くされて、暴発の寸前まで達したが、入れっぱなしで動かなくなった山本さんのおかげでなんとか射精を耐えることができた。

「はぁっ……こんな、苦しいぐらい、硬いのがお腹に入ってるの……とっても、幸せ……入れてるだけで気持ちいい……」

　山本さんは俺のペニスが入っているあたりのお腹を愛おしそうに撫でていた。美優とのセックスで子宮姦を強く意識させられていた俺には、自分のモノがあり得ないところにまで届いているように見える。

「すっごいよ、ソトミチくんの。一生雌でいたくなるぐらい奥まで響いてくる」

「そんなに良いのか」

「もうこの先絶対にないぐらいね」

　俺と顔を近づけて、またキスをされるかと思った、その絶妙な距離感で、山本さんはパンッ、パンッ、と腰を打ち下ろし始めた。

「ああっ……はああっ……!!　ソトミチくん……っ、んんっ……ああっ……ソトミチくぅんっ……！」

　俺のペニスに蕩ける山本さんの顔が目の前にあって。精液が沸き立つぐらいにエロかった。

「あっ、あっ、ああっ……ソトミチくんのきもちぃ……きもちいいよぉ……はぁ、はっ、ああぁ……いいっ……いいいっ……！」

　硬くなった肉棒が膣内に入ってくる感触を何度でも欲しがるように山本さんは杭打ちした。俺とのセックスに散々負かされてきた山本さんが、どれだけ雌として堕ちていたのか、それを見せつけるような淫乱なセックスだった。

「山本さん……愛液、溢れすぎ……っ……ああっ……はぁ……もう、射精したくなる……っ！」

「ふぅ、んっ、ふぅっ……はぁ……どうする？　っ、んあっ……中出し、する……？」

「いや、まだっ……最後まで、溜めるから……！」

　山本さんの最後の男性経験を、最高に気持ちのいいセックスで上書きする。それが目的であることには変わらないけど、それ以上に、俺と山本さんの間には、このセックスを一生の思い出にしたいという想いが共有されていた。

　俺は持てる限りの力を使って射精を我慢した。山本さんは飽くことなく下の口で俺の肉棒を貪り続けて、時計の針の進みが、はっきりと変わっていたのがわかるほどの、長くて濃密なセックスの時間を二人きりで過ごしていた。

「ソトミチくん……すきっ……ほんとに好きっ……！」

　先に堪えられなくなったのは山本さんの方で、俺の頬を両側から手で挟むと、俺から精液を絞り出すための深いキスをねじ込んできた。

「ちゅるっ……へろっ……んむっ……はぁ……ソトミチくん……好き……愛してる……一生、ずっと……んっ……ちゅっ……ちゅぶっ、じゅるっ、ちゅぷっ……はぁ……私は、ソトミチくんのことが好き……！」

　キスをしたまま、山本さんは何度も腰を上下させて、俺のペニスを膣で擦った。腰使いはずっと変わらないまま。伝えきれないほどの愛情を、それでもどうにかキスの形で表現をして、その思いの昂りだけで俺たちは絶頂へと向かっていた。

　俺からも山本さんの体を抱きしめて、したい限りのキスをして、それを喜ぶ山本さんにまた興奮が高まって、抱きしめる腕の力を滅茶苦茶に強くした。それでも、ぱちゅんっ、ぱちゅんっ、と腰を打ち付ける音は一定のリズムを刻み、俺たちは生の性器で繋がったまま、恋人となんら変わりない愛のあるセックスを続けた。

　やがて山本さんの膣はキュッと締まって、それは山本さんが絶頂に達する合図で、女の子だから何度でもイけるのに、山本さんは俺に合わせてイクのを必死に我慢して腰を振り続けてくれた。

　お互いの脳は完全にトロけて、キスに送り合う唾液の味すら甘美に感じるほどの臨界点を迎えた瞬間に、俺のペニスは山本さんの中でピシッと芯が入ったように肥大化して硬直した。

「あっ……はぁ……んちゅっ……ソトミチくんも……イキそうなんだ……あむっ……はぁ……ちゅっ……」

「ごめんっ……んあぁ……あっ……膣内に出したくて、もう止まんないかも……」

「いいよ、出して……あんっ……ちゅっ……はぁ、っ……ソトミチくんのキモチ、私の膣の中にぜんぶ届けて」

　山本さんはとろっとろで甘々な表情で、俺を誘った。膣奥を押し付けるように山本さんの腰が引きついてきて、俺は山本さんのお尻を鷲掴みにすると、ついにはフィニッシュに向けたピストンを力の限りにぶつけた。

「んっ、ちゅっ……はぁ……山本さん、出るよっ……んっ……はぁ……膣内に、出すよ……！」

「はぁ、うん、っ……出して……ソトミチくんの精子、私の膣内にいっぱい、出して……!!　あっ、ああっ……っ……あああっ、はあっ……おっきいので、壊れるぐらい奥まで突いて……!!」

　想いの昂りに、いまこの瞬間だけは山本さんの男になって、俺たちは愛し合う男女として互いの性器を擦り合った。脳から絶頂へのシグナルを出されて、これまで過ごしてきた時間が凝縮されてあらゆる感情が一度に流れ込んできた。

「あっあああうぐっ、ああっ……はぁ、はぁ、あああっ……!!　山本さん……出るっ……ああっぅああああっ……出るっ……!!」

「あんっ、ああっっ、あっ、んああっ……!!　ソトミチくん……ソトミチくんっ……!!　出して……私がこれから、どんな人とエッチしても……っ、はぁっ……ああっ……一生、忘れられなくなるぐらいの気持ちいい中出しして……!!」

　どぷっ、びゅっ、びゅるるるっ、びゅくっ、びゅくっ──!!

「──あああっっ……ソトミチくん……!!」

　二人で一緒に達したその直後は、どくん、どくんっ──と、脈が跳ねる音だけが耳に響いていた。そこから、数度の拍動を置いて、山本さんの絶頂する声が届いていた。甘くて、切なくて、何より喜びに満たされた声だった。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　上下に重なって、互いの肺から熱い吐息が漏れて、俺は、山本さんの膣内にドクドクと精液を出していた。

　中出しをされた感触も、膣内を精液が流れていく感覚も、その全部を覚えていてほしくて、俺はしばらく無言のまま山本さんを抱いていた。

　山本さんの顔は何よりも嬉しそうで、俺はこの人に中出しして本当によかったと心の底から思った。

「……これで、よかったんだよな」

　俺は汗に張り付いた山本さんの前髪を除けながら聞いた。

「うん。もう決めたことだから」

　山本さんは満足そうに頷いた。

「私は私なりで、幸せに生きてはいくけど。この人生で一番に気持ちよかったのは、ソトミチくんとしたセックスだったって。それだけは否定しないで生きていくことにしたの」

　そう言われてしまうと、もう俺から言えることは何もなかった。

「誇らしいことだな」

「それはそうだよ。もうソトミチくんは立派に美優ちゃん自慢のお兄ちゃんになんだから。これからはその全身全霊を注いであげてね」

「もちろん。そのつもりだよ」

　ピロートークに、穏やかな時間が流れて。すっかりとまったりした気分になっていた。

「そういや、エッチはもう一回するんだよな？」

　計五回の約束で、山本さんには四回しか中出ししていない。雰囲気だけを考えるならこれで仕舞いというのもあり得ない話ではないが、まさかここまできて山本さんが最後の一回はいいやなんて言うとは思えなかった。

「もちろんするよ。ちょっと待ってて」

　そう言って山本さんは、アクセサリーをまとめた引き出しを開けた。そこには一つだけ、個別に入れられた箱が目立っていて、山本さんはそれを開けると中の指輪を手に取った。

「デパートで買ったやつ？」

「そう。私のお気に入り。これも、私の、大切な思い出だから」

　山本さんはそれを胸にしっかりと抱いて。それから、俺に手渡してきた。

「最後はさ、普通にソトミチくんにしてほしいんだ。正面から挿れて、気持ちよくなったら、そのまま射精してもらっていいから。ただ──」

　山本さんは最後に、俺にあるお願いをした。

　そのお願いは、これまでのエッチからしたらあまりに慎ましやかで──もしかしたら、山本さんが最初から望んでいたセックスは、そんなありふれた男女の交わりだったのかもしれなかった。

　俺は山本さんからのお願いを承諾して、ベッドで正常位の体勢になって再び重なりあった。

　そして、俺は勃起したペニスを山本さんの膣に挿入した。また山本さんと恋人繋ぎをして、左手の薬指にはめた指輪を強く挟みながら、キスをしたりおっぱいを吸ったり、これまで何度も繰り返したような、ごくごく普通の優しいだけのセックスをした。

　そのときの山本さんがあまりにも楽しそうで、今度は俺が泣きそうだった。でも、最後のエッチに涙を見せるわけにもいかなくて、俺は必死に泣くのを我慢して腰を振った。山本さんの膣内はびしょ濡れで、ずっとそうだったはずなのに、こうしてただ繋がっているだけだからこそ、自分のペニスでここまで感じてくれることを嬉しく思った。

　短くもないけど、時間をかけすぎることもない。妊娠もしないようにした、ただ快楽を求めて生の性器を入れ合うだけのセックス。その最後の男と女の交わりに、俺は「山本さん」ではなく、下の名前で呼んで、精一杯の愛を囁いた。

「────」

　ただ幸せな時間だけが過ぎて、俺たちは心が満たされると同時にイッて、胸に秘めた愛と同じだけの精液を膣内に出した。

　残り一回限りのピロートークでは、山本さんの要望通りに、たっぷりのご奉仕フェラをすることになって。実はそこで俺は六回目の射精をしてしまったのだが、中出しではなかったので、こっそりとノーカンにすることにした。

　──ソトミチくん。私は、ずっと。あなたを愛しています。

　エッチの終わりに、きっとこの先で口にされることはないであろう言葉を、俺は受け取って。キスはもうできなかったから、俺は代わりに、その左手につけた指輪を一生大切にしてほしいと、山本さんにお願いをしたのだった。











１０．正妻









　美優が目覚めるまでの間、俺と山本さんは二人で部屋の掃除をしていた。美少女二人分の愛液と俺の精液に塗れて染みだらけのシーツは、結局のところ破棄することはせずに洗濯して使い続けるらしい。山本さんはその気になればすごい人なので、俺のことを好きでいながら普通に結婚して幸せな人生を過ごしていくことぐらいはできるのだ。そうなっても俺のことをオカズにしてのオナニーはし続けますと宣言されてしまったときには頭を抱えたが、まあ世の女性としてその実ありふれたことだったりすることかもしれないので無用な心配はしないことにした。

「にしても美優ちゃん、ぐっすり寝てるね。寝心地の良いソファーじゃないのに」

「意外とどこでも寝れるタイプなのかもな」

「実は起きてたりして」

「ははっ。まさかな」

　この部屋で長い時間をもう一度過ごせたのは良いことだったのかもしれない。山本さんの男性経験もそうだけど、この部屋で過ごした時間も山本さんにとっては悲しいもので終わっていて、だから、こうして和やかな雰囲気で部屋を出ることになったのは俺と山本さんのどちらにとっても幸いなことだった。

「来週から学校か。エッチで初日を休んだってのは冷静になってみるとヤバいな」

「ヤバいね。ソトミチくんのせいで背徳感に興奮する身体になっちゃったから、今夜は早速シちゃうかも」

「お、俺のせい？　てか、そんな早速で大丈夫なのか……？」

　山本さんはもうすっかり元気を取り戻している。言葉の節々にいやらしさを感じるほどエッチに前向きなのだ。もちろんそれは喜ばしいことだけど、そんなにもあっけらかんとしていて良いのだろうか。

「ん？　将来的なお話のこと？　それはもう、こっそりしますとも。ソトミチくんとのセックスを昨日のことのように思い出して……」

　山本さんは頬に両手を当ててウットリとした表情になる。この女は新しい男ができても俺とのセックスをオカズにオナニーをするつもりだ。

「こっそりなんだな」

「言わないよ、さすがにね。お墓に入るまで胸の中にしまっておきます。私とソトミチくんだけの思い出だから」

　ニイッと笑って、山本さんはまた部屋の片付けを進めていく。こっそりすると聞いて、ヒドいような気もしたけど、少なくとも山本さんにとって忘れられない思い出であることは変えようがないことなので、それをあえて口にするべきかと問われたら俺としても判断に迷うところだ。

「ソトミチくんが美優ちゃんと上手くやっていくためには、そういうのも必要だよ」

「……え？」

　山本さんの言葉が、具体的に何を指してのものだったのか。それを聞こうとした矢先のことだった。

「んっ……ふぁ……あれ……。なんで、私……」

　ソファーでむくりと影が起き上がって、ようやく美優のお目覚めだった。先に着替えた俺たちは服を着ていて、布団を払った美優は裸で、大福のように色白のもっちりとした乳房がチラ見えすると、美優は自らの裸体を隠すようにして俺たちを睨んだ。

「ジロジロと見ないでください」

　その美優の不機嫌面に、反応したのは山本さんだった。山本さんはスラリと伸びた長い指を波うたせながら、ニヤニヤと下卑た笑みで美優に近づいていく。

「あれだけ二人でしたんだから、裸ぐらい良いじゃない。お互いのイイところも知り尽くした仲なんだし……」

「お、お兄ちゃんに変なこと吹き込んだら承知しませんからね」

　恥ずかしそうにする美優と、構わず迫る山本さんと、俺が寝ている間にこの二人がどんな触れ合いをしていたのかは非常に気になるところだが、問い詰めても教えてはもらえないだろうな。

「私もシャワーを浴びさせてもらいます」

「どうぞどうぞ。あるものは好きに使っていいからね」

　山本さんはやたらと美優を気に入っているようで、知らず知らずのうちに二人の間には友情に近いものが生まれているようですらあった。身を削っての勝負の後に残った何かがそうさせているのかもしれない。これもお互いが本気でぶつかったおかげなのかな。

　そうこうして、帰りの準備を終えた美優と俺が玄関に向かって、見送ってくれる山本さんの表情は深読みなんてする必要もないぐらいに明朗だった。

　まだ青空が残るうちに外に出てきた俺たちは、久しぶりに日差しを浴びたような眩しさに揃って目を細めた。俺は指折り数えられる日数しかこの部屋で過ごしていないのに、そこはもう第二の実家みたいな親しみがあって、この場所を出ていかなければならないことへの寂しさは拭いきれなかった。でも、これは比喩でもなんでもなく、俺と美優にとっても巣立ちのときでもあった。

「美優ちゃん。ソトミチくん。改めてだけど、私のために色々とありがとうね。二人とも、大好きだよ」

　Ｔシャツに膝下までのパンツで簡単な装いに留めた山本さんの、その胸の膨らみから相対的に作られた細身のシルエットは完成された美で、まだ明るい時間の陽光に当てられてもなお、男の情欲を誘うほどにエロかった。こんな人に本気で好きになってもらえたんだから、俺はもうこの先で自信を失うことなんてないだろう。山本さんのおかげで手に入れられたものが俺にはたくさんあった。

「ソトミチくんは来週からまたよろしくね」

「ああ。学校では、勉強とかも見てもらえると助かるよ」

「最優先でお相手するから、いつでも言って」

　満面の笑みで応えてくれた山本さんに、俺も思わず表情が緩む。こんなやり取りでも愛を感じてしまうな。明るくて幸せそうな笑顔が何よりも似合うのが、この山本奏という女性の魅力であって、俺もこれからの山本さんの人生の支えになれたらと思う。

「美優ちゃん」

　山本さんに名前を呼ばれて、美優は緊張した面持ちで正面に向かい合った。

「これから大変なこともあるだろうけど。いつでも頼ってね」

　そのときの山本さんは優しいお姉さんのようで。どこか含みも感じる励ましの言葉をかけられた美優は、その意図をしっかりと読み取って、芯のある真っ直ぐな姿勢から深々と頭を下げた。

「よろしくお願いします」

　それはまるで嫁ぎ先への挨拶のように、重たく真面目な返事だった。以前に、美優は言っていた。俺たちは一人でも多くの人に祝福してもらう必要があると。山本さんが『大変なこと』という言葉で表現した、俺たちがこれからぶつかるであろう壁を乗り越えるためには、こうして信頼できる人の助けが必要になる。だから美優は、由佳にも、遥にも、山本さんにも、自らの主義主張を捻じ曲げてまで、最大限の義理を通してきたんだ。

「ずっとずっと応援してるから。どんなときでも、会いに来て」

　山本さんは美優にハグをして、顔の上がった美優の表情は、どこかホッとしたような緊張の解けた様相だった。美優もここまで気を張り詰めて頑張ってきたんだもんな。

「ソトミチくんも、美優ちゃんも。愛してるよ」

　山本さんからの、元気いっぱいの愛をもらって、ついに俺と美優はマンションを後にすることになった。

　寂しさはあっても今生の別れというわけではなのだ。むしろ、俺と美優のこれからを考えるならば、これから最も付き合いの長くなる人になるわけで。まず俺が向き合うべきなのは美優なんだよな。だいぶ待たせてしまった。

「ん？　そのカバン、ずいぶんと膨らんでるな」

　帰り道に美優の肩掛けが大きく揺れているのが気になって、ポーチの部分を見てみると、見栄えを意識する女の子が絶対に入れないであろう容量までパンパンに何かが詰め込まれていたのだ。

「これね、奏さんからお土産」

　美優がカバンからガサゴソと音を立てて取り出したのは、見覚えのある個包装が大量に入ったビニール袋だった。

「なんで、ゴムをそんなに？　使うのか？」

　美優はピルを飲んでいるので、俺がコンドームを着ける必要はないはず。もうすでに何回も中出しをしてしまっているし。

「何年かしたらね。私の身にも差し障るものがあるので」

「……そうか。生で出しすぎると、美優の精神状態も危険だもんな」

「そ、それも、なくはないけど。私はたまたま副作用がないだけで、飲み続けてると腎臓とか血圧に悪いんだってば」

「えっ、ああ、そうなのか。なら、無理することはないって。悪いな、なんか」

　単に妊娠しなくなるだけの便利アイテムかと思っていた。そう単純なものでもないんだな。出費のこともあるし。

「お兄ちゃんに早めに生でのエッチを許可したのは、そこまでしないと奏さんを負かせられなかったからであって。お兄ちゃんとの関係からしたら予定外の進展具合にあります」

「そうだったのか。なんなら、今日明日からは、ゴムでするようにするか？」

「え、あっ、いや。そんな急には、やめなくてよいですが」

　美優は照れ恥ずかしそうにしながらコンドームが入った袋をカバンに戻した。数年後で構わないというのであれば、美優のペースに合わせよう。どうやら美優にも都合があるようだし。

「美優の計画を聞いてたときはどうなるかと思ったけど。山本さんが最後まで元気そうでよかったよ」

「……まあ。あれだけ二人でイチャラブしてたらね」

　美優はそっけなくそう返してきて。俺と美優は、しばらくの間、無言で歩いていた。

「……え？」

　そして、俺は立ち止まった。それから数歩先に進んだところで、美優が歩くのを催促するように首だけを俺に振り返って、俺は慌てて美優を追いかけた。

「まさか……起きてたのか……？」

「起きてたというか。起きたというか。ソファーで目が覚めたら、お兄ちゃんと奏さんが恋人のように甘々な時間を過ごしていたので、妹は息が苦しくなるほどの胸の痛みに耐えながら二度寝しました」

「それは申し訳ない……」

「んー。別にいいんだけどさ」

　山本さんとのイチャラブセックスは、元を正せば美優がやらせたもの。しかし、目が覚めて自分のものだったはずの男が別の女とそれはもう仲睦まじくイチャイチャとエッチをしていたら、生物の根源的な感情はそう穏やかではいられない。

　はずなのだが、どうにも文句を言うほどの辛さはないようだった。歩く姿も、表情も、堂に入っているというか、余裕があった。さながら俺の妻としての、である。

「意外と、平気そうだな？」

「なんかね。由佳と、奏さんと、あとは佐知子もだけど。これまでお兄ちゃんとエッチしてる現場を見てきたからなのか。尾を引くものはないんだよね」

「そうなのか」

　たしかに美優は俺がこれまでエッチをしてきたどの女の子との行為も目撃している。だから、慣れたというのなら、経験としてはわからなくもないのだが。男女の在り様って、そんなものでよかったっけ。

「美優は、俺が他の子とエッチするのは、絶対に嫌だって言わなかったっけ？」

　俺としては、アレは結構、印象的な言葉として記憶に残っている。美優は他の女の子に比べたら、だいぶ独占欲が強いほうだと思っていた。

「お兄ちゃんは浮気しないって信じられるから言えることではあるんだけどさ。結局は、みんな今でもお兄ちゃんのことは好きなわけだし。なんだかんだでいい男になっちゃったお兄ちゃんは、きっとこれからモテていくだろうと思うから」

　美優は落ち着いた声音で語り続ける。長い黒髪の奥に見え隠れする美優の横顔は楽しげだった。

「最近では、ちょっぴり優越感も、なくもなかったり」

　美優は人差し指でほっぺをかいて、顔は真っ直ぐに前を向いたまま、照れ臭そうにそんな本音を溢した。

　それこそ思いもしなかった心情の変化だった。美優は恋人とは二人だけの空間を好む性格だと思っていたからだ。俺に向けられる好意など、たとえそれがプラスの要素をもたらすものであっても、かつての美優なら不純物として切り捨てていたはず。

　これまでの経験を通して、それだけの余裕が美優に生まれていたのか。思えば、美優が話す声から受ける印象が、初めて自慰行為を見られたあの頃よりも柔らかくなっている。

　美優は完璧な存在だから、変わりようなどないと思っていたのに。いつだか由佳が言っていた、美優の一人の女の子としての部分に、俺はまだ充分には向き合えていなかったのかもしれない。

「私は一生で一人としか恋ができない人間だから。自分でも、だいぶ重たいなって思うし。……たぶん、お兄ちゃんに捨てられたら死んじゃうし。お付き合いしてすぐの頃は、焦りとか不安でいっぱいだったんだよ。こんな私で、お兄ちゃんは大丈夫かなって」

　美優はそう話しながら、俺の手を取って、それから、這うように指を絡ませて、手を繋いできた。

「でもね。お兄ちゃんは頭のてっぺんから足の先まで私のもので。私の人生は死ぬまでの全部をお兄ちゃんが貰ってくれて。気づいたら、それが絶対の確信になってて。もう、不安はないみたい」

　珍しく俺の一歩前を歩く美優が、繋いだ手を大きく振って、はにかむように笑った。

　夏の終わりも近づく時期とはいえ、まだ暑さの抜けない八月の住宅街に、秋の訪れを思わせるような爽やかな風が吹いていた。

「美優……？」

　少女然とした美優の笑顔に、耳鳴りにも似た感覚が俺を現実から浮き上がらせていた。目の前を歩く道が引き伸ばされて、喉の奥が、熱湯を流し込んだように熱い。

　美優がこんなにも自然に笑う姿を見ることができるなんて。

　なんだか俺、バカみたいだ。泣きそうになっている。

「ん？　どうしたの？」

　美優からの返事が聞こえたときには、美優は少しだけ緩んだぐらいの、いつもの真顔に戻っていた。

「美優は、今さ」

「はい？」

　俺の問いかけに、小首を傾げて反応した美優の髪が、はらりと下に揺れ落ちた。これまでも、美優の笑顔を全く見なかったわけではない。エッチをするときの美優は、ユルユルなぐらいに満面の笑顔だった。でも、今の美優は、性欲に突き動かされて、どうにかなっているわけではない。

　淡泊で、事務的で、真面目で可愛い俺の妹。ニュートラルでありのままの美優が、俺との信頼関係に安心して、微笑んでくれただけなんだ。

「ああいや、なんでもない。美優にも、だいぶ余裕ができたみたいで、よかったよ」

　俺は取り繕って、美優も俺の態度を不審に思っていたようではあったけど、そこを掘り下げてくることはなかった。俺を交配相手として認識して発情している美優だって、それも紛れもない美優の一側面であることには違いない。だから、これまでの笑顔が嘘だったなんて言うつもりはないが、一つの達成感に込み上げてくるのもいたしかたのないことなのだ。

「えー、変なの。……ふふっ。別にいいけどさ」

　また頬を緩ませて、俺の横を足取り軽く歩く。美優は本当に、よく笑うようになった。

「私は今後も、お兄ちゃん以外の男には肌に触れさせることすらありませんので、ご安心ください」

　美優はそう言いながら、そのたわわな胸で挟み込むように、俺の腕に抱きついてきた。あえて俺の二の腕から手の先までが美優の体に触れるようにして。慣れないことを急にやったせいで、腕の収まりの悪さにちょっぴり苦い顔をしているあたりが萌える。

「徹底してるな」

「お兄ちゃんだけの妹なので」

　また当たり前のようなことを大袈裟に表現する妹だな。でも、恋人でいるよりは妹でいたい美優からしたら、お兄ちゃんの妹であることは言葉以上に重要なことなのかもしれない。

「それはそれとして」

　美優は会話を一区切りし、俺を見上げてくる。そこにはまた愛らしい不機嫌顔があった。

「これまで我慢させられた分、私はしばらくはわがままになるから。ちゃんと付き合ってね」

　拗ねたような声で念押しをしてくる。美優はこれまでの計画のために、ずっと俺とエッチしたい気持ちを押し殺してきた。そのわだかまりを総て清算した今、美優はその鬱憤を晴らそうとしている。俺としては、それでも結構なエッチをしてきたと思うのだが。

「もちろんだよ。これからは全部の都合を美優に合わせるから」

　どっちにしたって、俺が美優より優先するものなどもうないのだ。昨日今日とセックスはしてきたけど、とにかくもうこの妹とイチャイチャしたくて仕方がない。

　逸る気持ちを足に乗せて、俺たちは家に戻ってきた。ドアを開けると、旅行帰りの洗濯をしている母親が、ちょうど洗濯機のある脱衣所から出てきたところだった。

「あっ……あら、おかえりなさい。二人とも急に学校を休むなんて、大丈夫だったの？」

　それに続いて俺たちの帰宅に気づいた父親がリビングから出てきて、珍しく人と距離を詰めて立っている美優を不思議そうに見ていた。

「なんだお前ら。どこに行ってたんだ？」

　俺と美優は、学校を休むから体調不良とでも伝えておいてくれと母親にメッセージを送っただけで、詳しい理由を説明していない。その両親の疑問に答えたのは、先に靴を揃えて玄関に上がった美優だった。

「お兄ちゃんとお泊まりデートしてきた」

　美優はざっくりとした言葉を選んで、嘘をつくよりはよかったのかもしれないが、もう少しオブラートに包んだ表現があったようにも思う。

　その発言に目を丸くしていたのは父親だけで、母親はなぜかすんなりと納得をした顔だった。これも女性の包容力というやつなのだろうか。

「お泊まりって、荷物も持たないでか？」

「軽く一泊してきただけだから」

　美優はそれだけ言って、自室に行ってしまった。その後ろ姿を目で追いながら、俺も続いて玄関に上がる。

「父さんたちは来週からの仕事はどうするんだ？」

「変わらないよ。土日休んだらまた朝から晩まで仕事だ。……てか、なんだ。お前らなんかあったのか？」

　その疑問はどちらかというと、『お前ら』ではなく、『お前は』という俺個人に向けられたものだった。この夏休みで顔つきも体つきも一回り大人になってしまった俺に、父親も尋常ではない履歴を読み取ったらしい。美優とのことだけでなく、俺はその友人や山本さんと、人に言えないようなことを幾つもしてきたからな。

「近いうちに話すよ。……美優は、元気になったから」

「そうか。それは、何よりだったな」

　あの小学校の一件以来、美優が無理して大人になってしまったことを、両親も気にしていないわけではなかった。それでも、美優には学校での友達もたくさんいたし、勉強の出来もよかったから、そういう風に成長しただけだということでどうにか納得をしていた。その美優がまた幼少の頃の明るさを取り戻したともなれば、両親としてもそれ以上に喜ばしいことはないし、そのためにはちょっとしたことでは済まないような出来事があったのだろうと想像も及んだはずなのだ。

　親父はひとまず「お疲れさま」とだけ俺に声をかけて、リビングに戻っていった。そして、美優を追って階段を登っていく俺に、今度は母親が声をかけてきたのだった。

「こーちゃん」

　呼び止められて、階段の途中で振り返った俺に、母親は笑顔というより苦笑いに近い表情で、声量小さく俺に言った。

「あんまり騒がしくしないようにね」

　母親の言葉に、俺は意図を汲みきれずに「ああ」とだけ言って返して。そして、前を向いてからその真意に気づき、口角が歪に上がっていくのを抑えられなかった。

　家に帰ってきた美優の様子からするに、母親は俺たちの関係を知っている。しかも、そのことには美優が絡んでる。後で問いただしておかないと。

「はあー……」

　俺は部屋に戻ってきてから、ベッドに大の字で寝転んだ。山本さんとのデートの帰りが遅くなるとは思っていたので、通学用のカバンには宿題なり教材なりがもう入っている。肉体的にも精神的にも、この二日でかなりの体力を使ったため、まだ寝るには早い時間にもかかわらず何もやる気は起きなかった。美優も俺の部屋にくることはなくて、隣の部屋のドアが開いたと思ったら一階に下りてしまった。

　俺はスマホですっかりと更新を追うことのなくなった動画サイトの一覧を眺めて、それから美優に夕飯に呼ばれ、俺も一階へと降りることに。リビングに入ると美優と父親はすでに着席していて、久しぶりに家族団欒の時間を迎えることになった。

　母親の料理も久しぶりだった。俺は煮物を箸で摘んで口に放る。個々人の好みはあっても、家庭には家庭の味というものがあって、美優が作る料理も煮物だけはあえて母親の味を真似ているので、これだけは食べ慣れた味だった。

「こーちゃんはこの夏休みで進路は決めたの？」

「受験勉強はしてたよ。大学は、次の模試の結果とかで考える」

「まあまあ母さん、久しぶりの食事なんだからそんな堅い話はしなくても」

「そうだけど、でもねえ」

　母親は心配そうに俺に目を配りながら食事をテーブルに運んでいく。言わんとしていることはわかるさ。俺には美優の面倒をみる責任があるからな。つい口を挟みたくなるのが親心というもの。

「てか美優の心配はしないのか？」

　むしろ受験シーズンの真っ最中なのは美優のほうなのだ。それが進路はおろか勉強の進み具合も聞かないなんて。

　と、ちょっと理不尽を感じたので話題を受け流してみたのだが、両親は揃って目を丸くするだけだった。

「しないわよそんな」

「するわけないだろ」

　わかるよ。尋ねた俺自身が不安を感じていないぐらいだ。美優に厚く信頼を置くこの両親が心配なぞするわけがなかった。

「こーちゃんのが大変でしょ。予備校ぐらい考えなさいよ」

「それは、まあ……」

　夏休みを終えて、学校でもいそいそと通い始める生徒が増えている。俺だってやる気には燃えているから、予備校に通うことだって考えていないわけではない。

「予備校みたいな人がいるからいいんじゃない？」

　黙々とスープを飲んでいた美優からのさりげない呟きが横から飛んできた。

「そんなにすごい奴がいるのか？」

「お兄ちゃんには日本一美人で頭が良くて巨乳のお友達がいるの」

「よし今度うちに連れてきなさい」

「あなた。いい加減にしなさい」

　ようやく着席した母親に注意されて、わりと本気で期待していたらしい親父はそこから大人しくなった。

　そこからも家族の談笑は続いた。両親からは長い土産話があって、俺も美優も以前と比べるとよく口が回るようになって、その様子を眺めていた母親はどこか嬉しそうだった。

　食事が終わり、美優と入れ替わりで風呂に入った俺は、また自室のベッドで天井を見上げていた。

「はあ」

　しかし、ダメだったな。美優とのことは話せなかった。食事中の会話の雰囲気からするに、親父はまだ何も知らされていない。母さんは俺たちの心の整理がつくまでは待つつもりでいるんだ。逆に言えば、それは俺の口から伝えなければならないということ。

（闇雲に話し出せばいいってものでもないよな）

　それを聞いた父親がどんな反応をするかなんて、考えずに真実を伝えてしまったほうが楽だ。しかし、いくらうちの両親が放任主義で寛容な性格をしているからといって、俺と美優の関係が否定されない保証はどこにもない。それでも俺と美優には別れるという選択肢はないから、どちらにしても突き進んでしまうしかないし、そうともなれば最悪は離別の事態にだってなり得る。仮に母親の力を借りるにしても、俺が色々と考えて動かないとな。

「こんこん。お兄ちゃん居ますか」　

　ドアのノックと一緒に声が聞こえて、俺が応えると美優が部屋に入ってきた。シルキーでピチピチの、巨乳が着るとエロく見える、俺と一緒に寝るとき用のパジャマに美優は着替えていた。

「どうした？　もう寝るのか？」

「そこも含めて、お兄ちゃんと今後のことをご相談に来ました」

「ならちょうどよかった。俺も美優に聞きたいことがあって」

「ママのことなら、私が産婦人科でピルを処方してもらうときに、そのときまでのことは話したよ」

　理解の早い妹で助かる。

「というと……。どこまで知ってるんだ？」

「察してる範囲まで言うなら、たぶんだけど、お兄ちゃんとお付き合いして、エッチしてることまでは、わかってると思う」

　やはりそうなのか。それは許されていると理解していいのだろうか。

「母さんは何も言わなかったのか？」

「ママには私が小学生のときから悩みを聞いてもらってたからね。女の子が好きかもしれないとか。お兄ちゃんのことを好きになるかもとか。エッチな気分になっちゃうからピルを飲んでおきたいとか。そういう話は、長い時間かけてずっとしてたから」

　なるほど、そうか。母さんは美優が幼い頃から抱えていた悩みを当初から知っていたから、好意の対象が最後には実の兄になっても、心の準備はできていたというわけだな。

「だからあの一言か。……わかった。親父には、俺から説明するから」

「よろしくね。それと、私からのお話だけど。これからも夜は一緒に寝るでいいんだよね？」

「もちろん」

　同じベッドに入っているところを、何かの拍子に見られてしまうかもしれない。それでも、だからといって別々のベッドで寝るというのは、今となっては考えられなかった。この点については、美優も賛同してほしがっていたようだし、やっぱり恋人なら同じベッドで寝ないとな。

「なら、あともう一つ」

　うん。おそらくは、アレについてだろうな。

「エッチも、するよね」

「する」

　たとえ下で親が寝ていようとも、美優とエッチしない生活は同衾しない夜よりも考えられない。

「じゃあさ。お兄ちゃん、お疲れのところ申し訳ないけど。こういうのは、初日が肝心だから」

「だな。軽くでも、してみるか」

　こうして、やや強引ではあるけど、二人でエッチをすることに。

「お口でいい？」

「抜くのは口でいいよ。ただ、服はお互いに脱ごう」

「は、はい」

　これも俺と美優の将来のため。俺が先にパジャマを脱いで、パンツも下ろして、それに続いて美優も裸になった。何度拝んでも見慣れない、ロリで巨乳でエッチな体の俺の妹だ。

「またそうやって。いやらしい目で妹の裸を見て」

　そんなエロい体をしてるのが悪いんだろう。

「でも、お兄ちゃんの、ちっちゃいままだね」

「昨日と今日で出し過ぎたからな」

「意味わかんないぐらい射精したもんね」

　その半分はお前が出したんだがな。

「えへへ。やっぱりこのどんぐりみたいなサイズも可愛くて好き」

「男としては複雑なんだが。とにかく、舐めてみてもらってもいいか」

「はーい」

　美優は気軽に答えて、パクっと俺のペニスを口に含んだ。丸っこくて亀頭が皮に包まれたそれを、美優は舌で転がして、ちゅぱちゅぱと口から出し入れして楽しそうにフェラをしている。無駄にデカくなってしまった俺のペニスにだいぶ文句を言っていたからな。言葉にしている通りに小さいのが好きなんだろう。

「んむ……はむっ……ちゅるっ……んちゅ……へろれろっ……あぁ……んっ……」

「っ……ふぅ、この状態でされるのも、いいな……」

　勃起していない陰茎を舐めてもらうなんて、そうそう無い機会だからな。これまで美優としてきたエッチを考えるともう二度とできないかもしれない。

「お兄ちゃんはすぐおっきくするもんね」

　美優は俺の性欲の強さを批難して、それからまた小さいままのペニスを咥えた。これまで美優とエッチをしてきたほとんどは、俺が欲情して美優に迫ったものだ。だから、まずペニスを見せるとなったら勃起をしていたし、美優も俺の性欲に奮い立った肉棒の相手しかしてこなかった。

「これさ、お兄ちゃんのって、小さいときは皮を被ってるけど。舐められるときは、剥くのと被ったままなのと、どっちのが気持ちいいの？」

「えっ、そんなこと、聞かれてもな」

　無邪気に兄の心の傷を抉ってくる妹だ。

「剥かないほうが、新鮮という意味では、気持ちよくはある」

「ふむふむ。なら、こういうのはどうなのかな」

　美優はペニスから口を離すと、舌を伸ばして、皮に包まれた亀頭の隙間に舌の先端を入れてきた。

「おっ、あっ……それっ……ヤバいかも……っ……！」

　まさかの内側からの包皮舐めに、普段のフェラチオ以上の快感が腰から突き上がってきた。美優は舌で右回りに左回りに舐めてきて、皮がめくれると、唇でそれを無理やり戻して、皮と亀頭の間を丹念に舐め回してきた。

「へろっ……れろおっ……ちゅぷっ……ちゅっぷっ……はあ……えろぉ……れぇろっ……」

「あああっ……はあぁっ……すごっ……ああっ……気持ちいいっ……！」

　美優は鈴口が見える程度に頭を出した亀頭の先っぽだけにキスをして、吸いついて、ちゅぱちゅぱとエッチな音を立てて何度もキスをしては、小さなペニスを楽しそうに堪能していた。

　兄のペニスを咥えてここまでのことができるなんて。妹がエッチになりすぎて困る。何より美優が俺のペニスをひたすら舐めているこの絵面が好きだった。できることなら、このまま口内射精までいきたかったのだが。

「あーむっ……ちゅっ……へろっ、はあ。ようやく、親指ぐらいの大きさになったね。どう？　出そう？」

「めちゃくちゃ気持ちいいんだけど……今日は、難しいかも……」

「そっか。あれだけ出した後だもんね」

　どう頑張っても射精するのは無理そうだった。これだけ刺激してもらっても勃起しないのだ。もう出せるものなど一滴もないのだろう。

「俺ばっかり、ごめんな。美優にもしようか」

「あー。それは、いいや」

「まだ恥ずかしいのか？」

「それもあるけど。してもらう気分でもなくて」

　美優の顔はエッチに興奮して火照ってはいたが、蕩け顔の本能モードまでにはなっていなかった。俺が勃起できなかったから、雰囲気を悪くしてしまったかな。一概に俺のせいではないとはいえ申し訳ないことをした。

「我慢してるわけじゃないんだよな？」

「恥ずかしくて誤魔化してるんじゃないよ。ほら、今って、お兄ちゃんも興奮の度合いとしては弱いじゃない？　いつもはいつ犯されるのか怖いぐらいギラギラしてるし」

　それは妹の側に犯されたい願望が見え隠れしてるからだけどな。

「前も言った通り、私はお兄ちゃんに欲情されてないと、エッチな気分になりづらい体なので」

　温泉に行ったときに美優が言ってたことだよな。あのときは美優の頭もバグってたし、俺を煽るための誘い文句だと思っていたが、まさか事実だったとは。

「お兄ちゃんに性欲がないときは、基本的に妹にも性欲がないと思っていただいてよいです」

　たまの例外は別として、と美優は付け加えた。難儀な体質だ。兄と性欲がリンクしているというのは、妹として、どう思うのだろう。恋仲になった今では、兄妹としての相性の良さとして考えることもできるけど。

「なら、今日はここまでにするか。中途半端で悪いな」

「いいのいいの。きっと疲れてるだけだよ。お兄ちゃんなんて、一晩もすればすぐ元気になるんだから」

　そう、これは、美少女二人にこってりと絞られて、脳がさすがにもうやめろと拒絶反応を起こしているだけ。金玉だって空っぽだし、だから、ぐっすりと寝て体調が戻れば、また美優とセックスができるようになる。

「ただね、お兄ちゃんのその喘ぐのは、ちょっとどうにかしたほうがいいと思うんだ。ママたちもお兄ちゃんのそういう声はご遠慮願いたいだろうし」

「すまなかった」

　これからは堪えるように頑張ろう。本番をするようになって美優がどう声を抑えるのかは楽しみにしておくこととする。

「寝るのも裸のまましてみるか？」

「ぜひそうしましょう」

　美優は裸のままノリノリで俺のベッドに上がって、下着まで床に脱ぎ散らかしたままなのに、俺も布団の中に入るように引っ張ってきた。山本さんに影響されてか、元からこうだったのか、エッチな妹になってしまったものだな。

「それじゃあ、おやすみ。美優」

「おやすみなさい、お兄ちゃん。寝てる間におっきくなっちゃたからって、こっそり挿れたりしないでね」

「しないって」

　そんな冗談を言い合って、まったりと互いの素肌の触れ合いを堪能していたら、結局は俺が勃起することもなく眠気がやってきた。あれだけ射精したのだから、今日まだエッチができると考えていたほうが間違いである。

　明日、朝になったら、裸の美優を起こして、フェラで抜いてもらおう。エッチな恋人がいると、毎日そういう楽しみがあって幸せだ。

　そうやって期待だけを膨らませながら、ようやく長い一日を終えた。山本さんとも仲良しのまま別れられて、美優ともラブラブで大団円。もはや思い悩むことなどはないと、考えて寝入りにつくだけだったはずの俺に、トクッ──と一拍の鼓動が緊張をもたらした。帰宅してからの両親とのやり取りを、不意に思い出したのだ。

　最後まで山本さんがこだわった、俺が妹を選んだという事実に向き合うということ。これからセックスの頻度が増えていく俺たちにとって、誤魔化しがきかなくなってくる美優の特殊体質と共に、それはよりリアルな問題として俺たちの前に立ち塞がることになる。あるいは、もっと簡単に済んだはずと思っていた美優と山本さんの駆け引きは、こうなった後のことまでを考えていたものだったのかもしれない。

（せっかくの幸せな一日を、不安で終わりにするべきじゃないな）

　それは重要な事項ではあったが、今日は俺と美優と山本さんにとっての、記念日みたいなもの。難しい宿題は明日に棚上げして、俺は未来の嫁の寝顔を眺めながら、自分の腕の中にある幸せを噛み締めるのだった。
















俺の妹が最高のオカズだった　〜妹と同級生と過ごす最後の夏休み〜
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